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失恋秘書、故郷に戻る




　――ジュッ……。

　なんの前触れもなく煙草たばこに火がつく音がした。森もり田た美み月つきは副社長室の片隅にある自分のデスクから顔を上げ、窓際で立ち上る紫し煙えんに目を見張る。

「あっ……！」

　小さく叫び声をあげ、デスクの引き出しから十センチほどのガラスの小皿を取り出し、窓辺の男のもとに走った。

「副社長、灰皿使ってください！」

　江戸時代から続く老舗寝具メーカー『ＫＯＴＡＫＡコタカ』本社最上階の重役フロアにある副社長室で、美月は目くじらをたてながら、目の前の男を見上げる。

　ヒールを履いた百六十センチの美月よりさらに背が高い、たくましい長身を贅沢な生地のスーツで包んだ、眉び目もく秀しゅう麗れいな美形だ。

「……ん？」

　少し長めの前髪から覗く、切れ長の漆しっ黒こくの瞳に見つめ返されると、そんなつもりがなくとも、ドキリとしてしまう。

「あの……だから……灰が落ちますから」

　サイドをすっきりとカットしたまっすぐな黒髪のスタイルに、同じくらい黒い瞳。広い肩、厚い胸板に、彫りの深い精せい悍かんな顔立ち。そこに貴族的な近寄りがたさと男の色気を足したような男、それがＫＯＴＡＫＡの副社長であり営業本部長の小こ鷹たか雪ゆき成なり、三十二歳である。

「ああ、そうだったな。悪い」

　雪成は長い指に挟んだ煙草の灰を、美月の持つガラス皿に落とす。

　そんなちょっとした仕草さえ優雅で魅力的で、美月はなんとなく落ち着かなくなる。

（煙草を吸うのは会議が終わった後の週に一度くらいだからいいけど……どうして覚えてくれないんだろう……もうっ……）

　一瞬でもときめいてしまった自分に腹が立つ。つい、そんなことを考えていると、

「おい、不平不満が顔に出てるぞ」

「むっ……」

　煙草を持たない右手で、雪成は美月の顎あごをつかみ、触感を楽しんでいるのかムニムニと指を動かす。必然的に美月の唇はアヒルのように尖ってしまい、子供扱いに頰ほおが朱しゅに染まってしまう。

「やめてくだしゃっ」

「ふふっ……餅みたいに柔らかいな」

　微笑した雪成は、ひとしきり美月の頰を揉んだ後、手を離す。

「もうっ、人の顔で遊ばないでください！　それに不平不満なんてありませんから！」

　あるとしたら、この副社長が男として魅力的すぎて、ちょっと困るくらいのことだ。

（からかわないでほしいのに……）

　たとえその気はなくとも、甘くからかわれれば、美月だってドキドキしてしまう。

「はいはい」

　怒りをあらわにする美月にも、軽い調子で雪成は肩をすくめる。

　美月の上司であるこの男は、一事が万事この調子で、今回もまったく反省した様子もなく、持っていた煙草を唇に挟み、また窓の外を眺めた。

　いちいち動揺してしまう自分とは違う。どんな時でも落ち着いていて、優雅で、大人だ。

（もーっ、この人はどんだけ自由なの……）

　呆れながらも美月も窓の外に目をやる。ちょうど日が落ちる、黄昏たそがれ時である。

　ＫＯＴＡＫＡで働くことになる三カ月前まで、自然いっぱいの田舎町に住んでいた美月の目には、歴史ある石造りの建物と近代的なビルが混在するここは、不思議な風景に映る。

（百貨店のショーウィンドウにオレンジの明かりが映えて、とても綺麗。日に本ほん橋ばしって老舗企業の本社が多いから、ビルも風情があって素敵だなぁ）

　そこでふと、窓に自分の姿が映って、ハッと我に返る。

　胸の下まで届くこげ茶色の髪は出勤前に緩く巻き、メイクはナチュラルだが、少したれ気味の目をカバーするために目元を引きしめるようアイライナーを引いている。淡いパステルカラーのスーツにほんの少しフリルの襟がついた上品なシャツを合わせていて、黙ってさえいれば老舗企業の秘書らしく見えるだろう。

　だがその中身は、地元の親友から『見た目はユリで、中味はタンポポ』と称される地味で大人しいタイプだ。

（なんだか不思議……こんなの私じゃないみたい。でも夢じゃないのよね。私は今、東とう京きょうにいるんだから）

「来週、出張に行く。火曜の朝から三泊四日だ」

　突然、雪成がそう口にした。

「長いんですね」

　きっと会議でたった今決まったのだろう。

　美月は一瞬ぼうっとしていた自分を内心で叱しっ責せきして、こっそりと息を吐いた。

「ああ。山やま邑むらリゾートの件でな。視察に行くことになった」

「かしこまりました」

　美月はコクリとうなずいて、頭の中で副社長のスケジュールを確認する。

（山邑リゾートが手がけてるホテルの寝具って、全部ＫＯＴＡＫＡオリジナルなんだよね。超高級リゾート向けだから、単価の高い大口顧客だし、営業本部長である副社長が行くのは当然ね）

「いくつか会食の予定が入っていましたが、すべてキャンセルですね。関係各所に連絡をしておきます」

「ああ、頼む」

　そして雪成は煙草の煙をゆっくりと吐き出し、それから耳を疑うような言葉を吐いた。

「ちなみにお前も連れていく」

「えっ!?」

　頭から雷が落ちたようなショックで、全身が震える。

「行き先は徳とく島しまの鳴なる門とだ。お前の出身地だな」

「えっ、あの、その……」

　口を挟む余地のない、畳みかけるような雪成の言葉に、美月の頭は真っ白になった。

（連れていく？　今、連れていくって言った!?）

「いや、副社長、あのですね、地元と言いましても、その、あの、私、帰る気はなくて……っていうか、帰りたくなくて東京まで出てきたわけでして……っ」

　なんとかして地元に近寄ることだけは避けたい美月だが、自分がゴニョゴニョ言ったところで、副社長の耳に届くはずもない。

「案内頼んだぞ」

　雪成はさっぱりした口調で言い放つと、美月の持つ小皿の上で煙草の火を消し、自身のエグゼクティブデスクへと向かう。

（案内って……四国、徳島、鳴門!?　嘘でしょ!?）

　上司のすらりと背筋の伸びた後ろ姿を眺めながら、美月は激しく動揺していた。

（二度と帰るつもりはなかったのに……。なんで……）

　美月は三カ月前に上京するまでの二十五年間、ずっと徳島県鳴門市に住んでいた。ふたつ年上の姉と、公務員の父と、専業主婦の母の四人家族で、地元の高校、大学を出て、のんびりとした日々を送っていた。

　周囲の人間からは、石橋を叩いてもなかなか渡らないと評されるほどの慎重さで生きてきた美月の人生が変わったのは、五カ月前の去年末のことだった。高校生の頃から八年付き合っている彼との年末デートの帰り際、車の中で別れを切り出されたのだ。

『別れよう』

　正直言って、恋人の申し出にまったく心当たりはなかった。そもそも大きな喧嘩などしていなかった。一週間前、彼と楽しく穏やかに、ふたりきりで過ごしたクリスマスはなんだったのか。

　別れの気配を感じ取ることができなかった美月は、ただ『どうして？』としか問えなかった。

　彼は明るく、高校の頃からクラスのリーダー的存在で、どちらかといえば控えめな美月とはまるでタイプが違った。だがお互いにないものを埋めるように惹かれ合い、それから八年、うまくやってきたはずだ。少なくとも美月はそう信じていた。自分はいつか、この人のお嫁さんになって、この街でお母さんになるのだと信じて疑わなかった。

　だが、彼の返事は違った。

『ずっと前から、お前に愛情はなかった。好きじゃなかった』

　彼はそうはっきりと言ったのだ。もう、お前のことは愛していないと。

　この日のことを思うと、美月は今でも身を引き裂かれるような痛みにさらされる。

　美月の目を見ない、うつむいた彼の顔。生気のない声に、本当に〝ずっと前から〟自分は愛されていなかったのだと気づかされて、美月の心は粉々に砕け散ってしまった。

　そして家族や親友の反対を押し切り、上京したのが三カ月前のこと。その後、運よく老舗寝具メーカーのＫＯＴＡＫＡに採用され、創業者一族の御曹司であり副社長の、小鷹雪成の秘書として働き始めたのである。

（だから、帰りたくなんてないのに……）




　そんな美月の思いとは裏腹に、容よう赦しゃなく出張当日の火曜日がやってきた。嫌だ嫌だと思ったところで、羽はね田だから徳島空港までわずか一時間十分の空の旅だ。あっけなく故郷の地を踏むことになって、美月は複雑な思いで澄み切った空を見上げた。

　上京するためにこの空港に来た時は、二度と帰らないと決意したはずなのに、仕事とはいえ、まさかたった三カ月で戻ってくることになろうとは思ってもみなかった。だが帰ってきたものはしょうがない。

　これから向かう鳴門市は、人口六万人以下の静かな街だ。仕事中に元カレや友人に会わないよう、街に出なければいい。

（いや、そもそもばったり顔見知りに会うなんて確率、高くないはず……）

　美月はそう自分に言い聞かせながら、半ば無理やり仕事モードに頭を切り替えることにした。

「ここから山邑リゾートまでは車で十五分ですね」

　美月も、山邑リゾートの存在は知っていたが、地元にいた頃から立ち寄ったことは一度もなかった。そのくらい高たか嶺ねの花のリゾートなのである。

「お天気がよくてよかったです」

　憂ゆう鬱うつな気持ちに引きずられたくない美月は、あえていつもより明るい声を出して背後に立つ雪成を振り返った。

「それにしたって、まだ午前中だっていうのに天気がいいにもほどがあるな。東京とは日差しの質が違う」

　グレーのスーツ姿の雪成はきっちり着込んでいた上着を脱ぎ、少し眩しそうに周囲を見回し目を細めた。その様子がなんだか少し子供っぽく見えて、美月はクスッと笑った。

「あちらに山邑リゾートから迎えの車が来ているはずです」

　キャリーケースは雪成のものと一緒にリゾートコテージに先に送ってある。

　雪成を伴って美月は空港の駐車場へと向かった。




「明あか石し海かい峡きょう大おお橋はしができて、神こう戸べからは一時間もかからずに来ることができる。大おお阪さかでもプラス三十分で済むんだ。これからはリゾート観光地としての需要が大きく見込まれる場所だ」

　山邑リゾートの迎えの車に乗り込み、雪成は車窓の外を眺めながら、長い足を組んだ。

　生まれてこの方地元を離れたことがなかった美月は、わざわざなんでもある都会を離れてここにやってくるという都会の人間の気持ちがよくわからなかったが、確かにのんびりするには空気がいい。それだけはわかる。

「副社長は何度か来られているんですか？」

「……ああ。夏オープン予定の新館コテージの打ち合わせでな」

「そうなんですか」

　美月はふうんとうなずいて、そのままなんとなく雪成の横顔を見つめる。そこに意味はなく、あえて言うならただ視線の先にいたからだったのだが、美月の視線に気づいた雪成は、「俺に見惚れてるのか」と、からかうように笑って目を細める。

「なっ、なんでそういうことさらっとおっしゃるんですかっ……」

　世界中の女が自分を好きになるとでも思っているのだろうか。

　冗談に決まっているのだが、そんなことを言われると、改めて副社長を見つめてしまう。そうなると、目をそらない雪成と当然視線がぶつかる。その漆黒の瞳に熱を感じてさらに頰がカッと熱くなる。

「からかわないでください……」

「からかっているように見えるのか」

「当然です。副社長はいつもそうです。私が慌てるのがおもしろいんでしょう」

　これは王様のような彼の戯たわむれなのだ。

（そりゃ、副社長を見てカッコいいとか素敵とか思わない女子はいないかもしれないけど……。だけど私は、副社長だろうがなんだろうが、もう恋なんてできない……したくない。そんな空気の中にいたくない）

　美月はキリッとした表情で前を向き、背筋を伸ばした。

「副社長、見えてきました。あちらですね」

「ああ。着いたな」

　雪成もそれ以上美月をからかうのをやめたようだ。すっと表情を変え、窓の外にまた視線を向けた。

　海岸沿いの丘を登ると、南国の植物が鬱うっ蒼そうと茂る中に建物が見える。目指す山邑リゾートだ。

　五メートルはありそうなアイアン製のゲートを抜け、タクシーはゆっくりと入り口に向けて蛇だ行こうしながら上っていく。エントランスまでのアプローチは長く、そこを通っている間に、窓から外を眺めていると、生い茂る濃い緑の木々の向こうに、チラチラと真っ青な海と白い雲が広がっているのが見えた。

　自分の知っている海のはずなのに、日本ではないどこかへ来たような、そんな気にさせられる贅沢な空間だった。

「ユキ、久しぶり！」

　玄関前につけた車から降りると同時に、建物の中から長身の男が飛び出してきた。麻のスーツのよく似合う、いかにも美男子の優男といった雰囲気だ。

「よう。ハジメ元気そうだな？」

　雪成と軽くハグをした後、〝ハジメ〟と呼ばれたその男は、隣に立つ美月に気づき、にっこりと微笑んだ。

「初めまして。山邑始はじめです。かわいい女の子は大歓迎だよ。せっかくだから〝ハジメちゃん〟って呼んでくれたら嬉しいな～」

　緩やかなくせ毛と、くっきりとした平行二重の切れ長の瞳。鼻筋は高く細く、ふっくらとした唇は上品な微笑みを浮かべている。

　雪成との仲はよさそうで、歳も近いように思うが、どこか重厚感のある雪成とは真逆の、ふわふわキラキラしたタイプだった。

（明るい人だけど……やまむら……はじめ……山邑？　まさかの山邑リゾートの偉い人!?　このチャラチャラした人が!?）

　内心ひっくり返りそうなくらい驚いたが、さすがに取引先の重役を〝ハジメちゃん〟呼ばわりはできない。

「……山邑様。小鷹の秘書の森田と申します。よろしくお願いいたします」

　美月は平静を装って頭を下げる。そんな美月の態度を見てハジメは驚いたように目を見開いた。

「えっ、マジで秘書!?」

　それから雪成と美月の顔を交互に見比べ、なんとも言えない表情になる。

「えっと……彼女は秘書なの？　それだけ？」

「ああ。森田は秘書だ。そう言っただろう。なにか問題でも？」

「なにかっていうか……問題っていうか……アハハ」

　ハジメは乾いた笑い声をあげた後、パチンと両手を顔の前で合わせて頭を下げた。

「ごめんっ、許して！」




（嘘でしょ……）

　美月は真顔で、真新しいコテージの中を見回し、それから、「マジでごめんよー！」と平謝りのハジメを振り返った。

　雪成と美月が案内されたのは、この夏オープン予定の新館ヴィラのひとつである。

「……私と副社長のふたりでここに？」

　瀬せ戸と内ない海かいを一望できる小高い丘の上に、ヴィラが七つ用意されており、そのうちのひとつに今夜は宿泊するらしい。

　恋人同士なら最高にロマンティックだが、自分たちは会社の上司と部下だ。問題がある。

「や、確かに秘書って言われたけど、てっきり彼女だと思ったんだよ。ユキ、女の人を連れて歩いたりしないからさ。あー秘書って言ってるけどこれは彼女だわ、せっかくだから、幼稚園からの幼馴染で無二の親友であるユキのために、一番いい部屋に泊めてあげようってね、思ったわけ。男の友情。イェイ」

　真顔で親指を立てるハジメ。

（なにが『イェイ』なの……）

　軽薄にもほどがある口調で、アハハと笑うハジメに、取引先の重役であることを忘れ、軽く殺意が湧いた美月だったが、それどころではない。

「あっ、あのですねっ……副社長とここにふたりきりなんてさすがに無理ですから！　私は市内のビジネスホテルにでも泊まりますから！　ここは副社長おひとりでお使いくださいっ！」

　するとハジメは肩をすくめて、詰め寄る美月を哀れむような眼差しで見つめた。

「いや～、みっちゃん。市内にあるホテルなんて、ひと部屋も空いてないって。観光シーズンだし」

「みっちゃん？　いや、ひ、ひと部屋も？」

「ないない」

　ハジメはプルプルと首を振る。だが美月は食らいついた。

「……ほ、他のヴィラは空いているのではっ？」

「本館のほうはおかげ様で満員御礼。このヴィラだけは業界のお客様向けに準備してたけど、新館の他のヴィラはまだ内装が完成してないし、ベッドもないよ」

「ううっ……」

　次々と退路を断たれ、目の前が真っ暗になる。動揺のあまり、実家に帰るという選択肢すら思い浮かばなかった美月は、

（もうこうなったら野宿……。野宿しか……！）

　と、思いつめていた。

　もちろん野宿の経験はないが、副社長とふたりきりなんてとても心臓がもたない。

（いや、やっぱり外はつらい……せめてロビーのソファで寝かせてもらえないかな……無理かな……）

「おい、森田」

　そこでようやく、それまで黙ってふたりのやりとりを見ていた雪成が口を開いた。

「心配するな、寝室はふたつ以上ある。きちんとプライベートは保たれるはずだ」

「え……？」

　雪成の言葉に、美月は顔を上げ、ポカンと口を開けた。その顔を見て、雪成はふっと笑う。

「なんだ、その顔は。まさかベッドがひとつしかないと思っていたのか？　そんなわけないだろう。このヴィラはエクストラベッドを含めれば、最大五人まで宿泊できる。資料で見たはずだが？」

「あ……そうでした……」

　同じ建物の中ということで頭がいっぱいだったが、二階建てのヴィラの中は広く、寝室も複数あるのだ。

（やだ私、一緒の部屋で寝るものとばかり……）

　冷静になれば大騒ぎするほどのことでもなかった。

「やらしーな、お前。俺と寝ること想像してたのか」

「やっ、やらしーって、そんな……！」

　だが確かにそういう場面を想像したので、必死になったのだ。恥ずかしいことこの上ない。違うと言いたいが、違わないので顔が熱くなった。

　雪成はクックッと笑いながら手を伸ばし、美月の頰を片手で挟む。むにゅっとつかまれて、唇が尖った。

「やーらしー」

　完全に、いつものからかうモードである。

「うう……」

　言い返せずに涙目になると、さらに雪成は距離を詰めてくる。本当に楽しそうに目を細める。

「顔、真っ赤だぞ」

「わかってますっ……もうからかわないでください」

「はいはい」

　頰をつかんでいた手が離れる。漆黒の瞳が美月を穏やかに見下ろし、それからまた優しげに細められた。

「お前はいつも力いっぱいの全力投球だな。たまには肩の力抜けよ。適当に」

「そんなの……」

　確かに自分でも時折空回っているような気がするのだが、力を抜け、適当にしろと言われてもこれが自分だ。大人で、挫折を知らない副社長と自分は違う。

「私には無理です……」

　なんとなく気まずくて目をそらしていた。

　雪成は、なにか言いたげに美月を見つめたが、ハジメの「じゃ、とりあえず問題ないってことでいいかな？」という言葉に無言でうなずいた。




　ヴィラの二階には寝室がふたつ。どちらも間接照明とセンスのいい家具が配置されており、ベッドはＫＯＴＡＫＡ製の最高級ダブルベッドである。広いほうの寝室を雪成に譲り、美月は荷物を広げて着替えのスーツやシャツ、部屋着などをクローゼットにしまった。

　まず昼からは、商工会議所の会頭を務める地元企業を筆頭に挨拶回りだ。もちろん美月もついていく。

（簡単につまめるものを食べてから行ったほうがよさそうね）

　下ろしていた髪をバレッタで留めて寝室を出る。廊下を挟んだ雪成の部屋のドアをノックした。

「ランチを頼もうと思いますが、なにか召し上がりたいものはありますか？」

　すると内側からドアが開いて、雪成が顔を出した。

「サンドイッチでいい。あとコーヒー」

「かしこまりました」

　美月は階段を下り、一階リビングに備え付けられている電話から、フロントにサンドイッチとコーヒーを二人前頼んだ。それから一階のフロアを見て回る。

　広いリビングと立派なキッチンがついている。リビングから続く中庭にはプールとジャグジーまで設置されていた。行ったことはないが、高級アジアンリゾートをそのまま持ってきた、といった感じである。

（いったい一泊いくらくらいするんだろう……。確か本館のほうは一泊五万円だったはずだけど）

　どちらにしても、とても自分のお金では泊まれそうにない高級リゾートだ。

（そういえば彼と、最近は旅行したことなかったなぁ……って、なに思い出してるの、私）

　なにかにつけて、元カレを思い出して胸がえぐられる。きっと故郷の空気のせいだと自分に言い聞かせる。

　そこにルームサービスが届いて、リビングのテーブルの上に綺麗に並べられた。

　美月は二階に上がり、雪成を呼ぶ。

「ルームサービスが届きました。どこで召し上がりますか？」

　すぐにドアが開いて、雪成が出てくる。

「一緒に食べよう」

「はい」

　普段ふたりで食事をすることはあまりない。やっぱり出張というのは新鮮だなと思いながら階下へと降り、美月はＬ字型ソファの雪成の斜め前に腰を下ろした。

　ローストビーフのサンドイッチをひと切れ食べて、熱いコーヒーを飲むとようやく人心地ついた気がした。

　雪成もリラックスした様子でサンドイッチを食べ、それからふとした拍子にジャグジーを見て、「後で一緒に入るか」と笑う。

　美月はすぐに、その場面を想像してしまった。当然顔が羞恥で真っ赤になる。

「な、なにおっしゃってるんですかっ！」

「水着でも入れるんだぞ」

「水着でもダメですっ！」

「そんな全力で断らなくてもいいだろ」

　雪成はクスッと笑って、コーヒーを口に運ぶ。

　冗談なのに、本気で拒むのを呆れられたのだろうか。いちいちさらっと流せない自分が子供っぽくて嫌になるが、そういう性分なのだ。すぐには直せない。

（そういえば、彼にも『真面目すぎる』と言われたことは何度もあったっけ……）

「……森田」

「あっ……すみません」

　雪成の声色に、自分の顔が強張っているのを気づかれたような気がした美月は、なにごともなかったかのように笑って、片付ける必要のない食器を片付けるために立ち上がり、その場を離れる。

「はぁ……私、ほんとバカみたい……」

　さっきから、自分を貶おとしめるような卑屈な言葉しか浮かんでこない。そして自分が嫌になるのエンドレスだ。

（東京では仕事中に彼を思い出すことなんてほとんどなかったのに……。きっとこの街の空気のせいだ）

　忘れるには時間が短すぎる。だから過去など一瞬で目の前にやってくる。

　現在進行形で、美月は傷つかずにはいられなかった。




　昼からの企業回りは順調に終わった。いったんヴィラに戻ったが、夜は商工会議所の懇親会に参加した。会場は市内のホテルの宴会場で、雪成が姿を現すと、あっという間にスーツ姿の集団に取り囲まれてしまった。

（さすがＫＯＴＡＫＡの副社長。挨拶したいって人の数が多すぎるわ）

　一緒にいる美月も、名刺を受け取ったり渡したり、雪成のスケジュールを確認したりと大忙しである。そうやってコマネズミのように雪成の隣で働いていた美月だが――。

「……美月？」

　懐かしい声に名前を呼ばれ、背筋が凍りついた。

　間違えるはずがない。絶対に間違えない。たとえどれだけ人がいても、彼の声だけはまっすぐに美月の胸に響く。

「……滉こう一いち君」

　五メートルほど先の人の輪の中に、〝彼〟が立っていた。

　三み浦うら滉一。美月と同級生で、地元の紡ぼう績せき会社の営業部で働いている。高校、大学とサッカー部のエースで、社会人になってもフットサルチームに参加していた。日に焼けた精悍な顔立ちに、黒目がちの瞳が甘さを含んだ、美月が好きでたまらなかった、滉一そのものだった。

「……お久しぶり、です」

　ちゃんと名前が呼べたことにも、強張ってはいるが笑顔を作れたことにも驚いた。

「美月、なんでお前がここに……？」

　だが滉一はまるでお化けでも見たかのように顔面蒼白で、けれど慌てたように人をかき分けて美月に近づいてくる。美月もその場にただ立っていることができず、雪成から離れて彼のもとへと向かっていた。

　彼と別れたのは五カ月ほど前のことだ。

　たった五カ月。それでも涙が出るくらい懐かしい。美月はそんな自分の未練が悔しくて、せめてそれを悟られまいと必死に顔を作る。

（ここで絶対に泣いたり、傷ついたりしない！）

　気まずそうに滉一が視線をさまよわせる。

「あのさ……何度か連絡した。でも携帯、繋がらなかった」

「……携帯、変えたから」

　三カ月前に上京するにあたって、長く使っていた携帯は解約して、新しい番号で契約し直したのだ。今の美月の番号を知っているのは、会社関係と家族、それと地元にいる親友の清し水みずしのぶだけだった。

「今、どこにいるんだ。しのぶに聞いても『テメーに教えるか』の一点張りで……」

「東京で働いてる」

「はっ!?」

　滉一が驚いて目を丸くする。

「美月が東京で働いてんのか？」

「うん」

「お前、騙されてないか？」

「え？」

　騙されるとはいったいどういうことなのか。

　怪け訝げんそうに眉を寄せると、滉一は美月ににじり寄った。

「お前、ホワーンとしてるだろ。ひとり暮らしもしたことないのにいきなり東京なんて……つか、ちゃんとした職場なのか？」

　自分をコテンパンに振った男に心配されるのも複雑だが、聞き捨てならない言葉だった。

「やめて、ちゃんとしたところだよ。今日だって仕事で来たんだから」

「ほんとかよ……」

　滉一は訝いぶかしむように眉根を寄せる。

　ものすごく疑われているのが伝わってくる。よっぽど信用がないのだろうと、美月は複雑な気持ちになった。

　昔からそうだった。滉一は少し過保護で、時折美月を子供扱いすることがあった。それでも彼に甘やかされて、彼の腕の中に保護されている状況が居心地がよかったのも事実で……。

（だから私は、生まれ育った街を離れるという道を選んだ）

　彼から逃げるだけでなく、自立したいという思いが自分の中にあったことを思い出して、美月は少しだけ勇気と反骨心が湧いてきた。

（連絡を取ろうとしたって……もしかしてよりを戻したいとか、そういうことなのかな。いくらなんでも調子がよすぎるよ。私にだってプライドはある。今はちゃんと仕事をして、ちゃんとひとりで暮らしてるんだから、簡単には受け入れられないって……伝えなきゃ）

　美月はすうっと息を吸う。

「あのね、今ね、私、ＫＯＴＡＫＡでっ……」

「婚約するんだ」

　上京して毎日充実しているのだと、自分なりに精いっぱい強がりかけたところで、爆弾を落とされた。

「え……？」

　今、滉一はなんと言った？

「こん、やく……？」

　まるで貧血でも起こしたかのように、一瞬、目の前が真っ白になる。うるさかったフロアから音も消えた。

　目を見張り固まる美月の前で、滉一はどこか苦しげに唇を噛かみしめた。

「そのこと、伝えなくちゃいけないと……思って……」

「…………」

「美月……」

　黙り込んだ美月の表情を、滉一の目が探っている。

（嘘……嘘でしょ？　婚約？　結婚する……もちろん、私以外の誰かと、よね……）

　あまりの衝撃に、他人が聞いたらきっと笑ってしまうような、おかしなことを考えていた。処理しきれない問題に頭の回線がショートしてしまいそうだ。そして同時に滉一が、なんとも形容しがたい表情をしたのもまたショックだった。

「――」

　美月は無言で唇を噛んだ。

（滉一君が婚約する……結婚する……連絡を取りたがってたのは、それを伝えるため？　よりを戻す……私にもプライドがある？　どれだけ自分に都合のいい妄想をするつもりだったの。バカみたい……いや、私って、本当にバカなんだ）

　八年も一緒にいたのだ。こういう時、相手がなにを思いなにを考えているのかなんて、わかりすぎるほどにわかってしまう。だから滉一の目が、表情が、『申し訳ない、お前を傷つけてごめんな』と言っていることも、美月は痛いほど理解してしまった。

　結局、美月は笑ってごまかすしかない。

「ふふっ……そっか……」

　すでに涙腺は限界を迎えかけていた。だが美月は、きつく唇を噛みしめた後、息を吸い、おへその下で組んだ手を握りしめ、顔を上げた。

（大丈夫。私は平気。傷ついてなんかいない。これから先も、傷つかない。私は平気……。傷ついてなんかいない！）

「そうなんだ。おめでとう」

「美月……」

「私も知ってる人？」

　滉一の相手が誰かなんて、死んでも知りたくない。けれど強がって、なんとも思っていないふりをしなければならない。なぜなら自分は傷ついてなどいないからだ。傷ついていないのなら、こうやって話題にするのが当然だ。

　精いっぱいにっこり微笑み、滉一を見つめる。

「ああ……」

　滉一は美月の問いかけをあっさりと肯定し、目を伏せる。

（知ってる人……そっか。せめて全然知らない人が、よかったな……）

　考えたくもないのに、高校、大学、社会人になってからの、知り合いの女性の顔が走馬灯のようにぐるぐると頭の中で駆け巡る。

（誰、誰なの……？）

　絶望のあまり、握りしめた指先がどんどん冷たくなっていくのが自分でもわかる。

　それでも美月は絶対に滉一の前で泣くものかと、涙をこぼすことだけは耐えて、唇を強く噛みしめ続けた。

「美月、俺は……」

　そんな美月を見て、滉一が一歩足を踏み出す。

「……や、っ」

　フロアにはたくさんの人間がひしめき合っている。絶対にそんなはずはないのに、滉一の手が伸びた時、抱きしめられるような気がしたのだ。

（触らないで、他の人を好きなくせに、私に触ったりなんかしないで。苦しめないで！）

　後ずさろうとした足がもつれて後ろに倒れそうになる。

「あっ……！」

　よろめいた瞬間、背後にいた、誰かの広い胸に抱き留められていた。

「す、すみませ……」

　慌てて振りあおぐと、そこにはどこか不機嫌そうに、美月の先にいる滉一を見据えている副社長、小鷹雪成の顔があった。

「うちの秘書がなにか？」

　その声は低く、威圧感があった。

「……秘書？」

　突然の雪成の登場に滉一が戸惑う。それを受けて雪成は、無言で手早く名刺を取り出し、怪訝そうな表情の滉一に差し出した。

「あっ、恐れ入ります」

　滉一もとっさにビジネスモードになったのか、名刺を受け取り、視線を走らせると、

「ＫＯＴＡＫＡの……！」

　慌てて自分の名刺を差し出した。

　雪成は名刺を儀礼的に受け取りはしたが、目すら通さなかった。ふうっと一度息を吐いただけだった。そしていつもの落ち着いたテンションで美月を見下ろす。

「森田、帰るぞ」

「か、帰るっ……？」

（帰るって……まだ懇親会終わってないのに……いいの？）

　泣きそうになりながらも、ここが仕事の場であることを思い出して、美月は雪成を見上げる。だが雪成は切れ長の目を細め、美月の心を覗き込むような眼差しで問いかけた。

「お前はここに残りたいのか？」

「……いえ」

　ここに、という声が少し意味深に聞こえた。

（もしかして見られてた？　だからそんなことを聞くの？）

　職場の上司にこんな場面を見られることを想定していなかった美月だが、今は自分の足で立っているのが精いっぱいな状況だ。

（この場を離れられるなら、なんでもいい……）

　滉一に背中を向け、なんとかギリギリこぼさずに済んだ涙を指先で拭うと、その手首を雪成につかまれ引きずられるように会場を出ていく。

　背後から滉一に名前を呼ばれたような気がしたが、正気を保つために、心を閉ざしてその場から逃げるしかなかった。




　タクシーに押し込められ、ヴィラに戻っても無言だった。ソファに座るでもなく、ふたりで所在なさげにリビングの真ん中に立ち、手首はまだつかまれたままだ。

「あの……」

　こんな態度を取る副社長を見るのは初めてだった。

　おそるおそる顔を上げると同時に、雪成の顔が近づいて……。

「副社長……？」

　疑問を問いかけた唇が、塞ふさがれた。

　その瞬間は、なにをされたかわからなかった。けれど雪成の唇が、何度も、寸すん暇かを惜しむように重なる。そこでようやくキスをされているのだと思い当たって、クラッとした。

「や、やめてくださいっ……！」

　雪成の胸を押し返して、叫ぶ。

　なぜ副社長が自分にキスをするのだ。

　ありえない、信じられない、からかわれているとしか考えられない！

「ふっ、ふざけないでください……っ！」

（やっぱり滉一君とのこと、見られてたんだ……！　だからこんなことするんだ！）

　ポーカーフェイスに見せて、時折くだけたことをする、雪成最大の悪ふざけだと思った。

　だが雪成はいたって真面目な表情で、美月を怖いくらい真剣に見据える。

「ふざけてない、真面目にやってる」

　そして雪成の手が、美月の後頭部と腰に回る。強い力で引き寄せられて、覆い被さるように口づけられた。

　二度目のキスはあまりにも強引だった。すぐに舌が口の中にねじ込まれて、美月を煽あおり、なぶる。味わうように舌をすすられ、美月は声も出せなくなる。

　雪成の手が腰を撫で、お尻から太ももを撫でながら、下がっていく。

「ん、んんっ……」

　こんなのおかしいと頭の端で冷静な部分が声をあげる。だがそれ以上に、雪成の与える甘やかなキスが、美月から理性を少しずつ奪っていく。抵抗する気力が失われていく。

「だ、めっ……」

　壁際に追いつめられて、それでもなんとか雪成の胸を押す。

「どうして」

　雪成が、不思議なことを問いかけてきた。むしろこの場ではキスをすることが当然で、ちっとも悪いともおかしなことだとも思っていないような口ぶりだった。

「どうしてって……だって、こんなことするのってさっきの見たからなんでしょう？　私が弱ってるからなにしてもいいって思ってるんですかっ……！」

「……美月」

　その瞬間、名前を呼ばれ、抱きすくめられていた。

「なにしてもいいなんて、思ってない。俺はお前をかわいがりたい、そう思っただけだ」

　雪成の手が美月のバレッタを外し髪を梳すく。

「今のお前が弱ってるのはよくわかる。だから、俺が甘やかしてやる。うんと甘やかして、お前を愛して、その傷を忘れさせてやる」

　副社長がなにを言っているのかわからない。

　言葉を失う美月の頰を、雪成は優しく指で撫でる。

（優しくしないで……）

　あれほど我慢していた涙がこぼれる。

「やめてください……」

「なぜ？」

「……優しくされたら、ほだされそうに、なるから……」

　手の甲で子供のように頰の涙をこすると、その手首をつかまれる。

　どうしたらいいのかと顔を上げれば雪成の唇と舌が、ペロリと美月の涙を拭ってしまった。驚いた美月を見て、雪成はいたずらっ子のようにクスリと笑う。

　そこにはなんの嘘も感じられなかった。御曹司らしい無邪気さと、しなやかで折れない強さが、今の美月にはとても魅力的に映った。

　優しくされたい。甘やかされたい。心の奥底で、本能が叫んでいる。この揺らがない強い男に寄りかかれたら、どれだけ心が落ち着くだろう。安心できるだろう。ズルくて弱い自分がそうささやくのだ。

　けれど同時に、こんな時、余計なお世話だってこの手を振り払える強さを持っているべきじゃないかと理性が叫ぶ。

　美月は完全に、身動きが取れない状況になっていた。

「とりあえず俺を試してみろよ」

　そんな美月の迷いを感じ取ったのか、雪成はささやきながら美月の額に口づける。

「美月……難しく考えなくていい。俺は唇を噛みしめて泣くのをこらえるお前を一番近くで見てゾクゾクした。守ってやりたいと思った。そしてお前は今ボロボロで、誰かに守られるべきなんだ。お互い利益は一致してる……だろ？」

　さらさらと、まるでプレゼンでもされているかのように続く甘い誘惑に、美月の心は傾いていく。

「どうだ、俺にほだされてみないか？」

　雪成の指が、美月の顎をつかみ、持ち上げる。

（ほだされる……？）

「お前がもうお腹いっぱいだって言うまで、優しくしてやる」

　瞳は熱っぽく輝いていたが、優しくしてやると告げる声は穏やかで、そこに嘘は感じられなかった。

「――はい」

　やがて美月は雪成に魅入られたように、小さくうなずいていた。その次の瞬間には、軽く息を吐く音がして、雪成に強く抱きしめられていた。

「優しくする……本当に」

　吐息交じりの声が耳元で響いて、甘く胸がときめく。

「――はい」

　美月はもう一度うなずいた。

　誰でもいいわけじゃない。

　けれど今の美月には、他人から与えられる優しさが必要だったのだ。

　どうしようもなく……。










御曹司、失恋秘書をこれでもかと甘やかす




　宣言通り、雪成は終始優しかった。

　美月を軽々と抱き上げ、二階のベッドに運んでからも、すぐに着ているものを脱がすわけでもなく、長い時間をかけて甘い言葉をささやき、体に触れてキスをする。

　てっきり勢いに流されて体を繋ぐのだと思っていた美月は、雪成のそんな愛し方を少し意外に思ったが、彼が『甘やかす』と言ったことはこうなのだと、受け入れた。

「美月……シーツをつかむんじゃなくて、俺の首の後ろに手を回せよ」

　力強く律動する雪成から与えられる喜びに浸っていた美月は、半ば朦もう朧ろうとしながら言われた通り、腕を伸ばす。抱きつくと、少し汗ばみしっとりと濡れた雪成の体から、爽やかなグリーン系のフレグランスの香りがする。

　ひとつになると、まるで雪成の体は美月と対で作ったかのように、ぴったりな気がした。

（信じられない……恋人同士じゃなくてもこんなことができるだなんて……）

　美月は滉一としか経験がないのだが、恋愛感情がまるでない男女でもこんなふうに気持ちよく抱き合えるのかと、驚いていた。

「……本当お前、かわいい声出すな……」

　雪成は顔を寄せてきた美月のこめかみにキスを落とし、それから額にも口づける。

「や、っ……」

　抑えようとしても抑えられない。

　やがて我慢できなくなった美月の小さな悲鳴は雪成のキスに封じられ、それから雪成もすべてを吐き出し、美月をきつく抱きしめた。




（なんだか、変な感じ……）

　美月はベッドの中で、優しく髪を撫でる副社長の顔を見上げる。

「あの、副社長……」

「雪成」

「えっ……」

「副社長じゃ色気がないだろ。せめてオフの時は名前で呼んでくれ」

　まるでずっと前からそう言いたかったと言わんばかりに、サラサラと注文されて驚いたが、確かに彼の言う通りかもしれない。少なくともベッドの中で役職名を呼ぶのは不自然だ。

　美月はかなりドキドキしながら、名前を呼ぶ。

「ゆ、ゆっ、ゆき、な……雪成さん」

「たどたどしいな」

　クスリと笑う雪成に、美月はかあっと顔が熱くなる。

「だって、仕方ないじゃないですか……」

　恥ずかしくてうつむくと、

「顔、見せてくれ」

　顎先を指ですくうように持ち上げられる。見上げると、彼の漆黒の瞳と視線が重なった。

「……美月、綺麗だ。大事にする」

　ニコリと微笑まれて、全身に甘い痛みのような快感が広がる。

（本気にしちゃう……こんなの。いや、絶対にしないけど……）

　けれど美月は嬉うれしかった。気持ちも落ち着いていた。雪成と肌を重ねて、甘い言葉をささやかれて、一時でも傷ついた心が癒いやされたのだ。

「ありがとう、ございます……」

　雪成のおかけで、ひとりで泣く夜だけは避けられた。この街でそんな思いはもう二度としたくなかった。心からの感謝の言葉だった。

「美月」

　大きな手が美月の頰を包み込む。そして覆い被さるように雪成がキスをした。

「お前はただ俺に愛されて、甘やかされていればいい……」




　翌朝、寝室の中に降り注ぐ朝日で目を覚ました美月は、隣で頰杖をつき自分をじっと見つめる雪成に驚いて、軽く悲鳴をあげた。

「どうした？　嫌な夢でも見たのか」

　なぜ驚かれたのかわからないのか、雪成はゆっくりと瞬きをする。

「夢って……違います、み、見てるからびっくりしたんですっ……」

　シーツを胸元まで引っ張り上げて、体を起こす。

　一方、雪成は身をよじってうつ伏せになった。そうすると、肩や背中の筋肉が綺麗に盛り上がる。スーツ姿の時はわからなかったが、どうやらかなり着瘦せするらしい。

「なにを言ってるんだ。最初の夜を過ごした美月がどんな顔をして起きるのか、興味があって当然だろ？」

　雪成は目を細め、唇の端をニヤリと持ち上げた。

「もうっ……」

　膨れながらもつい見惚れてしまう。

（どんな表情でも綺麗だな……。この人に私、抱かれてしまったんだ……）

　現実だけど、夢のような気がする。

「……で、どうだったのでしょうか」

　話の流れで、知りたいような知りたくないような、そんな気持ちで尋ねると、「無む垢くで、かわいかった」と真面目な顔で答えられた。

　当然、顔が熱くなる。

「照れ屋だな、美月は」

　雪成はクックッと肩を揺らして笑い、それから美月の頰を指で挟んで、ムニムニする。

「またそんなことっ……」

「餅みたいで柔らかいんだよなぁ……」

　一夜を共にしてまで〝餅〟に例えられる自分の頰に少し悲しくなったが、雪成はニコニコと機嫌よく美月を撫で回す。その様子があまりにも無邪気なので、美月は強く出られなくなってしまう。

「そろそろ起きるか」

　そうやって散々美月に触れた雪成は、ベッドから抜け出してクローゼットから取り出したナイトガウンを裸の上に羽織ると、「朝食を頼んだから、適当に身支度を整えて降りてくるといい」と一階へ下りていった。

（照れ屋……なのかな。いや、副社長……雪成さんが褒めすぎだからだ。普通の女の子ならみんな照れるに決まってる）

　美月もクローゼットからガウンを取り出して羽織り、ベッド付近に散らばっている衣服をかき集める。すべて雪成の手によって脱がされたものだ。

　優しいといえば確かにとても優しい一夜だったが、あまりにも時間をかけて焦らされるものだから、最終的には美月からお願いさせられたような記憶がある。

「はぁ……やっぱり、恥ずかしい……」

　体にはまだ生々しく雪成の感触が残っている。

　思考を切り替えるため、シャワーをしっかりと浴びて、髪をバレッタでまとめて階下に降りた。

　ダイニングテーブルにはクロワッサンとコーヒー、フルーツにサラダ、スクランブルエッグの朝食が広げられており、そこで雪成が新聞に目を通していた。

「今日は一日予定を変える。八時半から接待ゴルフだ」

　今現在、朝の六時半だ。ゴルフなら一時間前に着くようにここを出発しないといけないだろう。まだ余裕はあるが、面倒くさそうな雪成を見て、美月はハッとした。

「もしかして……昨日懇親会を抜けてきたからですか？」

　美月の問いに雪成は軽く肩をすくめる。

「まぁ、隠しても仕方ないが、それを理由にじいさんたちから呼び出されるだけで、ただの接待ゴルフだ。お前のせいだとか、仕事上マイナスだとか、そういうんじゃない」

「でも……」

　今日の予定がずれるなら、それはやはり自分のせいではないか。しかも理由が振られた元カレだ。申し訳ないと思う気持ちで、美月は胸が痛くなった。

「美月」

　だが雪成は新聞をテーブルの上に置くと、にっこり笑って腕を広げる。

「おいで」

「えっ!?」

　おいでとは!?

　驚いたが、行かないという選択肢もなく、じりじりと近づくと、腕を取られ膝の上に乗せられてしまった。

「ふ、副社長っ！」

「違うだろ」

　雪成の唇が美月の首筋に押しつけられる。

「ちゃんと呼ばなきゃお仕置きだ」

（お仕置き……お仕置きって……。どうしよう。ドキドキする……）

　美月は顔を真っ赤にしながら名前を呼ぶ。

「雪成さん……」

「正解」

　これでお仕置きはないはずだ。

　だが、ホッとしたのもつかの間、そのままなぜか、美月は軽々と抱き上げられ、リビングのソファの上に運ばれていた。

「ちょっ、呼べたのに、なんで、やっ……」

「ああ、だから〝ご褒美〟だろ……？」

　慌てる美月をソファに押し倒し、のしかかってくる雪成は、とても楽しそうだった。

（や、やられた～!!）

　そして抵抗虚しく、ガウンの中に滑り込んでくる雪成の手に、美月はあっという間に陥かん落らくしてしまったのだった。




「美月は俺が夕方戻ってくるまで好きにしていい。じゃあ行ってくる」

「はい」

（まさか朝から……。っていうか、昨日の夜で終わりなのかとなんとなく思ってた）

　慌ただしく、美月の額にキスをして出ていく雪成を恥ずかしながらも見送って、美月は部屋着代わりのワンピースに着替え、一階のリビングで仕事をすることにした。

　好きにしていいと言われても、ＫＯＴＡＫＡの副社長秘書としてここに来ている。やらなければいない仕事はたくさんあるのだ。

　名刺はすべて雪成から管理を任されている。昨日交換した名刺を整理し、タブレットに入力する。数えてみればなんと百枚を超えていた。

（やっぱりＫＯＴＡＫＡってすごいんだな……）

　そんなＫＯＴＡＫＡの副社長と自分が、あんなことになってしまったと思うと、そわそわしてしまう。

（気持ち切り替えなきゃ……）

　名刺を整理した後は、雪成宛てのメールをチェックして、返事が必要そうなものは雪成の別のアドレスに転送する。そうやってあれこれと雑務をこなしていると、気がつけばお昼の時間を大きく過ぎていた。

「なにか、ルームサービス取ろうかなぁ……」

　メニューを手に取った瞬間、テーブルの上に置いてあった美月のスマホが震え、着信を知らせた。

「誰だろう……あっ！」

　着信を見ると〝清水しのぶ〟とある。美月の小学校からの親友だ。

「しのぶちゃん……」

　しのぶに今地元に戻っていることは言っていない。しかも水曜日のこの時間、勤務中だとわかっているはずだ。それでもかけてきているのである。プレッシャーをかけるのが目的というわけではないと思うが、逃げられそうにもない。

（出ないわけには……いかないよね）

　美月ははーっと息を吐き、緊張を緩めてから、「はい、もしもし……」と、電話に出た。

　その瞬間、

《おいーみーつーきー》

　ドスのきいた低い声で、名前を呼ばれた。

　長い付き合いなのでわかる。これは間違いなく怒っている。

「しのぶちゃん……ごめん」

　こういう時は素直に謝るのが一番だ。目の前にはいないが、つい小さくなって頭を下げていた。

《おうおう。謝るってことは悪いって思ってんだな？》

「うん……実は昨日から帰ってきてるんだ。仕事なんだけど」

《今は？》

「今は大丈夫。ひとりで仕事してたから。そろそろなにか食べようかなって思ってたくらいだし」

《ふーん。じゃあ迎えに行くわ》

「えっ!?」

《飯でも食いながら話そう。どこいんの》

「……山邑リゾート」

《すぐ行く》

　そして一方的に、プツッと電話が切れた。

「はぁ……」

　思わずため息が出る。

　東京に行く時も、しのぶとは家族以上にやりあったのだ。

（これはまた荒れそうだな……）

　そんなことを思いながら美月は軽くメイクをし、部屋着のワンピースからシャツとデニムに着替え、山邑リゾートのロビーへと向かった。




「あれ、みっちゃんお出かけ？」

　ロビーで美月の姿を発見したハジメが人懐っこく手を振ってくる。彼の周囲には部下らしいスーツの男女が立っていた。

「地元の友人とランチをすることになりまして……」

　気分は不良に体育館裏に呼び出される気弱な学生であるが、とりあえず無難にそう答えた。

「へーっ、地元なんだ……ふーん。てかみっちゃん、デニムいいね。俺、フェミニンな女性がデニムに白いシャツ合わせて、長い髪ふわ～っと下ろしてるのめちゃくちゃ好きなんだよ。ドンピシャ。ヤバイね。好きになってもいいかな？」

　クルクルと表情を変えた後、真顔で迫ってくるハジメに、美月は苦笑するしかない。

（全然そんな気がなくても、女性は口説くのが礼儀だと思ってる人なんだろうな。社員の人たちも全然驚いてないし……）

　こんな人と雪成が、幼稚園からの幼馴染で、良好な友人関係を保っているというのもなかなかおもしろい話だ。

「街におりるなら送っていこうか。俺もちょうど出るとこだし」

「いえ、その、迎えが……」

　その瞬間、静かなリゾートの空気を切り裂く排気音が近づいてくるのが耳に入った。

「うん？」

　ここには似つかわしくない音にハジメが首をかしげ、エントランスへと向かう。

「あ、たぶん私です！」

　ロビーを出るハジメを慌てて追いかけると、リゾートの車止めで停車する一台の大型バイクが視界に飛び込んできた。ホンダCBR1000RR。しのぶの愛車だ。

「しのぶちゃん！」

「おおおー、CBR1000RRだ！　カッケェ！」

　はしゃぐハジメをよそに、手を振りながら駆け寄ると、フルフェイスのヘルメットを外したしのぶが、バイクを降りるやいなや、美月を抱きしめた。

「わっ、ちょっ、しっ、しのぶちゃん、くるしっ」

　背の高いしのぶに抱きしめられると、かかとが持ち上がってしまう。

「バーカ、このくらいさせろよ」

　しのぶは深いため息をつきながら、美月を抱く腕にさらに力を込めた。

「おおっ……パンク！」

　そこでようやく、バイクからライダーに興味が移ったらしいハジメが、しのぶを見て後ずさる。

　ハジメがおののくのも無理はない。ヘルメットの下のしのぶは、ツーブロックの黒髪の短髪に、ところどころ金のメッシュを入れた個性的な髪型であり、骸がい骨こつのＴシャツとあちこちが破れた細身のジーンズとブーツ姿だ。なおかつ首に入った蛇へびのタトゥーがかなりおどろおどろしい。そんなパンクななりで、『清し水みず酒さけ店てん』と染め抜かれた前掛けをしている違和感といったら、初対面の人間はまず驚く。

「……清水酒店？」

　だが、それを目ざとく発見したハジメがガラリと表情を変え、キラキラした笑顔で近づいてきた。

「いつもお世話になっております、山邑始です」

　そして流れるような動作で胸元から名刺ケースを取り出し、名刺を差し出した。

「どーも」

　しのぶは抱きしめていた美月を離し、受け取った名刺を見て、軽く頭を下げた。

「名刺は持たされてません。申し訳ありません」

「いえ、お気になさらず。それにしても……」

　ハジメは目を細めて、ニヤリと唇の端を持ち上げる。

「社長にお話だけは伺ってました。総領娘がようやく跡を継ぐ気になってくれたと」

「……山邑さん、しのぶちゃんが跡継ぎだと名乗ってないのによくわかりましたね」

　思わず口を挟んでしまった美月だが、

「ですね。この出で立ちの私を初対面で女だってわかるなんて。どう見たってバイトの兄ちゃんでしょう」

　ハジメの言葉に、しのぶも本当に驚いていた。

　清水酒店は、地酒や日本酒の品揃えは四国一と言われる、地元では知らぬ者はいない大きな酒屋だ。そして、しのぶはそこのひとり娘なのだが、なにしろ身長は百七十センチ後半のすらりとしたモデル体型で、化粧っ気はゼロ。格好はパンクファッションで、まず女性と見られない。

「いやいや美人だからね。それにお父さんによく似てらっしゃるし。強そうな目とか、唇とか。いいなぁ……好きだなぁ……」

　それを聞いて、ハジメが自分の素性を看かん破ぱしたことを感心していたしのぶは眉を寄せ、隣の美月に視線を向けた。

「美月、大丈夫か。お前、口説かれまくってんじゃねぇのか」

「いやいや、山邑さんのこれは全部冗談だから……」

　美月が首を振るのを見て、ハジメは心外と言わんばかりに口を挟む。

「えー、冷たいなぁ。君が雪成の秘書じゃなかったら、真面目に口説いてるよ、本当」

「あはは……」

　美月は苦笑する。ここまでくるといっそすがすがしいし、あっぱれと言うしかない。

「あ、そうそう。今からランチだっけ？　こんな時間だし、まともなランチを食べさせる店は少ないと思うよ。うちのレストラン使っていくといい。ぜひ俺から美女ふたりにご馳走させてほしいんだ」

　そしてハジメは、腕時計に目を落として「そろそろ行かなきゃ」と、慌ただしく車に乗り、出ていってしまった。

「……変なヤツだけど、まぁ飯はゴチになるか。確かにこの時間空いてるのファミレスくらいしかなさそーだし」

　しのぶがハジメを見送った後、ゴリゴリと頭をかきながら肩をすくめる。

「そうだね。お言葉に甘えてご馳走になろうか……」

　美月もこっくりとうなずいた。




　というわけで、美月としのぶは山邑リゾートのレストランで食事をすることにした。新鮮な魚介をメインにしたイタリアンのミニコースを、レストランの外のバルコニーで食べる。

　波の音と潮の匂い、どこまでも広がる青い空。最高のシチュエーションだ。

「おい、失敗した。めっちゃくちゃウメェぞ。完全に酒が飲みたくなるじゃねぇか」

「ふふっ、美味しいね」

　パクパクと魚介のサラダを口に運ぶしのぶは、ふと手を止めて、少し眩しそうに眼下に広がる瀬戸内海を見つめる。その顔を見て、美月も手を止めた。

「――実は昼休み、コーイチから連絡あってさ。お前と会ったって」

「うん、昨日本人から聞いたよ。婚約するんだってね」

「だからぜってーあいつには美月の連絡先教えなかったんだ」

　よっぽど腹が立つのか、しのぶの眉間に深い皺が寄った。

　確かに滉一の婚約など、知らないでいられるなら知りたくなかった話だ。しのぶの思いやりが胸にしみる。

「ありがとう。でも仕事中に会うとは思わなかったから、全然心の準備できなかったんだ。ほんと、ひっくり返りそうになっちゃったよ」

　美月がアハハと笑うと、しのぶはさらに複雑そうな表情で口をへの字にする。

「クソコーイチ、あいつにはもはや嫌悪感しかねぇ。毎日地獄に落ちろって思ってる」

「しのぶちゃん……」

　滉一に振られてからの二カ月、美月はまさに生きる屍しかばねだった。

　当時、美月は税理士事務所で事務員をしていたのだが、日に日に瘦せ細っていく美月を見て、家族や友人はもちろん、所長も同僚もずいぶん気を揉んでいた。なにしろ小さな街だ。八年も付き合っていた滉一のことを、美月の周りの人間はたいてい知っている。慰めるのも難しい。

「でもさ、しょうがないよ」

「美月……」

「私がもっと魅力的だったら……って思うけど」

　振られてから二カ月間、そんなことばかり考えていた。

　私がもっと魅力的だったら。

　私がもっとおもしろい人間だったら。

　私がもっと頭のいい人間だったら。

　私がもっと目を見張るような美人だったら。

　自分がつまらない人間だから振られた……。

　言い出したらきりがない、そんな自分へのダメ出しで、完全に疲弊した美月は、ある夜、唐突に思ったのだ。

　このままじゃ自分がダメになる。この街を出ていこう……と。

　結果、美月は東京で仕事を得て、ここにいる時よりも多少は、滉一のことを考えなくて済む時間が増えているところだった。なのにまた思いもよらない形で滉一と再会し、苦しんでしまった。どうしてこんなことに……と、この状況を恨めしく思ったが、きっかけは仕事なのだからどうしようもない。

（だけど本当に昨日は驚いたな……。副社長……雪成さんがいてくれたから、泣かないで済んだけど）

　ひとりだったら絶対に耐えられなかったと、今さらながら思う。

「おいおい美月、なに言ってんだ。美月は魅力的だっつーの。めっちゃかわいいし、性格も穏やかで優しいし、頭もいいし、素直に育てられたサイコーのお嬢さんだっつーの」

　上品なフォークを皿の上のイカに突き立てて、しのぶは怒りからかプルプルと震えていた。

「あいつはマジでバカだ。婚約なんて、相手の女のいいなりになって。もうちょっとまともな男だと思ってたぜ」

「……しのぶちゃん」

　その様子に、胸の奥がじわじわと締めつけられるような痛みを感じる。

「私が知ってる人だって聞いたんだけど……誰なの？」

「…………」

　しのぶの切れ長の目がためらうように宙を動く。言っていいものかどうか、迷っているのだろう。

「お願い。今ここで知っていたほうがいいから。しのぶちゃんから聞いたほうが、ずっと楽だから」

　また昨日のように、予想もしないところで知るほうがどう考えてもつらい。

「……わかった」

　しのぶは氷の入った水をゴクリと飲んで、決心した強い眼差しで口を開いた。

「翠みどり子こだよ」

「……えっ。翠子って、加か藤とうさん？」

　想像もしていなかった名前に、美月は凍りついた。

　加藤翠子は、美月やしのぶと高校の同級生だ。もともと地主の一族で、不動産をはじめ手広く商売をしている、地元なら誰でも知っている家の娘だった。美人で明るく、成績も優秀。ラクロス部に所属し、クラスが違う美月でも彼女の存在は知っていた。だが高校を卒業後に上京したと風の噂うわさで聞いて、それっきりだったのだ。

「大学は東京に行っただろ。だけど去年帰ってきてたらしいんだ。噂じゃ、そろそろ結婚しろって親がうるさかったとか聞いたけど。あいつが親の言うこと聞くタマかよって気はするけどな」

「それで、滉一君と……？」

　なんとなく、自分と同じような相手を考えていた。けれど違った。

　元カレが選んだのは、自分とは対極にいるような華やかで社交的な女性だったのだ。

（彼女なら、滉一君は好きになるかも。ううん……きっと、好きになる……。私とは全然違う、華やかで楽しい人だから……お似合いだ……）

　心構えをしていたはずなのに、やはり滉一の相手が誰かとわかると、想像してしまう。思ったよりずっときつかった。心だけじゃない。体の表面が本当にヒリヒリと痛み始める。

「確かに滉一って、私たち地元同級生組ん中じゃ、今でも一番イケてる男子って地位に入るけどな。まぁ私はそんなこと思ったこと一度もないけどな」

　しのぶは長い足を組み、グサグサとイカやタコをフォークに突き刺し、口の中に入れる。

「美月、いつまでこっちにいんの」

「金曜日には東京に帰る予定だよ。といってもそのまま土日が休みだから、いつ帰ってもいいんだけど」

「そっか……」

　しのぶは長い足を揺らしながら、唇を噛む。

「その、金曜日なんだけどよ……」

　しのぶは言い淀みながら、結局重いものを吐き出すようにため息をついた。

「滉一主催の同窓会があるんだよ」

「……同窓会」

　そういえば、美月たちが通った高校の同窓会幹事は滉一だった。美月も過去何度か、一緒に行ったことがある。

「ここまで話せば気づくと思うけど。たぶんろくなことになんねぇから。美月は行くな。私も行かないし。いいな？」

「……うん」

　しつこいほどに念押しして、しのぶは山邑リゾートを後にした。




（滉一君は、婚約者として翠子さんを連れていくってことだ……）

　しのぶと別れた後、美月はヴィラに戻り、一階のソファでぐったりと体を横たえていた。

　何度平気だと思っても、傷ついたりなんかしないと思っても、滉一は美月の心をカンナのように薄く薄く削ってしまう。そして一瞬気がそれたとしても、ヒリヒリとした痛みはぶり返してしまう。そのうち、彼に心をすり潰されそうな気がして、息ができなくなる。

（時間が解決してくれるのを待つしかないのかな……。三年も経てば、そんなこともあったよねって笑えるようになるのかな……）

　けれど美月はどうしても、そんな未来が想像できなかった。五年後も十年後も、思い出しては泣いてしまいそうな気がした。

　そのくらい、滉一という存在は美月の中で〝そばにあって当然〟だったのだ。

「はぁ……暗すぎる……」

　ソファにうつ伏せになりクッションを抱きしめる。すると頭上から、「ずいぶん大きなため息だな」と雪成の声が聞こえた。

「えっ!?」

　いつの間にか帰ってきていたらしい。美月は慌てて体を起こし、ソファの背に手をついて自分を覗き込んでいた雪成と向き合った。

「ごめんなさい、お帰りだったんですね、気づかなくって……！」

（やだ、子供みたいなところ見られちゃったよ！）

　雪成が普段付き合うような女性は、ソファでこんなふうにゴロゴロするはずがない。

　恥ずかしくなった美月は、ソファに座ったまま、乱れた髪を直し、頰を朱に染める。

「いや、こっそり入ったから」

「なんでそんなことするんですか！」

　意味がわからないと抗議の声をあげると、「そういう、驚く顔が見たかったんだよな」と雪成は笑い、美月に手を伸ばして頰をプニプニとつまむ。

（また〝餅〟にする～！）

　完全に遊ばれているが、美月にはなすすべがない。

「ところで美月。俺になにか言わなくちゃいけないことがあるんじゃないのか？」

　雪成が軽く首をかしげ、美月を見下ろす。

「言わなくちゃいけないこと？」

　そんなことを突然言われても心当たりがない。美月も首をかしげた。

「えっと……昨日いただいた名刺の整理は終わりました。メールの振り分けも終わってます」

　秘書としてやるべきことはやったと思う。

「隠すのか？　そうじゃないだろう」

　少し日に焼けた雪成は、黒のポロシャツに細身の黒のパンツを合わせていた。タイトなシルエットをしていて、いつものスーツ姿より野性味が増した精悍な雰囲気だ。もちろん目を引く美形ではあるのだが、理由もわからず責められると美月は気後れしてしまう。

（なんだか怖い……かも……）

　雰囲気に飲まれそうになった美月はソファから立ち上がり、反射的に後ずさっていた。

「なぜ逃げる」

　雪成がじりじりと間合いを詰めてくる。

「なぜって、ふくしゃ、ゆ、雪成さんがこっちに来るから……で」

　しどろもどろに答えるが、気がつけば壁に追いつめられていた。しかも雪成が肘から下全部を壁について体を寄せているので、かなりの至近距離だ。

「美月」

　雪成が挑むように名前を呼び、顔を近づける。

　ゴルフの後、シャワーを浴びたのだろう。彼の体からは清潔ないい香りがした。

（なにか私、怒らせるようなこと、した？）

　自分の心臓がドキドキうるさい。

　雪成がなにを言いたいのか、自分がどうしたらいいのか、わからない。

（私がなにかしたから……？）

　不安に駆られて顔を上げると、雪成の肉食獣のように強い視線とぶつかり、

「あの……ん」

　キスで言葉を奪われた。

　何度も方向を変えて重ねられる唇に、頭が真っ白になる。

　ようやく唇が離れて、美月は、震えながら雪成を見上げた。

「あの……私が、なにかしたんですよね……私が、あの……悪いんですよね……」

（私が悪いから……）

　喉が締まる。苦しい。クラクラする。

（私がダメだから……。つまらない私だから……）

　脳裏に滉一の顔がチラつく。

（つまらない私は、捨てられてしまう）

「……っ」

　美月の目にうっすらと涙が浮かぶ。

　その瞬間、雪成は切れ長の目を見開いて、慌てたように両手で美月の頰を挟んだ。

「悪くない……！」

　そしてそのまま美月の体を強く抱きしめた。

「俺が悪かった。つまらない嫉妬だ。美月はなにも悪くない」

（しっと……嫉妬？）

　自分の体を包み込む雪成の胸は広く、温かく、腕は優しかった。途端に不安や焦りが消えていく。動揺で苦しいくらい締めつけられていた心臓が、少しずつ落ち着きを取り戻し始める。

「……嫉妬って……誰にですか」

　おそるおそる尋ねると、雪成は美月を抱きしめたままささやいた。

「……今日、美月の友人だって男がここに来たっていうのは」

「……え？」

　一瞬、思考回路が停止したが、ハッとした。

「あ、友人は来ましたけど、しのぶちゃんは女性ですよ」

「……は？」

「背がすらっと高くて、高校の文化祭の出し物演劇で、なみいる男子を押しのけてロミオに推薦されたくらいカッコいいんですけど、女性です……。山邑さんのご好意でふたりでランチをご馳走になって、そのまま帰りましたけど」

「…………」

　雪成はピクリとも動かない。

「あの、雪成、さん？」

　腕の中でおそるおそる名前を呼ぶと、「……まいった」と雪成はつぶやき、力が抜けたようにずるずるとその場にひざまずいてしまった。美月の膝裏に腕を回して、まるですがりついているかのようだ。

　いつも見上げるほど背の高い雪成が、美月の足元にいるのは、なんだか新鮮な風景だったが、この状況がうまく飲み込めない。

（まいったって、どういうことだろう……。嫉妬って……えっ、まさかしのぶちゃんに!?）

「あの……まさか」

「言うな」

　早口で雪成が遮る。

「ハジメにかつがれた……クソッ……」

　どうやらハジメに適当なことを吹き込まれたらしい。なんとなく、あの人ならあることないことおもしろがって言いそうだなと思いながらも、〝嫉妬〟という言葉に不思議な感覚がした。

（雪成さん、私が男の人とここで会ったって思ったの？　だから嫉妬して私にあたったっていうの……？）

　だが自分と雪成はそういう関係ではないはずだ。わけがわからない。

　美月は混乱しつつも、じっとひざまずいたままの雪成を見下ろす。

「あの……そろそろ立ち上がってもらえないでしょうか……」

「無理」

　即座に却下された。

「でも、困ります……」

「わかってる。わかってるが今は無理だ。このまま少し待ってくれ」

　そしてそのまま、まるで子供のように「あー……」とうなっている。どうやらよっぽどへこんでいるらしい。

「その……私が言うのもなんですけど、あまり気にしないで……」

　雪成の頭を撫でると、洗いざらしの黒髪が指の間をすり抜ける。

（髪、サラサラだ……）

　美月の知っている雪成は、こんな男ではなかった。いつも余裕があって、大人の魅力を振りまいて、秘書として働いてたった三カ月ではあるが、雲の上の人だと思っていた。

　その大人の男であるはずの雪成が、本気で悔しがっている。

（変なの。だってこれは、ごっこ遊びでしょう？　副社長は私のことかわいがりたいとか言うけど、それってはっきり言えば、気まぐれとか、そういうので……）

　拾ったノラ猫をかわいがるようなものだと、思っていた。

　だがこれではまるで、恋をしているみたいではないか。

　その瞬間、美月の胸は高鳴った。だが慌ててそれを否定する。

（恋……副社長が私に？　そんなこと絶対あるはずない。嫉妬は恋のスパイスって言うし。きっといつものお遊びの延長に決まってる）

　変な期待をしないようにと、美月は自分へ強く言い聞かせた。

　そして膝から崩れ落ちて数分後、雪成は気を取り直したようにいきなり立ち上がり、ジャケットの胸ポケットからスマホを取り出してメッセージを送った。

「ハジメには今晩一番いいワインを出させることにした。問答無用だ」

「山邑さんも災難ですね」

　クスッと笑うと、そのまま優しく抱きしめられる。雪成の唇が額に寄せられた。

「俺に幻滅しただろ」

「えっ……しませんよ、幻滅なんて……！」

　美月は慌てて首を振った。

　嫉妬ごっこのようなことがあったとしても、どう考えても、幻滅されるとしたら断然自分のほうだ。自分の痛みを和らげるためだけに、博愛主義的なこの人を利用しているのだから。

　けれど今は優しくされたい。滉一のことを早く忘れたい。そして矛盾しているようだが、二度と男に寄りかからないで済むよう、ひとりで強く生きられるようになりたい。それだけだ。

「――ただ帰ってきた時の美月の態度が気になったのは事実なんだが……なにかあったのか。暗すぎるというか……悩んでいるようにも見えたが」

「ああ……」

　美月は一瞬どう説明していいものか悩み、隠しても仕方ないと、小さくうなずいた。

「その……元カレの滉一君主催の同窓会があるって、しのぶちゃんから教えてもらって……」

　口に出して説明していると、また感情が高ぶってくる。

　ほんの半年前まで、いつかこの人と結婚するのだと当然のように思っていた元恋人が、自分ではないほかの誰かと結婚するのだ。

「たぶん新しい彼女を……こっ、婚約者として連れてくるだろうから、私は来ないほうがいいってっ……」

　唇がわななき、声が震える。もう泣きたくなんかないのに、じんわりと涙が溢あふれてくる。

　つらい。苦しい。心が張り裂けそうだ。

「確かに、行かないほうが、いいですよねっ……みんな、私とっ、滉一君のこと、知ってるからっ、お祝いムードにっ、みず、さしちゃう……っ」

　本気で同窓会に行きたいと思っているわけではない。ただ自分の居場所はこうやって、故郷にすらなくなっていくのかもしれないと思うと、悲しくなっただけだった。

「美月……」

　雪成の手が優しく美月の頭を引き寄せる。彼の清潔なシャツに美月の涙が滲にじんで吸い取られていく。頰を押しつけた雪成の胸は広く温かく、心臓の音に心が落ち着くような気がした。

　そうやってしばらく美月の肩を手のひらで撫でていた雪成だが、突然「……一緒に行こう」と言い、美月を驚かせた。

「一緒にって……同窓会に？」

　雪成はうなずく。

「どうしてですか!?」

　美月は信じられないという面持ちで雪成を見上げた。だが雪成はいたって本気のようだった。

「美月が来なければ、話題になるのは避けられない。だが俺が一緒に行けば、誰も美月をかわいそうだとは思わない」

（誰も、私をかわいそうだとは思わない……？）

　雪成の言葉にハッとする。

「このまま何年も故郷に寄りつかないつもりか？」

「それは……」

　痛いところをつかれて美月は口ごもった。

（長年付き合った恋人に振られた私を、みんないつまで覚えているだろうか。人はそれほど他人に興味がないと思っても、滉一君が婚約して、結婚するくらいまでは、噂になるかもしれない）

　確かに美月は深く傷ついているが、全然関係のない人間にかわいそうに思われるなんて、真っ平御免だ。

　けれど同窓会に行くということは、雪成を大きく巻き込むことになる。そんなことが許されるのだろうか。もう自分は十分、助けてもらっているのに……。

　だが、そんな美月の迷いを断ち切るように、

「俺を利用しろ、美月」

　雪成が熱っぽくささやく。

「でも……そこまで甘えるわけには」

　美月が顔を上げると、雪成は大きな手のひらで美月の頰を撫で、頰にかかる髪をふわりとかき上げる。優しく温かい手だった。

　散々甘えておいてなんだが、さすがの美月も雪成の申し出にはブレーキがかかる。

　同窓会で多数の人間の目に触れるということは、雪成を新しい恋人としてお披露目することと同じだ。現実には偽りの恋人だとしても、他人はそうは思わないだろう。いくら雪成が東京の人間でもなにかしらに影響があるのではないかと、怖くなった。

「いいよ。甘えろよ。言っただろう。俺はお前をかわいがりたいし、甘やかしたいんだ」

「でも……」

「そこまで重く考えなくていい。これは俺の道楽と思えばいい」

（道楽……？）

　その言葉は確かに美月の心を軽くした。

「本当に、いいんですか？」

　美月がおそるおそる尋ねると、

「ああ。道楽だからな」

　雪成はいつもの自信に満ちた顔で、ニヤリと笑う。大したことではないと言われたような気がして、胸がすうっと軽くなっていくのがわかった。

「あの……ありがとうございます。だったら……お言葉に甘えさせてください」

　美月はコクリとうなずいて、雪成の申し出を受けることにしたのだった。




「えー、なんで延泊するのかって思ったら、恋人のふり？　なにそれ、おもしろそう！　っていうか、それならむしろ俺が適任な気がするけどなぁ～。ユキにできるの？」

　本館のレストランで、どっしりとした赤ワインを飲みながら、ハジメはニヤリと笑う。

　ハジメに本当に恋人同士になったと誤解されてはいけないと、美月が簡単に延泊の理由を説明したのだ。もちろん、ふたりが一時的とはいえそういう関係になったことは一切ほのめかしてすらないのだが、ハジメは意味深に雪成を見つめ、ワイングラスをユラユラと揺らしている。

「ハジメはいちいち芝居がかってるからな。こいつが合わせられんだろう」

　ワインをスイッと飲み干して、雪成は席を立った。

「まぁ、そういうことにしといてあげてもいいけど……みっちゃんはいいの？」

　ハジメは、雪成の後を追うように立ち上がる美月を見上げる。

「えっと……た、助かります……それは、本当です……」

「ふぅん、そっか。でもまぁ俺だっていつでもウェルカムだからね。ユキじゃダメだなって思ったら、頼ってくれていいからね」

　そのままパチンとウインクをされた。まるで映画のワンシーンのように鮮やかだ。

「えっ、ええ……はい」

　雪成とはまったくタイプが違うとはいえ、ハジメもかなり目を引く男だ。ドキッとして頰が熱くなる。思わずたどたどしくうなずいてしまった。

「……行くぞ」

　雪成に肘のあたりをつかまれて、美月はヴィラへと戻った。そしてその夜も、美月は雪成に当然のように抱かれて眠った。

　こんなこともあと数日だと、そう自分に言い聞かせながら……。










失恋秘書、元カレの今カノと対峙する




　同窓会のある金曜日の昼、美月は心機一転、雪成について忙しく働いた。そしてその合間に、同窓会の会場をどうやって調べたものかと考えていた。

　しのぶに聞けば疑われるし、他の同級生に聞けば、変なふうに噂がひとり歩きしそうだ。それだけは避けなければならない。

　とりあえず、過去何度も同窓会の会場になった、駅からほど近いビジテスホテルに電話をしてみる。出身校と名前を名乗り、参加者として場所と時間を問い合わせると、案の定、夜の八時からホテルの中にある居酒屋が滉一の名前で貸し切られていた。

　これで同窓会の会場はわかった。

　美月はスマホを切り、ふうっと息を吐く。

〝偽の恋人と一緒に、元カレに会う〟

　あまりにも大胆不敵で、家族にも親友のしのぶにも話せない。本当にうまくいくのかと不安になるが、雪成を巻き込んでしまった以上引き返すわけにはいかなかった。




　山邑リゾートとの商談を終え、雪成と美月はタクシーでビジネスホテルへと向かっていた。現在の時間は午後八時半である。

　雪成はラフな麻のジャケットにデニム姿、美月はシックなベージュのワンピースで彼の隣に座っている。

「少し遅れたな」

「そうですね」

（とうとうこの時間が来てしまった……）

　美月の心臓はかれこれ二時間くらい前からドキドキしっぱなしだった。

「あの……今さらですが、本当に、恋人同士に見えるんでしょうか……。どう考えても不釣り合いのような気がして」

「美月」

　膝の上に置いていた手の上に雪成の手が重なる。

　顔を上げると、余裕シャクシャクを絵に描いたような表情の雪成と目が合った。

「心配するな。誰の目から見たって俺がお前に惚れてるってわかる。お前はいつも通りにしていればいいんだ」

「そんなこと言って……」

　雪成の『惚れてる』という優しい冗談に、少しだけ緊張が和らいだ。『心配するな』と言われればそんな気がしてくる。

「ありがとうございます」

（そうだ。私も頑張ってそれらしく振る舞わないと。雪成さんのご好意を無駄にはできない）

　やがてタクシーがビジネスホテルのそばに到着する。目指す居酒屋は一階にあり、一般の観光客も利用できるようホテルの外からも入れるのだ。

　だが入り口を目の前にして、美月の足が止まった。隣の雪成が怪訝そうに顔を覗き込んで、目を細める。

「美月？」

「……ごめんなさい」

　声は細く震えていた。この中に滉一がいると思うと、どうしても足が強張る。緊張して吐き気がこみ上げてくる。

「……ごめんなさい……ごめんなさい……緊張、してしまって」

　そんな自分が情けないと泣きたくなったその時、頰の上でチュッと音がした。

「えっ!?」

　びっくりして振り仰ぐと、端正な雪成の顔が至近距離にあった。

「い、今の、まさか、キス？」

　路上でキスされた美月は硬直した。

「もう一回してやろうか。今度は唇に」

　冗談に決まっているが、雪成の表情はいたって真面目だ。まさかと思うが本気だったら大変だ。

「なっ、ダメですよ、外ですよ!?　も、もうっ、びっくりした！」

　慌てながら雪成から距離を取ろうとすると、

「大丈夫だ、誰も見てない」

　どこか楽しげに雪成は美月の肩に手をのせ、さらに顔を寄せてくる。

「そんな、〝大丈夫〟は聞けませんっ！」

　結局そのまま、抱きすくめられてしまった。

　またキスされてしまうと慌てた美月が抗議の声をあげようとした瞬間、

「大丈夫だ。俺が美月を守る」

　しっかりと低い声が、耳元で響いた。

（守る……？）

「美月はひとりじゃない。かわいそうでもない。俺みたいないい男にかわいがられて、甘やかされて、大事にされてる、いい女だ」

　少し冗談めかした口調ではあったが、その声は真しん摯しで熱っぽく、まっすぐに美月の強張った心を溶かしていく。

「言こと霊だまって言うだろう。口に出した言葉は本当になる。だから自分のために言ってみろよ、美月。〝私はかわいそうじゃない〟って、口に出して言ってみるんだ」

（口に出して……？）

　雪成の言葉に押されて、美月はゆっくりと口を開く。

「私は……かわいそうじゃない」

「ひとりじゃない」

「……ひとりじゃない」

　雪成のたくましい腕の中でそう口にすると、本当のような気がしてきた。

「そうだ」

　そして雪成は優しく、ぽんぽんと美月の頭を撫でる。

（この人は私を安心させる魔法使いかなにかなのかも……）

　些さ細さいなことで傷ついて、泣いたり立ち止まったりパニックになる自分を、毎回呆れもせず落ち着かせてくれる。

（本当に、雪成さんが恋人だったらよかったのに……）

　そんなことを考えて、自分の甘さに胸の奥がひんやりと冷たくなった。

（なに考えてるの、私……！）

　それこそ贅沢すぎる。バチが当たると本気で思う。慌ててその考えを打ち消した。

　それから雪成は美月を解放すると、にっこりと満足げに笑い、美月の腕を自分の腕にかけた。

「行こうか」

「……はいっ」

　美月は力強くうなずいた。そして勇気を出して最初の一歩を踏み出したのだ。




　入り口で受付をしていたのは居酒屋の店員だった。「せめて私に払わせてください」という美月を笑って、雪成がふたり分の会費を支払い、中に入る。

　居酒屋の中は、六人掛けのテーブルが六つと、奥に大きな座敷があった。同窓会といってもクラス学年関係なく、先輩後輩が入り混じっている。それぞれ見知った顔同士で集まり、自由に話しているようだ。

　最初に美月に気づいたのは手前のテーブルに座っていた女子たちで、元クラスメイトだった。それまで和気あいあいと話していた彼女たちは、美月を見て驚いたように目を丸くする。その目は、〝まさか美月が滉一主催の同窓会に来るとは思わなかった〟とはっきりと物語っていた。

（やっぱり来るべきじゃなかった……？）

　一瞬雰囲気にのまれそうになった美月だが、

「えっ、嘘っ！」

　その中にひとり、かつて親しく話していた女子がいて、跳ねるように椅子から立ち上がり、「キャーッ」と叫びながら美月に抱きついてきた。

「美月ちゃーん！」

「トモちゃん？　久しぶりだね！」

　トモは小さいがとてもパワフルな女の子だ。去年の夏にあった同窓会に顔を出していなかったので、こうして会うのは数年ぶりになる。

「だよねー、久しぶりだよねー！　実はあたし今、東京で働いてるんだよー！」

　トモははしゃいだように美月の腕を取り、引き寄せる。

「美月ちゃん、こっち座りなよー！　たくさん話したいことあるしーって、だっ、誰なのこのチョーイケメンは!!」

　トモは美月の背後に立っている雪成を見て、驚いたように仰のけ反ぞった。

「こんばんは」

　雪成は、少し背の低いトモににっこりと微笑みかけて、美月の隣に並んで立つ。

「彼女が同窓会に行くというので、無理言ってついてきたんだ」

「かのじょ！」

　同窓会に恋人を連れてきている人はたくさんいる。だが基本的に同じ街に住む先輩だったり後輩だったりで、顔見知りが集まるのが常だった。そこにいきなりやってきた見知らぬ男にテンションが上がったらしい。トモははしゃいだようにその場でぴょんぴょんと飛び跳ねる。

「いやーん！　本当にそういう意味の彼女!?　てっきり私……」

　トモはそれまでの勢いを失って口ごもる。滉一を無意識に探して目をさまよわせるが、そこに悪意は感じられない。

（当然だ。誰だって私と滉一君のことをセットで考えるんだから。でも大丈夫。雪成さんは、私はかわいそうじゃないって言ってくれた）

　美月は笑って隣の雪成の腕を取り、そっと体を寄せた。

「トモちゃん、実は私も今東京で働いててね。向こうで彼と知り合ったんだよ」

　その言葉をすっかりトモは信じたらしい。

「そうなんだ！　じゃあ彼氏さんもどうぞこちらに～はいはい、つめてつめて～」

　ニコニコしながら小さな丸椅子をふたつ、テーブルにくっつける。同じテーブルの女子たちも、トモの勢いに押されたのか席をつめて、美月と雪成の座るスペースを作ってくれた。

「美月ちゃん、彼氏さん紹介して～っ」

　トモがはしゃぎながら新しいグラスにビールを注ぐ。

「えっ、えっと、小鷹雪成さん……です」

「東京で知り合ったって言ってたけど？」

「……しょ、職場で……」

「いやーっ、オフィスラブ～！」

　なにが『いやーっ』なのかはわからないが、トモが身み悶もだえる。

　するとアルコールのせいか、ただ単に乗っかりたいだけなのか、同じテーブルの女子たちもきゃあきゃあと騒ぎ始めた。

「カッコいいー！　私もオフィスでイケメンと出会いたーい！」

「うちおじいちゃんしかいないし！」

「わかるー！　目の保養すらできないもんね！」

　はしゃぐ彼女たちを見て心配になった美月は、ちらりと隣でグラスを持つ雪成を盗み見る。

（嘘はできるだけ真実に近いほうがいいって言うけど、本当にいいんだろうか……）

　だが雪成はいつもの端正な笑顔で、彼女たちの話をニコニコと聞いていた。

（まぁ、みんな根が明るいし、機嫌よく酔っ払ってるし、大丈夫かな……）

　などとホッとしたのもつかの間、

「あ、森田さん来たんだ？」

　名前を呼ばれて振り返った美月は、ハッと息をのんだ。

「加藤さん……」

　名前を呼ぶ唇が震える。

「久しぶり」

　目の前に、高そうなブランド物のツーピースを着た加藤翠子が、にっこり笑って立っていた。

　翠子は飛び抜けて洗練されていて、美しかった。もともとお嬢様育ちではあるが、東京で生活して磨き上げられたに違いない。髪、爪、肌、メイクと、どこにも隙がなく、美月は圧倒されてしまった。

「まさか来るとは思わなかったからびっくりしちゃった。見た目によらず結構神経が太いのね～？」

　翠子は笑ってはいるが、その言葉や目線、態度から圧力を感じる。明らかに戦闘態勢だ。

（まさか向こうから来るとは思わなかった……）

　美月としてはなんとなく、自分の存在は無視されるものだと思っていたのだ。

　滉一の姿は見当たらないが、彼女の立場からしたら、長く付き合っていた元カノの存在などお呼びでないに違いない。もしかしたら嫌がらせに来たと思われているのだろうか。

（私は私を守るためにここに来たけど……。彼女の立場になれば、確かに私は邪魔だよね）

　だが反省する美月よりも先に、向かいに座っていたトモが気色ばみ立ち上がった。

「ちょっとー！　どういう意味よ！」

「ごめんごめん、悪い意味じゃないのよ。お祝いしに来てくれたんでしょ？」

「はぁー？　少なくとも私はあんたのために来たんじゃないし、友達に会いに来たんだし！　なんでも自分を中心に世界が回ってると思ったら大間違いなんだからねっ！」

　もともと翠子とトモは仲がいいわけではないようだ。

　苛いら立だったトモの声に、居酒屋の中の空気が変わる。そして美月の存在に気づいた人間が、そうでない人間に「ほら……滉一の」と耳打ちし、さざ波のように伝わっていく。

「トモ、声大きいって……」

「あっ……ごめん……」

　隣に座っていた女子がトモに座るようたしなめたが、周囲から向けられる好奇の目線に、それまで落ち着いていたはずの美月は動揺し始めていた。

（どうしよう、なにか言わなくちゃ……。でもこんな展開予想してなかった）

　やはり謝って、即座にこの場から立ち去ったほうがいいのだろうか。

　傷ついてなんかいない、なんとも思っていないという虚勢を張ること、かわいそうだと思われたくないという自分のプライドを守ることがそんなに大事だろうか……。

　そんなことを考えた瞬間、隣に座っていた雪成が持っていたグラスをテーブルに置き、振り返りつつ立ち上がった。

「ずいぶん美月に喧嘩腰なんだな」

「なっ……！」

　いきなり自分の前に立ちはだかった極上の美男子に、翠子が赤面する。そんな彼女を気に留める様子もなく雪成は、そのまま美月の肩を抱き寄せ、微笑んだ。

「今、彼女は俺と付き合ってる。そして明日にはふたりで東京に戻ることになってる。君が美月に過敏になる必要はない。安心して彼と婚約したらいい」

　カジュアルなジャケット姿でにっこり笑っていても、雪成の姿には圧倒的な存在感があった。

「なっ、なんなのっ……！」

　そんな雪成に気圧されたように口ごもる翠子だが、

「あっ、コーイチッ！」

　パッと顔色を明るくして、手を振った。

「どうした……あっ！」

　どうやら煙草を吸いに外に出ていたらしい滉一が、翠子を見て慌てて駆け寄ってくる。

「コーイチ、ムカつくっ！　バカにされた！」

「翠子……」

　滉一の胸に飛び込んだ翠子は、涙目で美月と雪成を振り返った。

「だいたいこの人、どこの誰なのよっ！　私たちのこと嫉妬して、森田さんと一緒に嫌がらせしに来るなんて、最低よっ！」

「翠子ちょっと落ち着いて……って、小鷹さん!?」

「やぁ。先日はどうも」

　落ち着いた様子で微笑む雪成と、目を丸くする滉一を見比べ、翠子が怪訝そうに眉をひそめた。

「……知ってる人なの？」

「こないだの商工会議所の懇親会で少しな。東京の……寝具のＫＯＴＡＫＡの副社長だよ。わざわざ嫌がらせなんかするはずないだろ……」

「嘘っ……！」

　翠子の顔色が変わる。

「森田さんがＫＯＴＡＫＡの副社長と付き合えるわけないじゃないっ！」

　翠子の叫びに、その場がざわめいた。そして周囲にまるで伝言ゲームのように「ＫＯＴＡＫＡの……」やら「副社長」という言葉が広がっていく。

（どうしよう……大騒ぎになってしまった……）

　美月の顔からサーッと血の気が引いた。

　だが雪成はそんな周囲の声には耳を貸さず、美月から手を離し、滉一に一歩近づいた。

「正直に言うと、美月はここに来るべきじゃないかもって迷ってたよ」

「ゆ、雪成さん……？」

　いったい彼はなにを言うつもりなのだろう。美月は不安に駆られながら彼の顔を見上げる。

　だが雪成は顔色ひとつ変えず、言葉を続けた。

「それでもここに来たのは、俺がそうしたいって無理に言ったからだ」

「……どうしてですか」

　意味深な言葉に滉一が目を細める。そこで雪成は滉一にスッと顔を寄せ、その耳元に彼にしか聞こえないほどの声量でささやいた。

「なにか事情があるんだろう……。だが同情はしない。そして美月は今は俺の女だ。今後二度と連絡してくるな。彼女だけじゃない、友人にも、家族にもだ」

「……っ」

　顔色を変える滉一から体を離した雪成は、相変わらず心配そうに見上げる美月の手をそっと引き寄せ、握りしめる。

「帰ろうか。じゃあお幸せに」

　周囲の好奇の視線もなんのその、雪成は堂々と美月の手を引いて居酒屋の出口へと向かう。

「あっ、美月ちゃんまたねー！」

　そこでトモが嬉しそうに手を振ってきたので、

「ま、またね！」

　美月も手を振り返して居酒屋を後にした。




　タクシーでヴィラに戻ってすぐ、なにごともなかったようにキャビネットからブランデーを取り出しグラスに注ぐ雪成の横顔に、美月は問いかけた。

「あの、雪成さん、滉一君になんて言ったんですか？」

　あの瞬間、滉一の顔色が明らかに変わり、強張ったのだ。きっとなにかすごいことを言ったに違いないと、美月は落ち着かない気分になっていた。

「なにって……まぁ、若干大人げない発言をしたことは否めないが、別に大したことじゃない」

　雪成は飄ひょう々ひょうと肩をすくめて、立ったままブランデーを口に運ぶ。

「大人げないって……あなたは責任ある立場なのに……」

　やはり甘えるべきではなかったのだ。

　小鷹雪成はＫＯＴＡＫＡの副社長だ。いずれ父親の後を継ぎ、社長になる人だ。

　自分とはすぐに別れたという設定にしたとしても、雪成に迷惑がかかっては本末転倒である。

「大丈夫だ。そんな顔をするな」

「でも……」

「でもじゃない」

　雪成はブランデーグラスを持ったまま、もう一方の腕で美月の腰を抱き寄せた。

「ん……」

　最初、唇に触れるキスはとても優しかった。だが何度もついばむようなキスを繰り返すうち、深くなる口づけに立っていられなくなる。

　ブランデーのせいだけではないだろう。なにも考えられなくなるような情熱的なキスに流されて、気がつけばソファに押し倒されていた。

「ブランデー、こぼれちゃいますよ……」

　相変わらずグラスを片手に持ったまま、雪成はもう一方の手で、美月の着ているワンピースのファスナーを下ろし、素肌に触れる。危なっかしくて仕方がない。

「少し不自由な方が、じれったくて燃える」

　そうささやく雪成の目は熱く輝き、声は情熱的にかすれていた。

「もう……」

　呆れたように笑う美月だが、雪成のこういう少年めいたところは、普段圧倒的に大人に見える分、かわいいと思ってしまう。

　だが雪成とのこんな戯れも今晩で終わりのはずだ。

（終わりにしなきゃ……。ひとりでちゃんと立てるようにならなきゃ……）

　雪成から与えられる甘やかな喜びに浸りながら、美月は固く目を閉じた。




　その夜は、少し眠りが浅かった。おそらく滉一や翠子と会って気持ちが揺さぶられたせいだろう。

　ベッドの下に置いていたバッグの中からスマホのバイブレーションが聞こえ、目を覚ました美月は、そっと雪成の腕の中から抜け出し、スマホを持って階下に降りる。

「もしもし……」

《ごめん、もう寝てたか》

　声の主はしのぶだった。

　リビングのローテーブルの上に置いてある、発光するタイプの時計を見ると、深夜の一時だ。

「寝てたけど大丈夫。うとうとしてただけだから」

《そっか……》

「久しぶりだね。この時間にしのぶちゃんと話すの」

《だな》

　しのぶは大学を卒業後、実家の後継として毎日忙しく働いているので、数年前からは日付が変わった後の深夜が、彼女との語らいの時間になっていた。

　懐かしさを覚えながら、美月はスマホ片手にリビングのガラス戸を開けて、バルコニーに出る。

「今日はすごく星が綺麗だね」

《そうかぁ？　いつもこんなもんだろ。お前、たった三カ月でトーキョーに慣らされちゃったんじゃねぇの》

　からかうような言葉に、美月はクスリと笑う。

「そんなことないよ」

　ヴィラの外の中庭と隣合ったバルコニー部分には、プールとジャグジーが設置してある。プールには一応水が張ってあるが、この時期ではさすがに入れない。だが海風で揺れる水みな面もに月と星のきらめきが映り込む様子は幻想的で、まるで夢のように美しかった。

　美月はプールサイドのウッドデッキに腰を下ろす。

「しのぶちゃん、誰かから聞いて電話してきた？」

《おうおう、トモだよ。まーたっ、事後報告だけど、かなり笑ったから許してやる》

「うん……うん？　笑ったの？」

　正直それは、思ってもみない反応だった。

《そりゃ笑うだろ。翠子なんて倒れそうなくらい顔真っ赤にして怒ってたってよ。マジでザマーだわ》

「そ、そんなに……？」

　違う意味で今後が怖くなる美月だったが、しのぶはさらに言葉を続けた。

《で、実際いつからなんだよ、そのＫＯＴＡＫＡの御曹司とは》

「……ここに来てから」

《ええー！　マジかよ！　なかなか豪快だな、美月。石橋を叩いても渡らないお前らしくないな！》

「まぁ、うん……そうだよね。だから先のことはなにもわからないよ」

　らしくないと言われて、胸の真ん中がひやりと冷たくなった気がした。けれど、いくら親友のしのぶとはいえ、『今だけの恋人ごっこです』と告げるのは勇気がいった。だから遠巻きに、いつまで続くかはわからないと伝えたつもりだった。

《そうは言っても、たぶんあっという間に街中に広まるぞ。なんせすんげー玉の輿じゃん》

　確かにしのぶの言う通り、今度は違った意味で美月の噂がひとり歩きするだろう。もちろん〝八年も付き合った滉一に捨てられたかわいそうな美月〟よりうんとマシではあるが、〝ＫＯＴＡＫＡの副社長と付き合っている美月〟というのも、なかなかスキャンダラスに違いない。

「でも玉の輿は……ありえないよ」

　むしろ今日、東京に帰るまでの関係だ。

《はぁ？　まさか美月、お前遊ばれてんじゃねぇだろうな。もしそうだったら、相手の男、ライバル社の羽毛布団です巻にして鳴門の海に沈めてやるぞ》

　鼻息も荒く危なっかしいことを言うしのぶに、美月は慌てて否定した。

「そっ、そんなことないよ、とても優しいし、私の気持ちをいつも先回りして考えてくれてるの……。面倒見がいいっていうか、本当に心が広い人なんだと思う……」

　そうでなければ、他人の恋愛という面倒ごとに、進んで巻き込まれたりはしないだろう。

（だから、たくさんの嘘に付き合わせたお詫びに、東京に帰ったら、誠心誠意、お仕事で恩返ししよう……。私にできることはそれくらいだもん）

　それから他愛もない会話をして「近いうちに今度は東京で会おう」と約束し、十五分ほどで電話を切った。

　美月はスマホを手に持ったまま、ぼんやりとウッドデッキに仰向けになり、空を見上げる。満天の星が美しい、吸い込まれそうな夜空だ。

（星を見てると、人間なんてちっぽけだって思い知らされちゃうなぁ……）

　別れを告げられた時、本気で死にたいと思っていた。滉一のいない人生なんて考えられなかった。もちろん今でも、顔を見れば苦しいし泣きたくなるのは変わらないのだが、三カ月前よりはずっと、心は落ち着きを取り戻している。

（こんなふうに故郷の空を見上げられるようになったのも、雪成さんのおかげだ……。来週からまた心を入れ替えてお仕事頑張らないと）

　――ガタンッ……。

　そこで突然、ぼんやりしている美月の背後から激しい物音がした。

　驚き、上半身を起こして振り返れば、二階から降りてきた雪成が慌てた様子でリビングの真ん中に立ち、部屋の中を見回している。

「美月!?」

　明かりがついているのが一階だけなので、外にいる美月には気がつかないようだ。

「雪成さん」

　呼びかけると、その声にハッとしたようにナイトガウン姿の雪成が飛び出してきた。

「……ここにいたのか」

　視線が一瞬美月のスマホに向くが、すぐに離れる。そして美月の隣に腰を下ろし、そのまま肩を抱き寄せた。

「あの……しのぶちゃんと話してたんです」

「そうか」

　別に聞かれたわけではないが、自分からそう言うと、雪成がホッとしたように息を吐く。

　たくましい腕に抱かれ、美月はそのまま体を預ける。そうすると不思議と満たされる気分になった。

　こんなふうに静かな夜を故郷で迎えられたのは彼のおかげだ。だから急に、また感謝の言葉を伝えたくなった。

「あの……雪成さん」

「ん？」

「色々、ありがとうございました。私、東京に戻ったら今まで以上にお仕事頑張ります。もちろん仕事は頑張って当然なので、ご恩返しにはならないかもしれませんけど」

（私にできることはそのくらいだから……）

　美月は雪成を見上げた。

（きっと雪成さんは、いつものように私のほっぺたをプニプニして、『よろしく頼む』と言ってくれるはず）

　そして今まで通り、副社長と秘書としての日々が帰ってくるのだ。

　だが――そんなふうに期待していた美月に返ってきたのは、想像もしていない言葉だった。

「俺はもう、お前を秘書として使うつもりはない」

「……え？」

「辞めてもらう」

　強張る美月の肩に置かれた雪成の手に、力がこもる。

「それは……クビ、ということなのでしょうか……」

　雪成の発言に頭が真っ白になった。

「…………」

　雪成は無言でまっすぐ前を向いていた。その精悍な横顔は作り物のように端正で、美しいからこそ余計に現実味がなく、美月は激しく混乱した。

「……あのっ」

　美月は手を伸ばし、彼のナイトガウンの胸元をつかんでいた。

「私、絶対にご迷惑かけませんから……！」

　心臓がバクバクと強く鼓動を刻む。手足がひんやりと冷たくなり、全身から血の気が引いていく感覚がしたが、それどころではない。

　秘書のくせに、安易に上司である副社長と体を重ねた自分が悪い。それはわかっている。しかも雪成は老舗のＫＯＴＡＫＡの御曹司だ。

　だが美月は、東京に戻ってからも自分が黙っていれば済む話だと思っていたのだ。甘いと言われるかもしれないが、秘書の仕事を失うということをまったく予想していなかった。

　とりあえず地元を離れたくて、仕事がありそうな東京に出た。貯金はあったが、とにかく働きたかった。気が紛れればなんでもよかった。

　そして運よくＫＯＴＡＫＡの副社長秘書に採用され、日々忙しく働いていくうちに、気がつけばこの仕事がとても好きになっていた。

「ごめんなさい……でもっ、ご迷惑……かけませんからっ……」

　絞り出すように謝罪の言葉を口にした。

　どうしても仕事は辞めたくない。続けたい。できれば雪成のそばで、今まで通り秘書として働いていたい。

　美月の目に涙が浮かんだ。

　そこでようやく雪成はなにかに気づいたのか、美月の頰に手を置いて顔を覗き込んだ。

「……違う。そうじゃない」

「え？」

「お前はもう俺の女だ。かわいがっている女を仕事中、秘書としてそばに置くのは俺の主義に反する、それだけだ」

「……おん、な？」

「そうだ。言ったろう。うんと甘やかして、かわいがってやると。だから働く必要などない」

　美月は必死に散らかっていく頭を整理するが、やはり雪成の言っている意味がよくわからない。

「美月」

　雪成の指が頰を撫で、唇に触れ、優しく撫でる。

「美月……お前の望みはなんだって叶えてやる。欲しいものがあればなんでも言えばいい。大事にする。夢のような生活を送らせてやる」

　雪成はその切れ長の目を細め、熱っぽくささやく。

「俺はお前を、今後も手放す気などないんだ」

　雪成の眼差しは、彼の背中の向こうに見える月よりも、星よりも、強く輝いていた。

「本気でそんなこと、言ってるんですか……」

　東京に戻ったら、また以前のように、副社長と秘書という形で肩を並べたかった。

　たった今、その他愛もない日常が遠くなっていくのを感じながらも、嘘だと笑ってほしかった。

「本気だ。お前に初めてキスした時にも言っただろう。ふざけてなどいない……真面目にやっていると」

　そしてそのまま、覆い被さるように雪成は美月を抱きしめ、口づける。

「……美月」

　雪成の唇が美月の素肌の上を官能的に滑っていく。まるで美月に言葉を発するのを止めさせるかのように、強く吸い付き、跡をつけていく。

「ん、あっ……」

　恋なんてしたくない。

　いつか終わる恋に怯えたくなんかない。

　けれど雪成の声に、手に、唇に、もはや条件反射のように美月の体と心はときめいてしまう。一時の感情と片付けられない、炎のようなものが、美月の胸の奥にくすぶり始めている。

「大丈夫だ。安心していい。なにも不安に思うことなどない。お前はただ俺に愛されていればいい……」

　ウッドデッキの上に押し倒されて、優しく触れられながら、それでも同時になにかが違うと、美月の心は叫んでいた。

（安心なんか……できるはずない。つまらない私なんか、いつか捨てられるに決まってる）

　けれど美月は、それを口に出すことをためらってしまった。

（滉一君に振られて、ようやく立ち直れそうだと思ったのに。今また居場所を失ったら、私はどうしたらいいの？）

「あの、せめて、秘書は、続けさせて……ください……」

「……美月」

「お願い、不安なんです……」

　雪成の首に腕を回し、しがみつきながら美月は懇願していた。

「わかった。俺にはお前だけだが……不安だと言うなら、そばで見ていればいい」

　雪成はクスリと笑って、駄々っ子のようにしがみつく美月の頰にキスをする。

　美月が感じている不安を、自身の気持ちを疑うものだと感じた雪成は、美月の〝秘書でいたい〟という提案を受け入れたようだ。

（それだけじゃない……それだけじゃないけど……）

　だけどどうしたらいいかなんて、今すぐ最適な答えが出せるはずもない。

　ただ一時の夢と割り切って夜を過ごすだけなら、こんな気持ちにはならなかったはずなのに――。

　うまく息ができない。溺おぼれる魚のような気分になる。

　雪成から繰り返し与えられる口づけを、美月は無我夢中で受け止めるしかなかった。










御曹司、失恋秘書を溺愛する




　土曜日、東京に戻る飛行機の中で、雪成は「今週中に必要最低限なものだけまとめてうちに来い」と言い、カードキーを差し出した。

「う、うち？」

　雪成は六ろっ本ぽん木ぎにある高層マンションの最上階にひとり暮らしをしている。

　秘書として美月が把握している情報では、確か４ＬＤＫでウォークインクローゼットやシューズインクローゼットまでついている、二百平米もある超高級マンションだったはずだ。

（うちというのは、あそこのこと……？）

　つい受け取ってしまったのは、シンプルなゴールドのカードで、なにも記載されていないが、どうやらこれがキーになるらしい。

　いきなりのことすぎて、同棲話を持ちかけられていると気づくのに、時間がかかった。

「それはその……一緒に住むということでしょうか」

「そうだ」

　雪成は機嫌よくうなずいて、長い足を組む。

「身ひとつで来てもらっても構わんがな。外商を呼んで必要なものはなんでも持ってこさせればいいし」

「……あの」

「ん？」

「私、他人と一緒に住んだことがないんですが……いや、そうじゃなくても急すぎて無理です」

　男性とふたりきりで暮らすのは結婚してからだと思っていた美月にとっては、簡単に了承できるはずがない。だが雪成はあっけらかんと返す。

「そうか。では徐々に慣れたらいい」

「いや……あの」

　慣れればいいと言われて、美月はそういう問題なのだろうかと口ごもる。

　自分のことはとりあえず置いておいて、もしかして彼は慣れているのだろうか。そのことを想像すると、胸の奥がモヤモヤした。

「雪成さんはありますか」

「……なくはない」

　美月の問いかけにほんの少し間を空けて、雪成はうなずいた。

（あるんだ……。いや、私にこんな簡単に〝うちに来い〟なんて言っちゃうんだもの。経験があって当たり前よね……。案外そういうところ、フットワークが軽いんだ……）

「妬ける？」

　すっきりしない、塞いだ気持ちの美月に、雪成がささやく。

「えっ!?」

「だと嬉しい」

　雪成は上半身をシートから起こし、手を伸ばして美月の頰を撫で、それからプニプニとつまんだ。

（ニコニコしてる……）

　そのまま唇までつままれたので、

「やめてくだしゃいっ……」

　手を払ったのだが、

「まさにヤキモチだな。ククッ……」

　笑われてしまった。

「一緒に住むのは決定事項だ」

「もう、そんなことおっしゃって……」

　カードキーを受け取ってしまった時点で受け入れたも同然かもしれないが、無茶なことを言われてもほだされてしまうのは、雪成にこういう子供のようなところがあるからだろうかと、美月はため息をついた。




　そして週が明けた月曜日。

　とりあえずいつも通りにひとり暮らしの自宅マンションから出勤した美月は、秘書室で仕事をこなす。そこに交換台から一件の電話が入った。

《山邑リゾートの山邑様から副社長宛てにお電話です》

「繋いでください」

　美月はパソコンのキーボードから手を離し、受話器を持ち替えて電話に出た。

「副社長秘書室、森田でございます」

《あっ、みっちゃん？　ハジメだよー》

　なんとも軽いノリであるが、電話の主は想像通り山邑始だった。

「山邑様、先日はありがとうございました」

《いえいえ。どういたしまして～》

　一応秘書室内には、自分以外にも重役秘書がいるので、かしこまって話す。

《あのさ、今日連絡する約束してたんだけどユキの携帯、繋がらなくてさ。会議かなにかかな》

「はい、社長と外出しております。戻るのは午後三時頃になります。戻りましたら連絡するようにいたしましょうか」

《あー、いや、別にいいよ。伝言お願いできる？》

「かしこまりました」

　美月は手元にメモを引き寄せた。

《今度の日曜日、十一時に自宅に迎えに行く。面倒くさがらず、必ず参加のことって伝えてくれるかな》

「はい、今度の日曜日、十一時に自宅、でございますね」

《うん、頼むよ。じゃあまたねー》

　メモを取りながら、いったいなんの集まりだろうかとも思ったが、そのまま伝えて通じる雰囲気だったのであえて聞かなかった。

　そして時間になり、戻ってきた雪成がいる副社長室へとメモを片手に向かう。

「失礼します」

　ノックをして副社長室に入ると、ちょうど雪成が煙草に火をつけたところだった。

「また……！」

　エグゼクティブデスクの上に、もちろん灰皿はない。

　副社長室の端にある自分の事務デスクからガラスの小皿を出して雪成のもとへ駆け寄ると、雪成はくわえていた煙草をその上に置いて、いきなり美月を抱き寄せた。

「わああっ……！」

　慌てたのは美月だ。

「危ないですよっ……！」

　急いで両手で小皿を捧げるようにして持ち上げる。

　慌てる美月がおもしろいのか、雪成はクスッと笑うと美月の腰の後ろで指を絡ませ、顔を寄せた。

「お前があたふたしている顔を見ると、元気が出る」

「いっ、意地悪ですねっ。そんなことで元気出さないでください」

　そう言いながら、美月は雪成を見上げて首をかしげる。

「お疲れなんですか？」

「……そうだな。抱きしめてくれ」

「えっ……」

「頼む」

　美月は一瞬ためらったが、雪成の声に少し切実なものを感じて、小皿を窓辺に置く。それからファンデーションをつけないよう気をつけて、両腕をそっと雪成の胴体に回して体を寄せる。

「これでいいですか？」

　すると今度は雪成の手が、美月の背中と肩に回る。隙間なくぴったりと抱き合って、雪成は美月の耳元にささやいた。

「……本当はずっとこうしたかったし、されたかった」

「え？」

（ずっと……？）

　顔を上げると、そのまま唇に触れるだけのキスが落ちる。

　不意打ちのキスに、当然、雪成の唇にはほんのりと美月のグロスが移ってしまった。

「ちょっ、い、いくらなんでも、その、ここは仕事場ですしっ……」

　こんなところを人に見られては大変だ。慌ててポケットからハンカチを取り出して雪成の唇を拭った。

　雪成は大人しく唇を拭かせた後、ニヤリと笑う。

「落ちないヤツつけてこいよ」

「いいえ、そもそも副社長がこういうことを職場でしなければいいんです」

　美月はさらに念入りに、雪成の唇やスーツに、自分の気配が残っていないか観察する。

「大丈夫です」

　すると雪成は美月が置いたガラスの小皿を手に取り、灰を落としてからまた煙草を唇に挟む。

「……やっぱり秘書にしてるとマズイな。いつもそばにいると思うと、手を出したくなる」

「もう……」

　仕事を辞めろと言われては大変なので、美月は後ずさり、メモをポケットから出して読み上げた。

「山邑様から午前中、お電話がありました。〝日曜日、十一時に自宅に迎えに行く。必ず参加するように〟とのことです」

「ハジメ、ここにかけてきたのか……」

　はぁ、とため息をつき、雪成はゆっくりと煙を吐く。

　この態度からして、どうやらわざと電話に出なかったのかもしれない。

「なにか、面倒なお仕事ですか？」

「いや、まぁ……半分仕事のような、そうでもないような……」

「よっぽど大変なんですね」

　雪成の端正な顔に、面倒くさいとはっきり書いてある。

　さっきまで社長と外出していた先も関連グループを集めた会議だったはずだ。週に一度、雪成が煙草を吸うのはこの時くらいだから、よっぽどストレスが溜まるのだろう。

「あの……なにか私にできることがあればおっしゃってください」

　美月としては、純粋に秘書としての発言のつもりだった。

　だが、雪成は軽く目を見開いて何度か瞬きをした後、ニヤリと唇の端を持ち上げて、美月の顔を覗き込んできた。

「なんでも？」

「……えっ？」

　〝できることがあれば〟と言ったのであって、〝なんでも言うことを聞く〟と言ったわけではないのだが、なぜか雪成はキラキラした目でそんなことを問いかけてくる。

　嫌な予感がすると思いながら、美月はおそるおそる口を開いた。

「その、ですから、私にできることであれば……」

「俺を癒すのはお前にしかできないよ」

「……癒す？」

　肩でも揉めばいいのかと首をかしげる美月に、雪成はにっこりと無言で微笑んだ。




　その夜、美月は雪成に連れられて、都内の外資系ホテルのスイートルームに宿泊することになった。食事もすべて部屋に運ばせて、基本的にずっとふたりきりだ。

「あの……どうしても？」

「どうしても、だ」

　雪成はワイングラスを揺らして中身をあおるように飲み干すと、空になったグラスをベッド横のサイドボードに置き、両手を広げる。

「おいで、美月」

「……はい」

　美月はゴクリと息をのみ、ベッドの縁に座る雪成に歩み寄った。食事の間も緩められることがなかった雪成のネクタイに手を伸ばし、シャツの首元から外す。ベストを脱がせ、それからシャツの襟のボタンに手をかけると、

「手が震えてるぞ」

　雪成が上機嫌で笑う。

「だって……本当にこんなことで癒されるんですかっ？」

　美月の頰が朱に染まる。

　恥ずかしさのあまり、少しつっけんどんになってしまったが、仕方ない。基本的に美月は受け身で、自分から男性の服を脱がせたりという経験がほぼないのだ。

「ああ、すごく癒される」

　はっきりきっぱりと言い放つ雪成だが、こういうのは〝癒し〟とは言わないに決まっている。

　完全に遊ばれていると思いながら、それでも雪成が上機嫌には違いないので、シャツの前をはだけさせた。

　雪成はパーソナルトレーナーをつけて体調管理をしているので、一切の無駄のない、引きしまった体をしている。

（こんなふうに自分から触るなんて、ドキドキする……!!）

　流れでこうなったとはいえ、美月は根が真面目なのだ。だから一度受けてしまったことはやり遂げなければとつい思ってしまう。なので美月なりに勇気を振り絞り、割れた腹筋に指を這はわせたのだが、結局雪成は我慢できないと言わんばかりにクスクスと笑い始めてしまった。

「わっ、笑わないでください、一生懸命してるんだから！」

「わかってる、わかってるが、こんなこと一生懸命やるお前がかわいくて……ククッ」

「もうっ、知りませんっ！」

（やっぱり私には無理だ！）

　美月は顔を真っ赤にしてそのまま雪成から離れようとしたが、腕をつかまれて雪成の膝の上に乗せられてしまった。

「拗すねるなよ」

「拗ねてません」

　羞恥と、もう半分は、なにもできない自分が恥ずかしいだけだ。

「拗ねてるよ。ほんとかわいいな、お前」

　そして雪成はプイッと横を向く美月の耳たぶを口に含み、優しく歯を立てた。

「やっ……」

　ビクッと体を震わせて身をよじる美月だが、しっかりと抱かれていて逃げられない。

「嫌じゃない。俺を癒してくれるんだろう、美月」

　雪成の大きな手が美月のタイトスカートの中に滑り込んでくる。

「もっと俺を感じて、俺を喜ばせてくれ」




　そうやって抱き合い、口づけ、ようやくひとつになってから、終わりの見えない快感の中で震え続ける美月を背後からきつく抱きしめ、雪成はまるでおねだりするかのように、耳元でささやく。

「甘えついでに、頼みがあるんだが……日曜日、なにも聞かずに俺についてきてくれないか？」

「なに、も？」

（なにも聞かずについて、いく？）

　美月の頭の中には、当然日曜日になにがあるのだろうと疑問符が浮かぶのだが、今まさに抱かれているこの状況では正常な判断ができそうにない。

「頼む……」

　熱っぽくささやきながら、美月の耳や首筋に口づける雪成に、思考回路を止められてしまう。

「あっ」

「美月……いいだろ？」

　焦らされて、手のひらで転がされて、『はい』とうなずかなければ、永遠にもどかしいままの宙ぶらりんだと、気がつけばまるめ込まれる寸前だ。

（バカッ、意地悪っ、性悪っ！）

　反射的に逃げようとする美月を、雪成は仰向けにし、手首をつかんでシーツに押しつけ、涙が浮かんだ目の端に口づける。

「美月……頼むから、俺についてきてくれ。俺の隣で笑っていてくれ……」

　それまで余裕たっぷりだった雪成だが、限界が近づいたのか、激しく突き上げられる。

　求められているという喜びが、美月を満たしてゆく。自分を見下ろす熱い獣のような目と体に、身も心もとろけてしまう。

（ああ、私……また、ほだされて……）

　美月はその果てで意識を失いながら、結局うなずいていたのだった。




　そして約束の日曜日。美月は半ば押し切られるような形で、前日から六本木の雪成のマンションに移動させられていた。

　雪成は、美月が三カ月住んでいた部屋を解約するよう言ったが、とりあえず荷物もあるし、もう少し契約しておくということで決着をつけた。

　仕事や住まいだけではない。ふたりきりになれば、ベタベタに甘やかされて、愛されて、文字通りかわいがられている自覚がある分、美月はその〝終わりの時〟を意識せずにはいられない。

（雪成さんにいきなりここを出ていけって言われるのは想像つかないけど……滉一君の心変わりにすら気づけなかった私だもの。物事に〝絶対〟なんてない。先のことは誰にもわからない。依存してしまうのは怖い……）

　たとえ毎晩激しく求められても、いまだにどうして雪成が自分を気に入っているのかもわからないのだ。なんだかんだ言って、これはすべて御曹司の気まぐれ、道楽と思うのが一番納得できる。

「美月、準備はできたか？」

　美月に私室として与えられた、南向きの部屋のドアをノックする雪成の声が聞こえる。時計を見れば、約束の五分前だ。

「あっ、はい。できました」

　髪を梳いていた美月は、ブラシを置いてドレッサーから立ち上がり、ドアを開けた。

「お待たせしました」

「……いや、待ってはいない。ただ早く美月を見たかっただけだ」

　ウォークインクローゼットには、昨日百貨店の外商部が数人がかりで運んできた、大量の洋服が詰まっていた。好きなものを着ていいと言われたので、極力シンプルな水色のワンピースを選んだのだが、タグを見たら海外の一流ブランドばかりで、ひっくり返りそうになった。総額いくらなのかは考えないようにした。

「どうでしょうか」

「なにも着てない時が一番かわいいが、これもかわいいな」

　そして美月の額に軽くキスをする。

　そういう雪成は、麻の半袖シャツにデニムというラフな格好であるが、ハッとするほど見栄えがいいので、さまになっていた。

「日に焼けるから帽子も必要だ」

「はい、帽子もたくさんクローゼットにありましたから、大丈夫です」

（けれどいったい今からどこに行くんだろう。〝半分仕事のようなもの〟って言ってたけど、格好はどこかに遊びに行くみたい……）




　首都高速湾岸線の新しん木き場ばインターで降りてすぐのところに、目指す『夢ゆめの島しまマリーナ』はあった。

（海、キラキラ光って綺麗……）

　プジョーの後部座席から美月はチラチラと見える海を見つめる。

　鳴門の海を見て育った美月は、海が好きだった。いったいどこに連れていかれるのかと不安だったのだが、船で海に出るのなら不安になることもなさそうだ。

「マスタングで来なくてよかったよ。みっちゃんいるとは思わないじゃん。言えよ、マジで」

「言うとうるさいからな」

　窓の外に目をやる雪成は、どこ吹く風だ。

「まったく……わがままなんだから。知らないよ～」

　運転席のハジメは、助手席の雪成を軽く肘でついた後、駐車場に車を乗り入れた。

「すみません、急についてきてしまって」

　車を降りて頭を下げる美月に、ハジメは「いやいや、わかってるって。ユキが無理に連れてきたんでしょ」と首を振った。

「それにしても……なんかあれだね。会わなかったのはちょっとだけなのに、綺麗になったね。どうしてかな」

　影ができるほど長いまつ毛に縁取られたハジメの瞳は、男らしい色気に溢れている。

　なんとなく雪成とのことは勘づかれていると思ったが、相変わらずハジメは他人のプライベートな領域への踏み込みが早く、そしてその気もないのに口説くような気配を見せるから困る。

「そんなことないですよ」

「あるよ。でも大丈夫？」

「え？」

　〝でも大丈夫〟とはどういう意味だろう。

　尋ねようと口を開きかけた瞬間、

「ハジメ」

　雪成が美月の腕をつかみ、自分に引き寄せた。

「あらヤダー」

　そんな雪成を見てハジメは肩をすくめ、それから雪成と美月を連れてマリーナへと向かう。

「油断も隙もないな」

　もしかしてハジメの口調に、本気で口説いているような気配を感じ取ったのだろうか。美月はクスッと笑って否定した。

「でも冗談ですよ？」

「嘘が誠になることもあるだろう」

　雪成は不愉快さを隠さず、精悍な眉を寄せた後、ため息をつく。

（嘘が誠になることもある……かぁ。私と雪成さんみたいなことかな）

　そんなことを考えながら、美月は雪成と並んでハジメの後をついて歩いた。

「ところでどんなクルーザーなんですか？」

「ハジメが所有している船で、全長は八十フィート、一階はカウンターバーとリビングスペースがあり、二階でバーベキューができる。四、五十人は乗れるが、今日集まるのはおそらく二十人くらいだろうな……」

　そう答える雪成は、ハジメの冗談云々は別として、なんとなく心ここに在らずといった雰囲気だ。なにか思うことがあるように見える。

（半分仕事……なんだよね。本当に私がついてきてもよかったのかな）

　ハジメがマリンセンターで事務手続きをしている間、オーナーズルームのソファで待っている美月に、雪成がミネラルウォーターと薬を持ってきた。

「念のため、酔い止めを飲んでおくといい」

「はい、ありがとうございます」

　カプセルを口の中に入れ、水で流し込む。

　冷たい水が喉を通っていく感触に美月が胸のあたりを撫でていると、雪成が隣に腰を下ろし、美月の唇を指で拭った。

「無理を言って悪かったな」

　それはまるで子供にするような、どちらかというと慈いつくしむ仕草だった。

「……雪成さん、強引なんですもん」

「それは自覚してる」

　唇から頰に雪成の手が移動する。

「俺は強引で、わがままで……用意周到な男なんだ」

　その声色は冗談で流してしまうには引っかかる、真摯な響きがあった。

「雪成さん……？」

　不審に思った美月が首をかしげると同時に、ワイワイと人が近づく声がした。

　雪成は美月から手を引いて、ドアに顔を向ける。

（人が来た……！）

　美月はかすかに緊張しながら、ソファの上で居住まいを正す。

「おっ、雪成やっと来たのか！」

「あ、本当だ。小鷹君、久しぶり～」

　姿を現したのは、雪成やハジメと同世代の男女だった。そして隣に座っている美月を見て、一瞬おやっという表情を見せるので、美月はそのたびに軽く会釈する。どうやら雪成が女性連れというのが珍しいらしい。

　それからも人は増え、オーナーズルームにはあっという間に二十人ほどが集まった。もちろん美月も如じょ才さいなく、雪成と並んで会話に参加するが、会話の端々からこの集まりが、小学校からの幼馴染で構成されていることにすぐに気がついた。

「はい、移動するよー。乗って乗って～」

　ハジメの先導で桟さん橋ばしへと移動する。賑やかに談笑しながら歩くメンバーをクルーザーに案内するハジメを列の後ろから眺めながら、雪成に問いかけた。

「ここにいる皆さんは全員同級生なんですか？」

「いや、年の違うヤツもいるから、大雑把に言えば、子供の頃から知ってる幼馴染ってところかな」

「それでも仕事なんですか？」

「飲んでるとたいてい仕事の話になるし、ここだけの話で終わらない。それが面倒なんだ」

　軽くため息をついた雪成は、美月の手を引いてクルーザーへと乗り込む。そして最後尾のハジメを振り返った。

「今回は、これだけか？」

「いやー……あー、あいつも来るって話だったんだけど……あっ、来た！」

　ハジメは背後を振り返り、

「ほら、走れ、走れー！　遅刻だぞー！」

　ゲラゲラ笑いながら手を振った。

　その瞬間、雪成に握られた手が離れ、それから指が絡みついてくる。

（恋人繋ぎ……？）

　不思議に思ったが、すぐにその場から離れてしまい、最後のひとりの姿を確認することはできなかった。

　出航の時間がギリギリだということで、慌ただしく中に乗り込むとすぐに、クルーザーがゆっくりと動き始めた。

　一階のフロアに集合し、乾杯用のシャンパンとグラスが配られる。全員に行き渡ると、ハジメが輪の中心になって、グラスを持ち上げた。

「ここでくらい、長い挨拶は抜きにしたい！　ということで、カンパーイ！」

「カンパーイ！」

「乾杯！」

　ハジメの音頭に美月もグラスを持ち上げ、周囲の男女とグラスを合わせる。

（確かに、副社長についていくパーティって感じかな……）

　いっそ仕事と思えば美月も気が楽になる。周囲に目を配る余裕が出てきた。

「ギリギリになっちゃってごめんね～！」

「ほんとだよ。菜な穂ほ、来ないかと思った」

　最後に乗り込んできたのは、黒髪のショートカットの小柄な美人だった。タンクトップにパリッとしたシャツを羽織り、デニムのミニスカートとスニーカー姿だ。日焼けした素肌の上には、太さや素材がバラバラのバングルがセンスよくつけられていた。

「菜穂～！」

　他のメンバーもワラワラと〝菜穂〟と呼ばれた彼女の周りに集まり、ハグを交わしていく。

（なんだか太陽のような人……）

　彼女はよく笑う、気さくな雰囲気を持つ美人だった。そこに自分にはない、天真爛漫な明るさを感じて、美月は羨ましく感じた。

　ほどなくして菜穂の視線が、自分を取り囲む輪を外れて、遠巻きにしている雪成に留まった。

「あっ、珍しいっ！　ユキがいる！」

　ビシッと指をさされた雪成は、軽く手を挙げる。

「ああ」

「ああじゃないよ！　えっと、一年ぶりくらい？　まぁ、元気そうでよかったけども」

　人の輪から抜けて近づいてきた菜穂は、雪成の隣にいる美月を見て、首をかしげる。

「こちらの方は？　初めてだよね」

「ああ、俺の――」

「森田美月といいます」

　軽く頭を下げると、ハジメが輪に入ってきた。

「みっちゃんはユキの秘書で、お気に入りなんだ」

「ちょっと、山邑さん！」

　お気に入りという単語にヒヤッとする美月だが、

「へぇー、そうなんだ。でもユキのタイプっていうよりも、ハジメちゃんのタイプじゃない？」

　菜穂は邪気のない笑顔で、ニコニコと隣に立つハジメを見上げた。

「そうなんだよ、どこか憂うれいのある美人って俺のドストライクなんだよ～。さすがわかってるね、菜穂」

　ハジメはふふっと笑って、それから美月に向かい合った。

「みっちゃん、紹介するね。彼女は朝あさ野の菜穂。俺たちとは同じ年で、ニューヨークでジュエリーデザイナーしてるんだ」

「初めまして」

　美月は完全に仕事モードで挨拶をする。

「そのバングル、素敵だなって思ったんです」

「ありがとう。うちの商品なの」

　菜穂は左腕につけたバングルを撫でて、それから雪成の顔を下から覗き込む。

「ユキ、ちょっとふたりで話そうよ」

「なんでだ。ここでいいだろ」

　雪成は面倒くさそうに、仏頂面で首を振る。

「えー、相変わらず冷たいなー」

　だが菜穂は特にめげた様子もなくクスクス笑って、雪成の腕を取り、甘えるようにくっついた。

「言うこと聞かないと、秘書さんにあることないこと言っちゃうよ」

（あることないこと？　というか、くっついた……！）

　心臓が跳ね上がるが、雪成は面倒くさそうにため息をつき、

「ったく……すぐ戻るから」

　菜穂と共に二階への階段へと向かった。

「くっつくな。暑い」

「ケチー」

（仲、いいんだ……）

　腕にしがみつく菜穂を押し返す雪成の背中を見て、美月は不思議な感覚に襲われた。胸がモヤモヤするような、ザワザワするような変な感じだ。

「妬いちゃう？」

「えっ!?」

　まさかの問いかけに振り返ると、ハジメがフフフと笑っている。

「あ、いえ、その……雪成さん、どこに行ってもモテるので……そういうのは見てるので……」

　そうなのだ。秘書としてあちこちの懇親会やパーティに付き添っている美月からしたら、見慣れた光景ではある。

　だが今日に限ってはなぜか、胸がざわつく。

「それだけじゃないって顔してるよ」

「……そう、ですね」

　ハジメの観察眼に笑うしかない。

「雪成さんは半分仕事だって言ってましたけど、皆さん幼馴染で……考えてみたら、仕事の付き合いと同じわけではないですよね」

　ここにいるのは皆、自分とは違う世界の住人だ。違和感はそこから来ているに違いない。そうやって自分に言い聞かせていた美月だが、ふと、思い出した。

「そういえば山邑さん、〝大丈夫？〟って聞きましたね」

　美月の頭の中でパチリとピースがはまった。

「彼女のことですか？」

　その瞬間、ハジメの顔がなぜか、すうっと優しくなった。

「……ユキはなにか言ってた？」

「なにも言わずに、ついてきてくれって」

「そっか。だったら俺がなにか言わないほうがいいかもしれないね」

　そう言うハジメの顔はどこか気を使っている気配がする。

「元カノ……なんですか」

　なのでつい美月は、思ったことをそのまま言い切ってしまった。

「もうっ、みっちゃん！　勘のいい子は嫌いだよっ！」

　ハジメは両手で顔を覆い、わざとらしく「うわーん」と嘆きながらも、美月がなにも言わないのを横目で確認して、はぁとため息をついた。

「まぁ、そういうこと。学生の頃から長く付き合ってて、双方の親も婚約者扱いしてて、でも三年前に破局して、それっきり……みたいな感じ」

「そうなんですね」

「え、ちょ、みっちゃん真顔……怖いんですけど」

「そんなことないですよ」

　そうは言いながら、顔が引きつっているのが自分でもわかる。頰のあたりがピリピリして、笑わなきゃと意識すると、息をするのを忘れてしまう。

　美月は持っていたシャンパングラスの中身をあおるように飲み干し、グラスをギュッと握った。

「どうしてふたりは別れたんですか？」

　ハジメなら知っているに違いないと、美月は改めてハジメを見上げて問いかける。

「えっ、そこまで聞いちゃう？」

「雪成さんは教えてくれないだろうし、聞いていたほうが、私は心構えもできて、楽です」

「ええ～……なんの心構えなんだよ……」

　ハジメはくしゃくしゃと髪をかき回した後、

「うーん……まぁ、俺が菜穂から聞いたのは、〝大企業の奧さんなんかつまらない。ニューヨークでジュエリーデザイナーとして成功したい〟だったけど……」

　小声でささやいた。

　自分で聞いておいて、美月は胸のあたりを撃ち抜かれたような衝撃を受けた。

（長く付き合った恋人との安定した未来よりも、自分の夢を選んだってこと……？　すごい。私はずっと、好きな人とあったかい家庭を作りたいとしか考えなかったのに……。菜穂さんは、完璧に自立した女性なんだ）

　美月は自分がとてもつまらない人間だと、改めて思い知らされた気がした。

（だから、雪成さんは私を、かわいがりたいなんて言うんだろうか。菜穂さんは自分の手元から遠くに飛んでいってしまったから、その代わりに……）

　自分は元カノの代わりで、なおかつ〝菜穂とは真逆のタイプ〟として選ばれたのかもしれないという思いつきは、美月をひどく打ちのめしたが、同時に納得もさせた。

（つまらない女だから滉一君に振られたのに、つまらない女だから雪成さんに拾われたんだ……。でも、これでやっと納得できる理由が見つかった。よかった。これで思い上がったりすることはなくなった）

　期待をすれば、それが裏切られた時にひどく傷つく。だったら最初から期待しなければいい。執着するから思い通りにならないと苦しむのだ。

（やっぱりマンションの契約は残しておかなくちゃ。あと、仕事も……いつクビになってもいいように、引き継ぎで困らないようにちゃんとしておかなきゃ）

　そうやって現実的なことを考えていれば、多少は気が紛れる。

「私に話したってこと、雪成さんには言わないでくださいね」

「えっ……」

「ここだけの話です。もう忘れてください」

　美月はにっこりと笑顔を作り、それから空いたグラスをテーブルの上に置いた。

　もちろん強がっていても、美月の頭の中は真っ白だ。ただこの場をやり過ごすために、無になっているだけである。

　それでも強がらなければいけない。美月にとって、今はそんな時間だった。

「いや、みっちゃん。そうは言うけど……」

　ハジメが困ったように美月に近づき、顔を覗き込むと同時に、

「シャンパンでいい？」

　ひとりの男がボトル片手に美月に声をかけてきた。

「ありがとうございます」

　美月は置いたグラスを持ち上げてシャンパンを注いでもらう。

　飲まずにやってられるかという投げやりな気持ちもあったのかもしれない。一気にそのグラスを空けてしまった。

「ちょっ、そんなに飲んで大丈夫？　リョウ～なにしてんの」

「ハジメ、そんな怖い顔するなって。わかってるよ。彼女は雪成のツレなんだろ。ただ話し相手になるだけだ。ほら、ハジメ、あっちで呼ばれてるぞ～」

　男は快活に笑って、渋い顔をしたハジメの背中を追いやった。

「座ろうか。立ってるとすぐに酔いが回る」

「はい」

　船室は広く、壁に沿ってぐるりとソファが置かれ、ゆったりと座ることができる。テーブルにはオードブルが並べてあり、窓の外の景色を眺めながらグラスを傾け談笑するグループは、美月たち以外にも十人以上いた。外のデッキや二階に行っている人は案外少ないのかもしれない。

　ソファに並んで腰を下ろすと、男は名刺を差し出した。

「工く藤どう良りょう輔すけといいます。よろしく」

　名刺には、誰でも知っている大手アパレルメーカーの社名が書いてあり、なおかつ肩書きには常務とあった。そしてさすがアパレル重役というべきか、センスのいい髪型から磨き上げられた靴のつま先まで、どこをどう見ても隙がない。まるでファッション雑誌から抜け出してきたようなイケメンモデル風の良輔に、美月は感心する。

　本当にこの集まりは、雪成やハジメを含めて上流階級の人間ばかりなんだと、改めて思い知らされた。

「森田と申します」

「〝みっちゃん〟って、ハジメは呼んでたけど。俺にも名前教えてくれないかな」

　良輔の見た目は、愛嬌のあるおぼっちゃまといった感じである。美月の素っ気ない素振りすら楽しんでいる、そんな口ぶりだった。

（少し大人げなかったかな……）

　ここにいるのは雪成やハジメの幼馴染だ。ヤケになって、感じ悪く振る舞うのはよくないと考え直した。

「美月です」

「美しい月と書いて？」

「はい」

「君に合ってるな」

「ありがとうございます」

　美月という名前をつけてくれたのは、死んだ祖父だった。似合う似合わないは置いておいても、名前を褒められるのは嬉しい。

　それから美月は良輔に少しだけ打ち解けて、色々な話をした。本が好きと言われたので美月が今読んでいる推理小説の話をすると、同じ作家のファンだということがわかり、話が弾んだ。

「あまりにも好きになりすぎると、もうその人が書いてるものならなんでも読みたいって気にならない？」

「なります。小説家指南本まで買っちゃって……書きもしないのに、勉強になるなって思ったりして」

「あー、それ俺も持ってるわ。〝国語は苦手、小説を書くのは好きじゃない〟って作家が言い切るのもびっくりだし、常にビジネスの観点から書いてるの、おもしろいね。うち、全然関係ないアパレルなのに、やっぱり勉強になるなって思った。もちろん俺に推理小説を書く予定はないんだけどな」

「ですよね」

　意外にも共通の本の話題で話が合ったことで、美月と良輔は肩を揺らして笑い合う。お互いの言いたいことがわかると、それだけで楽しいものだ。

「美月さんの出身は？」

「四国です。徳島県の北東の端っこ……鳴門市です」

「えっ、鳴門？　うちの母も鳴門の出身」

　そして美月の通った高校の名前を口にした。

「同じ高校です」

　驚いた美月は、目を丸くした。

「えー、すごい偶然だな！　母は大学から東京に出てきたんだけど、祖父母が今も鳴門に住んでるから、たまに帰ってる。東京に出てきたらって何度も誘ってるんだけど、やっぱり生まれ故郷を離れる気にはならないみたいだ」

　良輔は美月の顔を覗き込む。

「美月さんも、やっぱり故郷に帰りたいって思う？」

「……いえ。三カ月前に東京に出てきたばかりなので、今はまだそれほど」

　それほどどころか、当分帰る気はないのだが、良輔にそんな話をする必要はない。

「いつか案内してって言ったら、困る？」

　ハジメに釘を刺されたはずだが、良輔は特に気にしていないようだった。

　美月は笑って首を振った。

「東京の男の人は優しいけど、女性を口説くのがマナーみたいになっているのは、どうかと思いますよ」

「いやいや、それは偏見だ」

「そうでしょうか」

「そうだな。きっと美月さんの周りの男が悪い。まぁ主にハジメとかハジメとか……ハジメとか」

「ふふっ……」

　良輔のおどけた言葉に、美月は笑う。

　確かに山邑始という男は、最初から最後まで、顔を合わせれば口説いてくる男だ。

「だけど山邑さんは本気に取らない相手を選んでますよね」

　声をかける女性すべてを本気にさせてしまっては、ハジメの身がもたないだろう。だからあれはハジメのお遊びとしか、美月は考えていなかった。

「まぁ、そういうところはあるかもな。学生の頃から博愛主義で、あちこちで甘い言葉をささやいてモテモテだったけど、それで揉めた記憶はないし……」

　それもそうだとうなずきながら、良輔は組んでいた足を下ろして立ち上がった。

「いい景色になってきたみたいだ。デッキに出て風に当たらないか」

「いいですよ」

　美月がうなずくと同時に、「じゃあ行こう」と手をつかまれた。

「えっ、あの――」

　気がつけばそのまま強引に、クルーザーのデッキへと連れ出されてしまった。

　デッキでは七、八人くらいの男女が、スピーカーから流れる音楽をＢＧＭに、おしゃべりをしている。雪成と菜穂の姿はなかった。まだ二階にいるのかもしれない。

（もしかしてふたりきり……）

　その場面を想像したが、慌てて考えるのをやめて海を見つめる。

　太陽の光にキラキラと光る海面は美しい。眩しさに目を細めながら、美月は風で帽子が飛ばされては大変と、片手で押さえつつ、良輔につかまれている手を引いた。

「こういうの、ダメですよ。困ります」

「じゃあタイタニックごっこでもする？」

「しません」

「それもダメか」

　アハハと笑う良輔に悪びれた様子は微み塵じんもない。こういう天真爛漫さや無邪気なところは、愛されて育った人ならではのものだ。

　自分にもこんな時期があったはずなのだが、今はとても信じられない。ほんの少し、羨ましいとさえ思う。

「そんなに雪成のことが好き？」

　良輔は優しげな、穏やかな眼差しで美月の隣に並び、手すりにもたれながら海を見つめる。

「え？」

「え、じゃなくて。好きなのかってこと」

「……あの」

　好きかどうか問われるとは思っていなかった。

「あの……雪成さんは……優しいですから」

　なんと言っていいかわからず、美月は曖あい昧まいに答える。それを聞いて良輔は笑った。

「東京の男は、俺含めみんな優しいからダメなんじゃなかった？」

「……そうでしたね」

　だが、男たちの表面的な優しさを咎とがめながら、それに救われているという自覚が美月にはある。

　否定も肯定もしない美月に、

「――白黒はっきりつけられないってことだな」

　良輔は肩をすくめた。

（白黒はっきり……って、私が雪成さんをどう思ってるかってこと？　そんなの……）

　胸がざわつく。

（好き……？）

　雪成のたくましい腕に抱かれてキスをされると、自分がとても価値のあるものに思える。

（つらい時、耳触りのいい言葉が欲しかった。優しい言葉や態度に、浸りたかった。雪成さんは、そんな私に望むものをくれた……。ひとりで泣かなくて済んだ）

　だが考えてみれば、雪成がただまっすぐに、自分を見つめてくれる時がなによりも一番嬉しかったのだ。そして同時に、繰り返し何度も自分に期待しないようにと言い聞かせ続けているのは、心の奥底にある火種を、これ以上大きくしないためで……。

（私……）

　美月の頰がカッと朱に染まる。

　この瞬間、知りたくなかった事実に気がついてしまった。

　それを見て良輔は、「あー……つけいる隙はなさそうだな」と苦笑する。

「いや、ちょっと待ってください。私はそんなっ……」

　ついさっき、元カノの存在に打ちのめされたばかりだ。ここで自分の気持ちを自覚するなど最悪のタイミングではないか。

（なにも今じゃなくてもいいじゃない！）

　押し込めていた気持ちを真正面から問いかけられて、暴かれる。

　雪成を好きだという今さらすぎるその真実は、美月を怯えさせた。

（ダメ、こんな気持ちに向き合いたくない。いつか終わりが来る恋を、始めたくない……！）

　その時、風が強く吹いた。美月のかぶっていた帽子が舞い上がる。

「あっ……」

　太陽に目を細めながら空を見上げ、美月はその視線の先にあるものを見て、凍りついた。

「帽子が……あ」

　美月の帽子を追いかけようとして、良輔も固まった。ふたりの視線の先には――雪成と、彼の首の後ろに腕を回して口づける菜穂の姿があったのだ。

（嘘……）

　二階のデッキの端にいるふたりはもつれるように抱き合ったまま、視界から消えてしまった。

「えーっと……!?」

　なぜか美月よりも良輔が焦っていた。二階を見上げたまま、ピクリとも動かない美月の肩をつかんで、強引に反対側を向かせた。

「今のはナシ……ってことで！」

　ほんの一瞬のことで、自分たち以外は二階の彼らの存在に気づかなかったようだ。夢ということにしたいが、良輔もはっきり見てしまったらしく、完全に困りきっていた。だからこれは紛れもない現実なんだなと、美月はぼんやりと考えていた。

「ナシにはならないと思いますけど……お気遣いありがとうございます……」

　なんとか絞り出した声は震えていた。喉が締めつけられて、心臓がキリキリと痛い。

　そんな美月に良輔がなぜか弁解を始める。

「いや、マジで。あなたを口説いておいてなんだけど、雪成はああ見えて、絶対浮気とかするヤツじゃないから……なにかの間違いだと思う。それにその、菜穂はアメリカ在住だし、キスとか挨拶みたいなものだし……ってあー、なんかしゃべればしゃべるほど墓穴掘ってる気がしてきた……」

　良輔は困ったように髪をかき回す。

（浮気……？　違う。あれは浮気なんかじゃない）

「大丈夫です……。雪成さんを責めたりなんかしません。誰かを責めるとしたら、それは私……だと思います……」

　美月は良輔の胸をそっと押し返して、一階の船室の方向へと戻る。

「は？　それどういう……って、ちょっ、美月さん、待って……」

　良輔が慌てて後を追いかけてきたが「ひとりでいたいので」と断って、船室には入らず、ぐるっと歩いて反対側の通路へ向かった。

（頭、パンクしそう……）

　手すりを両手でつかんで、美月はその場にしゃがみ込む。脳裏にはキスをするふたりがくっきりと焼きついていた。

　大企業の副社長と、自立したニューヨーク在住のジュエリーデザイナー。しかも学生時代からの恋人ときている。

（だけどこれが現実なんだ。私が弱いから……他人の好意に甘えて自分で立ち直ることを放棄したから、こういうことになるんだ）

　だから責められるとしたら〝弱い自分〟だ。

　美月の目からポタポタと涙が落ち、ウッド調の甲板に涙の跡で模様を作る。

（ここが陸の上ならどこにだって逃げられるのに、海の上だと逃げられない……）

　この後どうやって雪成と菜穂の姿を見つめればいいのか。それともここにずっと隠れていようか……。

　そんなことを考えてぐるぐる思考を巡らせていると、頭上からゴロゴロと地響きのような音が聞こえた。

「え？」

　泣きながら顔を上げると、ついさっきまで真っ青だった空が、灰色の分厚い雲に覆われていた。そして突然、大粒の雨がザーッと降り始め、空を見上げた美月の頰に落ちる。

　いきなりの雨に、美月の涙も、あっという間に流されてしまった。

「雨降るなんて言ってなかったのにー！」

　遠くからハジメの声がした。甲板の向こうから「キャー」と雨に悲鳴をあげ、バタバタと移動する音も聞こえる。それから、

「……美月！　どこだ！」

　低くてよく響く声が、美月の名を呼んだ。雪成だった。

　ハッとして立ち上がると、

「美月！」

　美月の姿を発見した雪成が慌てた様子で走ってくる。

「早く中に入れ！」

　そして美月の体を抱き寄せ、一階のリビングフロアへと駆け込んだ。

「はい、濡れた人は体拭いて～！」

　中ではハジメがてきぱきとタオルを配っており、それを一枚受け取った雪成は、美月の肩や腕を拭き始める。

「あ、あの、自分で拭けますから。雪成さんも拭いてください……」

　子供のように体を拭かれるのを恥ずかしいと思うよりも先に、濡れたままの雪成が気になって、美月は体を引こうとした。だが雪成は美月の腕を離さない。

「俺は丈夫だからいいんだ」

「丈夫だからって……」

「いいから。俺がそうしたいんだ」

　そして雪成は丁寧に美月の体の上の雫を拭っていく。その優しい手つきに美月は混乱してしまう。

（さっき、菜穂さんとキスしてたのに……。どうして……？）

　おそるおそる顔を上げると、雪成の漆黒の瞳と目が合った。なにか言われるかと思ったが、雪成はなにも言わず目を細めて微笑み、そのまま頰や額の水滴を拭う。

（でもよかった。泣いたのはわからないみたい……）

　あの場面を見たとは絶対に知られたくなかった。雪成と気まずくなりたくない。雪成を困らせたくない。たとえ終わりがすぐそこに来ているとしても、雪成には感謝の気持ちのほうがずっとずっと多いのだ。

　そこへハジメが熱いコーヒーを配りながらやってくる。リビングの端で雪成が美月を拭く姿を見て、軽く首をかしげた。

「ユキがみっちゃん拭いてるの見てると、なーんかデジャビュあるなー」

「デジャビュ？」

　美月が問いかけると、「あ、あれだ。子供の時拾った猫だ～」と、なにかを思い出したように笑い始める。

「小学生の時にさ、うちの別荘の敷地に子猫が捨てられてて、夏の間、俺たち子供だけで面倒見たんだよ」

「あっ、その話、懐かしい～！」

　突然、菜穂がひょっこりとハジメの背後から顔を出した。そしてハジメの持つトレイからマグカップを取り、雪成に差し出す。

「はい、ユキ」

「置いといてくれ。後で飲む」

「私が飲ませてあげようか？」

　いたずらっぽく笑う菜穂に、ハジメが「菜穂、熱々コーヒーを直に飲ませるって、罰ゲームじゃん。ユキにそうやって絡むのやめなさい」と肩をすくめつつ、美月にもカップを差し出した。

「ありがとうございます……。で、その子猫はどうなったんですか？」

「別荘の管理人さんに頼んで、あちこちにもらわれていったよ」

「そうなんですか……よかった」

　まさか捨てはしないだろうと思ったが、ちゃんともらわれていったと聞いて一安心だ。カップを持ったまま美月は胸を撫で下ろす。

「そういや結局最後まで面倒見てたの、ユキだけだったよ」

「えっ、そうなんですか？」

　美月が首をかしげると、雪成はなにも言わず肩をすくめる。

「そうよ。ユキは人一倍、優しいんだもん」

　代わりに菜穂が雪成の背後から彼の肩にタオルをのせると、美月を見て、邪気なくクスッと笑った。

「いつだって、目の前の困ってる弱くて小さい存在を、見捨てられないのよね。それで損をすることいっぱいあるのに」

　菜穂の目尻のつり上がった大きな瞳は、その瞬間、雪成を飛び越えて、彼にかいがいしく世話をされている美月を見つめていた。

　美月の心臓がドキンと跳ね上がる。

（今の、私に向けて言った？）

　まさかと思ったが、そのまま視線をそらしスッと離れていく菜穂の後ろ姿を見て、どうやら勘違いではなさそうだと悲しくなった。

（彼女からしたら、確かに私って雪成さんが見捨てられないような、弱ってる小さな存在なのかも……）

　知っているはずもないが、自立した女性の目には、失恋して泣いてばかりの自分は、さぞかし愚かな女に映るだろう。いや、もしかしたら雪成が、美月をかわいがっているのは気まぐれだと、正直に菜穂に話しているかもしれない。

（自業自得だけどみじめだな……穴があったら入りたいって、きっとこういう気持ちを言うんだろうな……）

　ぼんやりと受け取ったコーヒーを眺めていると、

「お前、猫舌だったか」

　雪成が目を細める。

「え……？」

「ぼーっとコーヒー眺めてるだろう。冷めるのを待ってるのか」

「あ……はい、そうですね。猫舌なほうです」

　本当は菜穂の言葉にへこんでいたのだが、猫舌なのも嘘ではない。

「ふぅん」

　雪成は一瞬なにか言いたげに目を細めたが、なにを思ったのか、フーッと美月のおでこのあたりに息を吹きかけた。当然、前髪がふわふわと浮かび上がって、くすぐったいことこの上ない。

「なっ、なんですかっ!?」

「冷ましてやろうと思って」

「私の前髪を？」

「フーッ」

「やっ、やめっ、くすぐったいですっ……」

　なんとも絶妙な力加減で吹かれるので、美月は逃げようと身をよじった。だが、雪成は妙に真面目な表情で、美月の肩をつかみ引き寄せる。

「逃げるな」

「そんなっ、じゃあ吹くのやめっ、きゃっ、ダメッ、コーヒーこぼれますっ！」

　コーヒーをこぼさないよう必死な美月だったが、結局、「はい、みっちゃんからかうのそこまでね～」と、ハジメが間に入ってことなきを得た。

「もうっ……」

　むくれながらコーヒーを飲む美月に、雪成はクックッと肩を揺らしながら顔を近づける。そして頰に指を滑らせささやいた。

「お前は笑ったほうがいい」

　そのひと言に、ドキンと心臓が跳ねる。

　泣いているところを見られたわけじゃない。美月の涙は通り雨が流してしまったから。それでも彼は、自分から涙の匂いを感じ取ったというのだろうか。

「雪成さん……」

（優しい……。本当にこの人は優しい。だから進歩のない自分が不甲斐なくて、申し訳なくなるんだ）

「美月？」

　泣きそうになるのをこらえると、雪成が怪訝そうに眉をひそめる。

　慌てて笑顔を作って首を振った。

「もう大丈夫です。だから雪成さんも拭いてください」

「……ああ」

　そして菜穂が肩にかけていったタオルで、雪成は雑に髪を拭き、それからハジメに呼ばれて席を立った。「すぐ戻るからそこにいろよ」と、言い残して――。










失恋秘書、心が千々に乱れる




　結局、雨は降りやまず、クルージングは途中で中止になった。「近いうちに集まり直そう」というハジメの言葉に皆うなずき、三々五々に帰っていく。

「おふたりさん、送るよ」

　車のキーを指に引っかけ、くるくる回しながらハジメが雪成と美月に声をかけると、オーナーズルームに残っていた菜穂がハジメの背後から抱きついた。

「ハジメちゃ～ん、私も実家まで送って～」

「実家？　まぁ、ユキんちの途中だしね。いいよ。ふたりとも大丈夫？」

「ああ」

　雪成がうなずいたので、美月も慌ててうなずいた。

　もちろん菜穂と同じ空間にいることに不安がないわけではないが、車の中ならふたりきりというわけでもない。緊張するが、少し我慢をすればいいだけの話だ。

　プジョーの後部座席には、美月と菜穂が乗った。最初、雪成が美月と一緒に後部座席に乗り込もうとしたのだが、『助手席は酔うから嫌なの』と、菜穂が雪成を助手席に座らせたのだ。

　上京して三カ月の美月はまだ東京の地理がよくわからない。車となれば余計である。ただ、明らかに閑静な高級住宅地に車が入っていくのを見て、菜穂の家もまたかなりの資産家なのだろうと想像がついた。

　そして当の菜穂本人は、頰杖をついて窓の外を眺めていて、美月に一瞥もよこさなかった。

（変に緊張してしまったけど……自意識過剰だったのかな）

　内心、ホッと胸を撫で下ろす。

「菜穂……着いたよ」

　運転席のハジメがハンドルを切りながら後ろに声をかける。

「……菜穂？」

　広大な純和風のお屋敷の前に停車して、改めて振り返ったハジメが怪訝そうに眉をひそめた。

「菜穂、どうしたの？」

　眠っているのだろうか。ハジメの呼びかけにも、菜穂はうつむいたままピクリとも動かない。

　ふと胸騒ぎを覚えた美月が、「菜穂さん？」と肩に手を置いた。

　その瞬間、

「……うう……」

　うめきながら、そのまま菜穂はずるずるとうつ伏せに倒れていく。

　覗き込むと顔が土色になっていた。

「……菜穂さん！」

　美月が声をあげるのと同時に、雪成が助手席から飛び降り、後部座席のドアを開けた。

「ハジメ、家人を呼べ」

「わ、わかった……！」

　ハジメが運転席から飛び出し、門へと走る。そして雪成はぐったりした菜穂に身を寄せ、落ち着いた様子で顔色を確かめてから「菜穂、俺の声が聞こえるか」と耳打ちした。

「……ゆ、き……」

　小さな声だが、返答があった。

「ユキ！」

　屋敷の人間と連絡を取ったらしい、ハジメが玄関から走って戻ってくる。

　雪成はうなずき、グラグラと揺れる菜穂の体をすくうように抱きかかえ、玄関へと向かった。後部座席にあった菜穂のバッグをつかみ、美月も慌てて後を追いかける。

「お嬢様！」

　割烹着姿のふっくらした女性が、雪成に抱きかかえられた菜穂を見て転がるように駆け寄ってきた。

「野の上がみさん、落ち着いてください。部屋で休ませないと」

「まぁ、雪成様！　はい、わかりました！　誰か、奥にお布団を！　あと久ひさ原はら先生をお呼びして！」




　ハジメと美月は別室の奥座敷に通された。部屋には上品な襖絵と掛け軸がかかっており、つい先ほどお手伝いらしい別の女性がお茶を運んできたが、それっきりだった。

「久しぶりにヒヤッとしたよ……」

　湯呑みを持ったまま、ハジメがポツリとつぶやく。

「今日は体調が悪かったんでしょうか」

「うーん……天気が崩れたから、気分悪くなっちゃったんだと思うよ。もともと丈夫なタチではないんだ。ちっちゃい頃から病弱でさ。しょっちゅう倒れたりしてたから……」

「そう、なんですか」

　その立ち振る舞いから、太陽のように明るく天真爛漫で朗らかな人だと思っていたが、そんな単純な話ではないようだ。

「だからよくもまぁ、ニューヨークでやっていけてるよとは思うけど」

「……強いんですね」

「まぁ、確かに女の人ってそういう〝強さ〟があるね」

　自分にはないものを持っていると、そんなつもりで口にしたのだが、ハジメはそうはとらなかったようだ。

（同じ女でも、菜穂さんと私じゃ天と地の差があるのに……）

「それにしてもユキ、遅いなぁ。引き止められてんのかなぁ」

　湯呑みのお茶を飲み干し、ハジメはリラックスした様子でごろりと畳の上に横になった。

　言われて壁の時計を見上げると、かれこれ一時間半は過ぎている。

「そうかもしれないですね……」

　雪成は屋敷中の人間と顔見知りのようで、彼が菜穂を抱いて歩いているのを見て、皆一様に驚きと喜びに似た表情を浮かべていた。その雪成個人が歓迎されている雰囲気に、美月の胸はざわついた。

（そういえば雪成さん、慣れた感じだった。昔からそうやって、菜穂さんのそばにいて、彼女を支えていたんだろうか。だけど菜穂さんは、そんな雪成さんと別れて、自分の夢を追いかけて……。でも戻ってきたら、当然のように大事にされて……）

　チリチリと胸が焦げる。

　この瞬間、美月は菜穂を羨ましいとさえ感じていた。同時に、そんな自分の感情に、言いようのない嫌悪感がこみ上げてくる。

（私、最低だ……。菜穂さんは望んで倒れたわけじゃないのに）

　だが雪成と菜穂の強い結びつきを感じずにはいられない。

　ここにいるだけで、刃物で薄く自分の心を削り取られていくような気がする。

（私がどうしたらいいかなんて、雪成さんの気持ちを確かめないと、答えが出せないことはわかってる。でも、はっきり答えを出されるのが怖い……！　もう、優しくしない、愛する価値がないと言われるのが、怖くてたまらない……！）

　正座した膝の上に置いた手をきつく握りしめると、突然ハジメが畳をゴロゴロと転がって、美月の膝の上に頭を乗せた。

「きゃっ!?」

　驚いたのは美月である。

「な、な、な、なにするんですか!?」

「男のロマン、膝枕！」

「そんな元気に宣言されても困りますっ！」

　美月はサッと立ち上がってハジメを畳の上に転がした。

「あいたっ……！」

　膝から落ちて後頭部を打ちつけたハジメは、頭をさすりながら上半身を起こす。

「だってさー、みっちゃん泣きそうな顔してるからさぁ……慰めてあげようかと思ったんだよ」

　泣きそうな顔をしている女の膝に頭を乗せることが、なぜ慰めることになるのかわからなかったが、これもハジメ流なのかもしれない。

「ええっ……あの、ありがとう、ございます……？」

　つい、お礼を言ってしまった。

「どういたしまして」

　ハジメは乱れた髪を手ぐしで直しながら、あぐらをかく。

「とりあえずユキとはちゃんと話したほうがいいよ。黙ってても状況はよくならない」

「……はい」

　当然のことを言われて美月は落ち込んだが、情けないことに、話して状況が悪化することもあるから悩んでいるのだとは言えなかった。

　そしてハジメが庭に面した長い廊下に目を向ける。

「ユキ！」

　雪成が戻ってきたのだ。

「すまん、待たせたな……」

　かすかに疲労の色を残し座敷に入ってきた雪成は、立ち上がっている美月とハジメを不思議そうに見比べる。

「なにやってんだ」

「膝枕してもらおうとしたら転がされちゃって」

「おい……」

　ハジメの言葉に雪成は不機嫌そうに眉を寄せる。だがハジメはどこ吹く風だ。

「待たせすぎのユキが悪いんだろ～。いったいなにしてたんだよ。よっぽどみっちゃん連れて帰っちゃおうかと思ったよ」

「悪かった……菜穂の……家族と話をしていたんだ」

　珍しく、雪成にしては歯切れの悪い答えだった。

「あっそ」

　それ以上追及する気はないのか、ハジメはため息をつきながら立ち上がり、美月を振り返る。

「みっちゃん、帰ろうか。また今度、仕切り直そうね」

「……はい」

　うなずきはしたが素直に受け取ることはできなかった。

（また今度……。また今度のその機会に、私の居場所はあるんだろうか）




　マンションに戻ると日は完全に落ちていた。窓の外には、これぞ東京というべき、夢のように美しい夜景が広がっている。

（たった一日で、いろんなことがありすぎたかも……）

　疲労を覚えてリビングのソファに座ると、

「悪かったな、疲れただろう」

　雪成が隣に腰を下ろし、美月の肩を抱き寄せ、こめかみにキスをした。

　優しさに満ちたその仕草に、美月の胸の奥は当然のごとく違和感でざわめく。

（相変わらず優しい……）

　顔を上げ、雪成を見つめる。

（今、話してくれたら……キスしたことは無理でも、せめて菜穂さんが元カノだってこと、話してくれたら……。そうしたら……私も、勇気を出して、あのキスのことを聞けるかもしれないのに……）

　だが雪成には、菜穂のことを話す気はなさそうだった。そのままふっと笑って、今度は頰を撫で顔を近づけてくる。

（キス……。私ともするの？）

　美月は奥歯を噛みしめる。

〝優しくしてやる、甘やかしてやる、夢を見せてやる〟

　雪成は最初から何度もそう言っていた。そして美月はその甘い誘惑に身を任せてきた。それで失恋のつらさが紛れたからだ。

　だが今はどうだろう。こうやって、意味もなく優しくされるほうが、ずっとつらい。

　美月の脳裏に、クルーザーの二階で抱き合っていた雪成と菜穂の姿がフラッシュバックする。

（あれは私とは違う、対等なキス……）

　羨ましくて、涙が出そうだった。

「……なにか作りましょうか」

　とっさに美月は雪成の胸を押し返し、ソファから立ち上がっていた。

「美月……？」

　怪訝そうに顔を上げる雪成に、美月はなにごともなかったかのように、にっこりと微笑みかける。

「考えたらお昼からほとんどなにも食べてないですもんね。私、ペコペコなんです」

「……そうだな」

「お風呂でゆっくりしてきてください。その間に用意しておきますから」

　そして美月は雪成の返事を待たずにキッチンへと向かう。

（変に思われたかな……。大丈夫だよね）

　けれど美月は、今、雪成と上辺だけのキスをすることに耐えられそうになかったのだ。




　夕食の後、美月も入浴を済ませてリビングで雑誌をめくっていた。静かな夜だった。同じソファには雪成もいて、タブレットで英語の記事を読みながらコーヒーを飲んでいる。

「美月」

「はい？」

　ほとんどなにも読んでいない雑誌から顔を上げると、

「明日から三日……いや、四日間、出社しない。予定はすべてキャンセルしてくれ」

　雪成がタブレットを見つめたまま驚くようなことを口にした。

「えっ？」

　出社しないとはどういうことなのか。

　秘書として働いたこの三カ月、出社しないと言われたのは初めてだった。

「なにか急用でも？」

　当然秘書の立場から尋ねたのだが、雪成は美月を見ずに、少し不機嫌そうに首を振った。

「私用だ」

　私用と言われてしまうと、なにも言い返せない。

　自分には言えないことなんだなと気づいて、内心ショックを受けていた。

「わかりました」

　それでも冷静に、美月は雑誌を閉じ、とりあえず壁にかかっている時計を見上げる。

「先に寝ますね。おやすみなさい」

「……おやすみ」

　美月の目にじんわりと涙が浮かぶが、タブレットから一度も顔を上げない雪成に気づかれるはずもない。

（雪成さん、私のこと見てくれない……）

　どんよりとした分厚い雨雲が胸にかかったようだった。




　そしてその夜、雪成がベッドの中に入ってきたのは、深夜二時を回った頃だった。

　遅いからといえばそうなのだが、眠りの浅い美月が目を覚ますと、「まだ夜中だ」と、美月の頭を撫でてベッドに入り、目を閉じてしまった。寝ていないのは気配でわかったが雪成はなにも言わなかったし、美月を抱いて眠ることもしなかった。

（どうして急にそっけなくなってしまったの？　出社しない理由を聞いたから？）

　悲しくて胸が張り裂けそうだったが、いくら考えてもわからない。

　そもそも自分と雪成の関係は〝恋人に振られて傷ついた美月を慰める〟という形で始まったのだ。〝冗談じゃない、からかっていない〟と雪成は繰り返し、美月をここに住まわせることにしたが、それは雪成にとって、かわいそうな捨て猫を保護することと一緒なのだ。

（菜穂さん、言ってた……損をしても、放っておけない人なんだって……。私のこともそうなの？）

　彼を好きだという気持ちと、迷惑をかけたくないという気持ちの間で、美月は振り子のように揺れる。

　結局、雪成に背を向けたまま、静かに泣くことしかできなかった。




　それから雪成とは完全にすれ違いの生活が続いた。

　雪成は朝早くに家を出て、深夜を回って帰宅してくる。ほとんど会話がない状態だ。

　だから美月は仕事になるべく没頭して、雪成のことを考える時間を減らそうとしたのだが、ふと手が止まった瞬間にどうしても考えてしまう。

「はぁ……」

　何度目のため息だろう。ため息をつくとその分だけ幸せが逃げるというが、自分の幸せなど、とうに尽きた気がする。

　幸い午後の秘書室には誰もおらず、美月ひとりだけだった。気分転換に買いに出た、ラーメン一杯分のカロリーだというコーヒーショップの新作フラペチーノを飲みながらメールの整理をしていた美月は、「やっぱりちゃんと話をしよう……」と決意した。

（今日は木曜日……今日で雪成さんの〝私用〟は終わりだ。私には話したくない内容かもしれないけど、聞かないままじゃ、どんどん悪い方向に思考が向いてしまう。だから菜穂さんとのこともちゃんと聞いて、今後私はどうするべきなのか、心を決めよう）

　雪成ときちんと話をすると決めただけで、心が少しだけ軽くなる。

「そうよ……山邑さんだって言ってたじゃない。話さないことには状況はよくならないって。彼の言う通り……あとは私が勇気を出すだけよ……」

　その瞬間、目の前の電話が外線着信を知らせた。ドキッとする美月だが、受話器を取り耳に押し当てる。

「はい、副社長秘書室、森田です」

《あ、森田さん？　寺てら前まえです》

　電話の主は社長秘書の寺前だった。この道十年の秘書室長であり、同時に美月にとって一番頼れる先輩だ。

「寺前さん、どうしたんですか？」

《実は社長のおつかいで外出してたんだけど、事故で電車が遅れてるの。しかもうちの子が熱出したらしくって、今から保育園に迎えに行かなくちゃいけないのよ。私の代わりに社長のお供で懇親会に出てくれないかしら》

「わかりました」

　美月はパソコンから秘書室共用のスケジュールを呼び出して、寺前と電話で内容を確認する。懇親会といっても、日本橋に本社を置く老舗企業の社長たちが、親睦を深めるという名目で集まるただの飲み会だ。絶対に寺前でないといけないわけでもない。自分で十分務まるだろう。

《残業つけて、そのまま直帰にしてくれる？　急にごめんなさいね～》

「いえ、大丈夫です。お子さん、ひどくならないといいですね」

　電話を切ってから、美月は慌ただしく化粧を直し、社長室へと向かった。

　ＫＯＴＡＫＡ社長の小鷹孔ひろ明あきは、いかにも老舗企業の品のいい社長を絵に描いたような、おっとりとした風情の男性である。背は高くガッシリとしているのだが、その顔は柔和でいつもニコニコと笑っている印象が強い。

「聞いたよ。寺前君の代わりに来てくれるんだってね」

「はい。よろしくお願いいたします」

「なんだか悪いね」

　社長は肩をすくめてにっこりと笑う。

「寺前君には、ひとりでもいいと言ったんだが、以前酔っ払って橋から落ちそうになったことがあってね。それでもう怒られて怒られて……以後、見張られるようになったんだ」

「は、橋から……」

　なるほどこれは、確かに目が離せなさそうだ。

　美月はクスッと笑ってしまった。

「社長が橋から落ちないように見守っていますね」

「ははは、よろしく頼むよ～」

　その瞬間、社長の笑って目を細めた顔が雪成とそっくりで、ドキッとした。

（似てないかもって思ってたけど、やっぱり親子なんだ）

　そしてふと、今、雪成はどこでなにをしているのだろうと、胸が苦しくなったが、それを今夜確かめると決めたのだ。

（泣いてばかりいないで、強くなるんだ）

　美月は苦い思いを必死で飲み込んで、秘書の顔を作った。




　懇親会は人にん形ぎょう町ちょうの隠れ家的な料亭で開かれた。美月は他の社長たちに挨拶を済ませた後、別室でひとり、ノートパソコンを広げる。

　そろそろお中元のシーズンである。副社長名義で手配しなければならない数は膨大だ。去年のお歳暮と見比べながらリストを作成していると、あっという間に時間が経っていく。

「失礼します」

「はい」

　部屋の外から声がかかり、美月の返事にするりと障子が開いた。廊下から顔を覗かせたのは先代の女将で、今は大女将と紹介された年配の女性である。手にはお盆を持っており、品よく盛られた小鉢とご飯、香の物とお味噌汁がのっている。

「お夕食まだでしょう？　どうぞ召し上がってくださいな」

「よろしいんですか？　ありがとうございます。実はなにか食べてくればよかったって思っていたんです」

　ノートパソコンを閉じて資料をまとめ、下に置く。

「それはいいタイミングだったわねぇ」

　人のよさそうな大女将は、クスクス笑いながらお盆をテーブルの上に置き、お茶を淹いれる。

「雪成ぼっちゃんの秘書さんなんですってね」

「はい」

　その口調は優しく、雪成とは長い付き合いを感じさせた。

（品よく着物を着て、かわいらしい方。うちのおばあちゃんみたい……）

　大女将の佇まいに、鳴門にいる祖母を思い出して懐かしさに胸がきゅっと締めつけられる。美月が東京に行くと決めた時、とても寂しがっていたので、急に会いたくなってしまった。

「坊ちゃんはお元気？」

「はい、最近はリゾート関係で日本中を飛び回っています」

「ああ、やっぱりそうなのね。最近あまり顔を見せてくれないから、忙しいんだろうなあって思っていたのだけど」

　湯呑みをテーブルの上に置いて、大女将がにっこりと笑う。

「結婚したら、もう少し落ち着くかしらね」

「……え？」

（結婚……？）

　目を丸くする美月に気づいて、大女将は「あらやだ！」と困ったように口元に手をやった。

「ごめんなさい、ついさっき小鷹社長が『雪成がやっと結婚する気になったみたいだ』っておっしゃってたから、ＫＯＴＡＫＡでも周知の事実なんだと思い込んでしまって……！　だめねぇ、私ったら……また娘に叱られてしまうわ……」

　当然、客商売でお客様のプライベートに関して話すのはご法はっ度とだ。

　みるみるうちに萎しおれていく大女将を見て、呆然としていた美月は慌てて首を振った。

「あっ、いえ、その、私も、お相手の方は、たぶん存じているので……大丈夫ですよ」

　とっさに美月はそんなことを口走っていた。

「あら、本当？」

　こわごわと顔を上げる大女将に、美月は微笑みかける。

「ええ……学生時代から長く付き合われてて……私も先日、お会いしましたし……」

　なんとか平静を保っているつもりだが、目の前の景色がグラグラと揺れている。

（雪成さんが結婚するって……社長が言った……？）

　畳の上に正座しているはずなのに、そのままめまいを起こして倒れそうだった。

「そう、よかった……でも聞かなかったことにしてね。ごめんなさいね」

　大女将はホッとしたように胸を撫で下ろし、部屋を出ていく。

　相手が誰かなんて今さら考える必要もない。状況からして答えは明らかだ。

（そっか……そうなんだ……）

　頭が靄もやがかかったようにぼんやりしている。美月の思考は完全に停止してしまった。




　それから二時間後。懇親会はお開きになり、美月は社長と共に料亭を後にした。

　せっかく出された料理はほとんど口をつけられなかった。申し訳なく思いながらも、いい気分で酔っ払っている社長をハイヤーに乗せ、自分はタクシーを拾って帰宅する。

　もちろん帰る先は六本木の雪成のマンションではない。自分の部屋だ。

　まさかこんなに早く舞い戻ることになるとは思わなかったが、たった十日かそこらの時間だからこそ、あれは夢だったのだと思えてくる。

　窓を開けて空気を入れ替えた後、シャワーを浴びてベッドに潜り込んだが、とても眠れそうにない。

　ベッドから起き上がり、クローゼットに押し込んでいた小さなポーチを取り出して、中身をひっくり返した。滉一に振られた後不眠が続き、しのぶに無理やり連れていかれた病院で処方された眠剤を手に取る。仕事に支障が出るほど強い薬ではないが、しばらく飲んでいなかったのでよく効きそうだった。

　規定の量を飲み、目を閉じる。目の端から涙がこぼれ落ちたが、そのまま枕に顔を押しつけた。

（もう、なにも考えたくない……）




　翌朝、起きる時間よりも早く、スマホの着信音で目が覚めた。ベッドの下のバッグからスマホを取り出すと母からだ。

「はい、もしもし……」

（こんな早くなんだろう？）

　体を起こしベッドの上に座り直す。口を開くと、喉の奥から不快な眠剤の苦味がこみ上げてきたが、なんとか飲み込んだ。

《ごめんねぇ、朝早く》

「それはいいけど、どうしたの？」

《実はおばあちゃんが緊急入院して、手術したのよ》

「……えっ！」

　母の言葉に一気に覚かく醒せいした美月は、ベッドから飛び降りる。

「どういうこと!?」

《最近体調を崩してねぇ、病院に行ったら、そこで脳梗塞まで見つかって、あっという間に手術することになったのよ。バタバタしてて、手術が終わったのは深夜だったから……連絡できなくてごめんなさい》

「いや、ううん……」

　美月は呆然としながら相あい槌づちを打つ。

《でね、手術も無事終わって、後遺症もなさそうなんだけど、あんたに会いたがってるの。きっと気が弱くなってるんだと思うんだけど……週末、帰ってこれない？》

「わかった、今日、仕事終わったらそのまま帰るから！」

　仕事が終わってすぐに会社を出れば間に合う飛行機がある。お見舞いは明日になるが、早く帰るに越したことはないだろう。

　母と約束をしてから通話を終え、美月ははぁ、とため息をついた。

　つい昨日、祖母のことを考えたばかりだ。手術は成功したと言われても、やはり心配だった。

「一応しのぶちゃんに言っておこう……」

　メッセージで祖母のこと、さらに最終の飛行機で帰るということを知らせると、起きていたらしいしのぶからすぐに返事があった。

【了解。あんたんとこのご両親に了解を得てから迎えに行く】

「早い……」

　思わず口に出していたが、ホッとした。ありがとう、と返して美月はカーテンを開けた。

　東京の夜が明けかけていた。




　出社すると同時に、美月は副社長室の雪成から呼び出しを受けた。定時の一時間前に来た美月よりも早いとは、相当早い出社である。

「失礼します」

　美月がドアをノックして中に入ると、窓際のデスクの向こうに雪成が立っていた。

　背後一面がガラス張りになっているので、朝日を浴びてキラキラと光る日本橋の景色が鮮やかだった。そしてその風景に馴染んでいる雪成を見ると、やはり雪成は特別な男で、自分とは違う生まれ育ちで、違う人種なのだと思い知らされる気がした。

「……昨日、どこにいた」

　雪成は煙草をくわえていた。一瞬、体が動きかけたが、よく見れば雪成はガラスの小皿を持っている。そして少し急いたように、煙草の火を消してデスクの上に置いた。

（もう、私がガラスの小皿を持って走ることもないのかもしれない……）

　そんなことを思いながら、美月はドアの前で目を伏せる。

「社長のお供で人形町の料亭に行きました。遅くなりましたので、その後はタクシーで直帰しました」

「直帰？」

　低い声だった。それからツカツカと靴音が響いて腕をつかまれる。

「どこにだ」

　明らかにその声には苛立ちがこもっていた。

　当然だろう。朝起きると、美月のスマホには何件も雪成の着信が残っていたが、美月はメッセージひとつ返さなかったのだ。

「……自分の家に。痛いです」

　うつむいたままささやくと、雪成の手の力が緩んだ。その瞬間、つかまれた腕を振りほどいていた。

「お話がそれだけなら、戻ってよろしいでしょうか」

「……美月」

　雪成はどこか困ったように、それでも優しく美月の名前を呼んだ。美月のそっけない態度に、雪成はここ数日の行いから自分に非があると感じ取ったらしい。

「すまなかった」

　素直な雪成の謝罪の言葉に、美月の心臓がギュッと締めつけられる。

　謝られると、今度は逆に泣きたくなる。

「謝るようなことをされたんですか」

（今さらだけど、否定してほしい……。誤解だって言ってほしい……）

　そんな祈るような思いで顔を上げると、雪成は本当に申し訳なさそうな表情を浮かべていた。

「――そうだな。本当に……すまなかったと、思ってる」

（すまなかったって……思ってる？）

「だから……詫びと言ってはなんだが、土日でどこかに出かけないか？　ゆっくりして、それから俺の話を聞いてほしい」

　雪成は至極真面目に、言葉を選んでいるように思えた。

（俺の話を聞く……？）

　ゆっくりふたりきりになって、彼の結婚話を聞かされるというのだろうか。その上で、今まで通りこの関係を続けたいというのだろうか。そんなことをオーケーする女だと思われているのだろうか。

　美月には雪成の意図することが、まったくもってわからなかった。

　吐き気がおさまらない。

「行きません」

　美月は首を横に振る。

「なぜだ」

「今日、仕事が終わったら実家に帰りますから」

「実家？」

　変わらず美月の冷ややかな返答に、雪成は戸惑ったように眉根を寄せる。

「実家に帰るとはどういうことだ……俺は聞いてないぞ」

　聞いてないもなにも、今朝決めたことだ。もちろん祖母の容態も含めて報告する気はあったのだが、雪成の不満げな口調に、美月は我慢の限界を感じていた。だからつい、反射的に突っかかるような態度を取ってしまった。

「私用です」

「は？」

「だから……私用です」

　自分で言って驚いたが、自分はどうやら、雪成の〝私用〟を相当根に持っていたらしい。これでは完全に大人げない、意趣返しだ。

　だが雪成は美月のその言葉に目の色を変えた。

「私用……って……まさかあいつに会うのか!?」

（あいつ……って）

　雪成が美月の地元で〝あいつ〟呼ばわりする人間などそういない。だがもしかして滉一のことを言っているのだろうかと気づいて、美月は怒りで目の前が真っ赤に染まった。

「だったらなんなんですか……？」

　会う予定などないが、まさに美月にとって売り言葉に買い言葉だった。

　あのクルージングの日から、ふつふつと抱え続けていたマグマのような怒り、悲しみ、戸惑い、恐れ、嫉妬。なによりも、自分に対する苛立ち。いろんな感情が胸の奥で渦巻き、爆発しかけていた。雪成の発言が、美月の感情の堰せきを崩してしまった。美月は自分を止めることができなくなった。

「雪成さんに、私が滉一君と会うのを咎める権利なんてないですよね!?」

　大声をあげた美月に、雪成は息をのむ。

「本気で言ってるのか!?」

　だがそれでも美月は止まらない。

「本気ってなんですか？　雪成さんはただの一度だって、私のこと本気で好きだなんて言ったことないじゃないですか！」

「……っ……」

　痛いところをつかれたのか、めったに臆さない雪成が口ごもる。

（そうだ。かわいがってやるとか、体の関係を意味して、愛してやるとか、そんなことはたくさん言われたけど……考えてみれば、たったひと言の〝好き〟すらなかった……！）

　頭のいい彼がそのことに気づいていなかったはずがない。だから彼はあえて、美月に好きだと言わなかったに違いないのだ。

　なんということだろう。口を開けば開くほど、どんどん雪成との距離が遠くなる。これまで目をそらしてきたことに向き合わされる。

（もう、嫌だ……）

　このままでは本当に泣いてしまいそうだった。一刻も早くここから立ち去りたい。

　美月は副社長室から出ていこうと後ずさる。

「美月……！」

　その瞬間、ダンッと大きな音が響いた。気がつけば雪成が噛みつきそうな顔で美月を見据え、顔の横の壁に両手をついて立ち塞がり、逃げ場がなくなっていた。

「行かせない……絶対に、あの男のところになんか、帰らせない！」

　手負いの獣のような、燃える熱い目で雪成は叫び、そしてドアに押しつけた美月に強引なキスをする。

（なんで、なんで、キスするの!?）

　重なる唇からねじ込まれる舌に言葉を奪われる。それはキスという名の暴力だった。

「や、め、てっ……自分は黙って菜穂さんと会ってるくせに、どうしてこんなことするんですかっ！」

　美月は両腕で力いっぱい雪成を押し返す。突き放された雪成は、雷に打たれたように体を震わせた。

「なっ……それを誰に聞いた！　菜穂のことは誰も知らないはずだぞ!?」

　その険しい表情に、美月の心は大きな杭くいで貫かれたような激しい痛みを覚え、叫びたくなる。押し寄せてくる吐き気とめまいに、自分を保っていられなくなる。

　〝菜穂さんと会っていた〟と言ったのは、ただの勘だった。だがこの雪成の態度から、やはり会っていたのだとわかってしまった。

「この期ごに及んで、やっぱり〝菜穂〟なんですね……」

「それはっ……」

　雪成はなにかを言いたげに唇を震わせたが、結局唇を一直線に引き結んで、言い訳をしなかった。

（もう終わりだ。終わってしまった……）

「――私もたまたま知っただけです、誰にも言いませんから……」

　大女将から結婚のことを聞いたと言えば彼女に迷惑がかかってしまう。

「それと、もういいです。十分です」

「十分？」

　雪成が意味がわからないといったふうに問いかける。美月はギュッと拳こぶしを握り、涙をこらえ、雪成を見上げた。

「副社長、最初に言いましたよね……私がお腹いっぱいになるまで、優しくしてやるって……だからもう十分だって言います。お腹いっぱいです。今までありがとうございました」

　美月の言葉は、決別への意思だった。この状況は確かに半分勢いではあったが、そうしないわけにはいかない。

　だが雪成はそれを聞いても、納得しなかった。

「違う……違うんだ。頼む、美月、待ってくれ……」

　さらになにか言いたげに、綺麗に整えていた髪をクシャクシャとかき回す。

　正直言って、いつだってスマートだった彼がこんなに動揺するとは思わなかったが、自分に向かって伸びてくる雪成の手からは、サッと身を翻し逃げていた。

（違う？　私を納得させるための言葉ひとつ、言ってくれないのに……なにを信じたらいいの？）

「失礼します。業務に戻ります」

　美月は頭を下げ、そして呆然としている雪成から離れ、副社長室を出ていく。

「美月っ……！」

　閉じていくドアの向こうから雪成の声が切なく響く。

　だが美月は自分の心の窓も、扉も、なにもかも、しっかりと鍵をかけた。

　ここで傷ついていたら滉一の時の二の舞になってしまうと、自分を強く戒いましめながら……。




　その日は運よく雪成は外部会議に出かけ、美月は寺前の補佐で、本社会議の手伝いに駆り出されることになった。とりあえず雪成とは顔を合わせずに済みそうで、美月はホッとしていた。

　準備中の会議室には美月と寺前のふたりだけだった。

「昨日は大丈夫だった？」

「はい。社長も橋から落ちませんでしたし」

　コピーした資料を円卓の上に並べながら、美月は寺前の問いにうなずく。

「あはっ、そうそう！　落ちなくてよかったわ」

　美月の後から、ペットボトルのお茶をどんどんと勢いよく並べていく寺前は、快活に笑う。

（色々あったといえばあったけれど、行ってよかったんだんだよね……たぶん）

　そうとでも思わなければ気分がまいってしまいそうだった。

「寺前さんこそ、お子さん大丈夫でした？」

「うん。今朝はケロッとしてたわよ。一応義母のところに預けたけどね。『早さ紀き江えさん、秘書なんて適当にやってる仕事、辞めたっていいんじゃないかしら～。息子ちゃんがかわいそうじゃない～』って言われて、切れそうになったけどねっ！」

　ドスンッとペットボトルをテーブルに叩きつける寺前に、美月は苦笑する。

「かわいそうなんてこと、ないですよね。家族じゃない私だって、わかりますよ」

　毎朝、食の細い息子のために作る綺麗なお弁当や、毎晩の寝かしつけのための絵本選びなど、日々のちょっとした会話で、寺前がいかに子供のことを考えているか、同じ秘書室にいる美月はよくわかっていた。

「ふふっ、ありがとう」

　寺前はにっこりと笑ったが、また真面目な顔に戻る。

「でもほんと、秘書なんて優雅に遊んでるって思われがちだけど、なんでも屋みたいなものよねぇ～。まぁ、私は社長も会社も仕事も好きだから続いてるんだけど」

「そうですね。私も配属されてから、こんなことまでやるんだって、驚くこと多かったです」

　たった三カ月と少しのことだが、雪成の秘書は本当に楽しかった。勉強になることもたくさんあった。

（なのに……どうしてこんなことになったんだろう……）

　雪成との日々を思うと、胸が締めつけられて、やっぱり涙がこぼれそうになる。

　だが今は勤務中だ。ぐっと唇を噛みしめて、資料を配る手を動かす。

「でも副社長なんて、どれほど周囲に言われてもずっと秘書なしでやってきたから、あんまり困らせられることはないでしょう？」

「はい、仕事上では特に」

　コクリとうなずいたが、寺前の言葉に引っかかる。

「あの……ずっと秘書がいなかったんですか？」

　確かに美月が採用された時、引き継ぎをするような前任者はいなかった。だが、てっきり空白の期間なのだと思っていたのだ。

「ええ、そうよ。副社長がＫＯＴＡＫＡで働き出してからずっといなかったわよ。ちょっとした雑務を私に頼まれることはあったけど、スケジュール管理もご自分でされていたしね」

　そして寺前はウフフと笑いながら美月に耳打ちする。

「だからね、あなたが採用されて入社後すぐに副社長つきの秘書になるって聞いて、結構騒ぎになったのよ」

「騒ぎ？」

　なんのことだかわからずに、首をかしげる。

「えっと……副社長の女じゃないかって」

「……おん……えええええっ!?」

　会議室だということを忘れて、思わず絶叫してしまった。

「あっ、大きな声出して、すみませんっ……！」

　会議は三十分後でまだ誰も来ていないのだが、慌てて手のひらで唇を押さえる。寺前も笑って首を振った。

「いや、私こそごめんね、変なこと言っちゃって。でもあなた、四国から上京してきたばかりだったじゃない？　だから副社長の女説は消えたの」

「そうだったんですか……」

（入社したばかりの頃、確かにちょっと遠巻きにされてた感じがしたけど、そういう噂があったからなんだ）

　実際たった少しの間とはいえ、そんな関係になってしまったのは事実だが、自分が来るまで、副社長に秘書がついたことが一度もなかったというのは、驚きだった。

（そういえば山邑さんも言ってたっけ。女性連れで来たのは初めてだから、恋人だと思ったって……）

　美月は中途で総務部に採用され、研修を受けた後に秘書課に配属になったのだ。

（あの時……秘書として、雪成さんに初めて挨拶した時のこと、今でもはっきりと覚えてる……）




　約三カ月前、ボウタイのブラウスにタイトスカートという、通常のオフィスカジュアルよりも少しフェミニン寄りのスタイルで、美月は緊張しながら副社長室のドアをノックした。

（緊張する～！）

　社内研修を終えて配属されたのが秘書課だった。秘書の経験はなかったが、それまで税理士事務所で事務員としてなんでもやっていたので、それを見込んで、ということだった。

（こんな大きな、何百年も続いているような老舗の副社長秘書なんて、私に務まるんだろうか……）

　緊張で震える自分を叱咤激励しながら、美月はギュッと拳を握る。

「どうぞ」

「しっ、失礼しますっ……！」

　ドアの向こうの声が意外に若いことに驚きながら、副社長室のドアを開け、中に足を踏み入れた。

　広い副社長室の奥はガラス張りになっていた。そこには美月が想像する通りの東京の街並みが夕焼けに照らされて美しく輝いており、一瞬、自分が今どこに立っているのかわからなくなる。

　そしてひとりの大人の男が、デスクの前に立っていた。

　見上げるほどの長身に、切れ長の鋭い目とまっすぐな眉。通った鼻筋に、清潔感のある唇。スーツ姿は男っぽくセクシーで、なおかつ品があった。

（わぁ……わぁ……！）

　別に上司がどんな外見でも仕事に関係ないと思っている美月だが、さすがにここまで魅力的な男性だとは思っていなかったので、緊張に拍車がかかる。

　ドアの前で棒立ちになる美月を見て、副社長は口を開いた。

「……森田君、そこは出入り口だからもう少し前に」

「あっ、はっ、はいっ！」

（やだ私、ここでボーッとしちゃうなんて！）

　美月は慌てて足を一歩前に踏み出した。

　ドキドキしながら前に進む。一歩、二歩、三歩。

　そこで、副社長にじっと見られていることに気がついた。

（あ、あんまり見ないでほしいんだけど……）

　その時、絨じゅう毯たんにつま先が取られる。立て直そうとしたが、ぴったりとしたタイトスカートで足が動かない。

「あっ……」

　前のめりに体が倒れていく。

（転ぶ！）

　思わず目を閉じ、体を硬くした瞬間、がっしりとしたなにかに受け止められていた。

（あれ……転んでない……痛くない……）

「大丈夫か」

「……え？」

　おそるおそる目を開けて顔を上げると、副社長の精悍な顔が目の前にあった。

　そこでようやく、副社長が受け止めてくれたのだと気がついた。

　広い胸とたくましい腕に支えられて、美月は転ばずに済んだらしい。

「あ、あっ……すっ、すみませんっ！」

　美月の顔がこれ以上なく真っ赤に染まる。

（恥ずかしい……！　秘書っぽくタイトスカートとか考えた自分が恥ずかしい！）

「明日からはタイトスカートやめます！　申し訳ありません！」

　動揺のあまり、そんなことを叫んでいた。

　その瞬間である。副社長が、突然美月から手を離し、

「ククッ……」

　引きつるように体を震わせた。そして仰け反りながら、「ハハハ！」と、笑い始めたのだ。

　なぜ副社長がいきなり笑い始めたのか、美月にはわからなかった。けれど肩を震わせ続ける副社長の顔を見て、笑うとずいぶん印象が違うんだなぁと他人事のように思い、ほんの少しだけ気が楽になった。

「あのっ……」

　副社長が落ち着くのを見計らって、美月は改めて頭を下げた。

「申し訳ございませんっ……」

　すると副社長は、「いや、いきなり笑って悪かったな」と、美月に頭を上げさせる。

「だが、タイトスカートやめますには驚いた」

　副社長は目を細めて美月を見つめる。

　かなり笑われたが、バカにされた感じはしない。

「あの……すみません。その、秘書課はフェミニンな方が多いので、つい背伸びをしてしまいました」

　ここまで恥をさらけ出したのだから、正直に言ってしまおうと思った美月は、真面目な顔でそう口にした。だがそれがまた副社長のツボをついたようだ。

「せっ、背伸びっ……なんだ、それは、頼むからもう、笑わせないでくれっ……アハハハッ！」

　また激しく笑われてしまった。

（笑われてる……）

「重ね重ね、申し訳ございません……」

　転びかけたりおかしな発言をしたり、まだなんの仕事もしていないのに、謝りっぱなしである。だが副社長は首を振った。

「謝らなくていい。おかげで俺も緊張の糸が緩んだよ」

「緊張……？」

（なぜ雇用する側の副社長が緊張するんだろう）

　美月が首をかしげると、

「森田君……君は背伸びなど、しなくていい。君らしく働いて、俺を助けてくれたらいい」

　副社長はまっすぐに美月を見つめ、そして優しく微笑む。その目はとても穏やかで、確かに目を見張るほどの美男子ではあるが、それ以上に彼の人柄のよさを感じられたような気がした。

「はい、頑張ります！」

　この瞬間、恥ずかしい失敗を笑って受け止めてくれる上司のことを、美月はとても好ましく思った。

（長く働けたら、いいな……ううん、働きたい。副社長を支える立場になりたい。東京に逃げてきたんじゃないんだって思えるくらい、仕事で成果を出せるようになりたい……）

　本気でそう思ったのだ。










御曹司、失恋秘書を見失う




　金曜の夜の最終便のせいだろう。飛行機を降り、いかにも出張帰りのサラリーマンといった男性の群れの最後をトボトボとついて歩いていると、空港の待合室で手を振るしのぶの姿が目に入った。

　Ｔシャツにジーンズ、そしていつもの前掛け姿だが、スタイルがよく顔立ちが派手で美しい。立っているだけで、まるで性別不詳のモデルのように目立つ。

「美月！」

「しのぶちゃん！」

　かなり甘えたい気分になり、夢中で駆け寄ると、そのままグワッと抱きしめられた。

「ちょっ、くるしっ……！」

「うーん……昔は毎日顔わせてただろ？　なんか変な感じするんだよなぁ」

　確かにしのぶの言う通りだ。ここ数カ月は離れたきりだったが、それまであまりにも長く一緒にいすぎたせいか、一週間も顔を見ないと変な気持ちになってしまう。

「仕事の途中だった？」

　駐車場に停めていたのは、清水酒店の名前が入った配達用のハイエースだった。助手席に乗り込みながら尋ねると、「いや、終わったとこ。ここ来る前に美月んちに寄って、今日はうちに泊まるって話つけてきたから」と準備万端な答えが返ってきた。

　しのぶは森田家では絶大な信頼を寄せられているので、もちろんなんの問題もない。

「飲むぞ、美月」

　親指をピッと立てるしのぶに苦笑する。

「明日、おばあちゃんのお見舞いに行くから、ほどほどにお願いします……」

　しのぶはアルコールに強く、一度も酔って乱れたことがない。それに付き合わされる美月はたいてい途中で意識を失い、どこでもかしこでも寝てしまう。もちろんしのぶが一緒にいるので、安心ではあるのだが。

「うちで飲むんだから、大丈夫だって」

　しのぶはへへへと笑って、車のエンジンをかけた。




「おばさん、ご無沙汰しています」

　清水家の広いリビングで、しのぶの母親に声をかけると、

「あらっ、美月ちゃん！」

　エプロン姿のしのぶの母は、飲んでいた紅茶のカップを置き、嬉しそうに美月に近づいてきた。

「今日久しぶりに泊まっていくって聞いたけど、おじさん出張でいないのよ～。きっと残念がるわねぇ」

「おっさんは美月が大好きだからな～」

　しのぶはクククッと笑いながら、冷蔵庫からあれこれとつまみになりそうなものを取り出す。

「〝娘の嫁に〟とかアホなことずっと言ってたし……。あ、イカの一夜干しあるな。これ焼いて食おう」

「フライパン出すね～」

　美月も慣れたものである。ガスコンロにフライパンをのせて、イカの一夜干しを焼き始めた。

「そういえば、中学校くらいから、〝しのぶの嫁になれ〟って言われてたよね」

「んなこと言ったって、美月にも選ぶ権利はあるよなぁ」

　しのぶは苦笑しながら冷蔵庫からハムやチーズを取り出し、皿に並べる。

「でも、しのぶちゃん。昔から男子よりカッコいいから……」

　だからというわけでもないが、美月はずっと男の子に興味がなかったのだ。滉一に出会うまでは……。

　学生時代の思い出は、いつだってキラキラしている。そしてその思い出の中には、当然のごとく滉一もいる。

　美月の心は、チクリと痛みを覚えた。

「……よし、今晩は久しぶりに私のイケメンロミオ文化祭のＤＶＤ観るか？」

「ならお母さんも一緒に飲んじゃおっかな！」

　一瞬、顔が曇った美月を励まそうとしたのか、清水家の母娘が明るい声を出す。

（私ったら、まだ心配かけてるんだ……）

　そのことに気づいた美月は、ハッとして、それから笑顔を作った。

「うん、観たい！」




　大拍手のカーテンコールまで見終わって、美月は余韻に浸りながらうっとりとため息をついた。

「……今見てもやっぱりカッコいいねぇ……しのぶちゃん」

「まぁ、モテて当然のカッコよさだよな」

　作家志望の生徒が一年がかりで脚本を作成したという現代版『ロミオとジュリエット』は、派手なアクションと、これでもかと詰め込まれた悲恋のロマンスで、校内外の女性を釘付けにした。そしてたった一度の公演では客が納得せず、文化祭が終わった後に、異例の講堂公演を行った、伝説の出し物なのである。

「宝たから塚づかから勧誘が来たとか噂になったよね」

「なったなった。プロ野球じゃあるまいしスカウトなんか来るかよ」

　しのぶはケタケタと肩を揺らして笑い、ＤＶＤを止めて、空いたグラスに日本酒を注いだ。

　しのぶの母は途中で眠くなったと寝室へと行ってしまったので、清水家のリビングにふたりきりである。

「でも、美月のジュリエットもほんとかわいかったなぁ……」

「いや、私のジュリエットはおまけだよ、お・ま・け～」

　投票前から圧倒的人気だったしのぶが、『美月がジュリエットなら、ロミオをやってもいい』と、ふれ回っていたのだ。当然、しのぶのロミオが見たいという女子の組織票で、美月もジュリエットに選ばれたのである。とはいえ、美月にも懐かしい思い出には違いない。

「そう……投票、男子の二位は滉一君だったんだよね」

　ふと、脳内にあの日の放課後が蘇る。

　校舎に差し込む夕日と、グラウンドから聞こえてくる帰宅する生徒の声。

『森田』

　日直で遅くなったところで、同じクラスの学ランの男子から、少しぶっきらぼうに呼び止められて――。

「〝本当は一緒に劇に出たかった〟って言われて、すごくびっくりして……」

「美月」

　しのぶはじっと窺うように美月を見つめていた。泣き出すのではないかと、思ったのかもしれない。

　実際、滉一に一方的に別れを告げられて以降の美月は、なにを見ても滉一のことを思い出し、泣いていたから。

「大丈夫だよ」

　美月は親友の心配をふふっと笑って、持っていたグラスをテーブルに置いた。

「ねぇ、しのぶちゃん。私ね、滉一君とちゃんと話そうと思う」

「えっ!?」

「もちろん、向こうが会いたくないって言うんだったら、会わないけど」

　美月は深呼吸をして、きちんと背筋を伸ばし、隣のしのぶに向き合った。

「私、滉一君にも、しのぶちゃんにも、嘘をついたんだ」

　祖母のことがあったついでというわけではない。むしろこの帰省はいい機会だった。自分のことをいつも気にかけてくれる親友には、自分の気持ちを正直に言わなくてはいけないと、ようやく決心がついたのだ。

「……ひとつ嘘をついて、その嘘のために、また嘘をついて……。なにが本当で嘘なのか、わからなくなって」

　美月の告白を聞きながら、しのぶも持っていたグラスをテーブルに置く。

「自分の気持ちなのに、わからないなんて、変だよね。でも……本当にわからなかったの」

　美月はソファの上で膝を抱える。そしてポツリポツリと、語り始めた。

　帰りたくなかった地元への急な出張で滉一と再会し、ひどく傷ついた自分を雪成が癒してくれたこと。一時でも優しくしてもらえたらそれでいいと思っていたはずなのに、気がつけば雪成を好きになってしまっていたこと。そしてその思いに気づいた時、彼に特別な人がいることがわかったこと。どうしようもなく嫉妬して、そんな醜い感情に引きずられて、喧嘩まがいのことをして、帰省してきたこと。

　全部、心の中に抱えている思いを、全部、洗いざらい口にした。

「――肩の荷、下りたか？」

　顔を上げると、しのぶは酒の入ったグラスを片手に優しい顔をして、美月を見つめていた。

「うん……しのぶちゃんの分は、下りた」

　親友の言葉に、じわりと涙が浮かぶ。

「下りたよ、下りたけど、怒らないの？　雪成さんのこと、恋人だなんて嘘ついたんだよ……？」

　しのぶは、滉一とのことで一番迷惑と心配と負担をかけた親友だ。食事も取れず、夜も眠れなかった美月のために、森田家に泊まり込み、話を聞いてくれた。時には怒り、なだめたりしながら、美月を助手席に乗せて深夜のドライブにも連れていってくれた。

　もちろん家族の支えもあったが、しのぶがいなければ美月はまだ立ち直れていなかったに違いない。そんな親友に、新しい恋人ができたと嘘をついたのだ。どう謝っていいかわからなかった。

「自分のことしか考えられなくて、ごめんっ……」

　自分が泣いては仕方ないのだが、申し訳なくてポロポロと涙がこぼれてしまった。

「美月」

　プニッと頰が指でつままれる。

「しのぶちゃん……？」

　驚いて一瞬、涙が止まった。

　猫のような大きな目で、しのぶは美月を見つめる。その目に美月を責める色はどこにもなかった。

「……後悔のない人間なんかいるかよ。悩まず、立ち止まったこともない人間がいるかよ。人の心はそんなに強くできてない。未熟な自分を認めてこそ、人は成長するんだ」

　しのぶの言葉に、また涙が溢れてくる。

「美月はどうするか自分ひとりで決めたんだろ。なんか危ねぇことするってんならまだしも、そうじゃないんだろ。だったら私がこの先の美月の未来にどうこう口を出すようなことはねぇよ」

　そしてしのぶはにっこりと笑った。

「……しのぶちゃんっ……ありがとうっ……ありがとうねっ……」

　手の甲で涙を拭くと同時に、肩をそのまま抱き寄せられる。

「親友だろ。私だって昔は美月に頼りっきりだったじゃないか。お互い様だよ」

「うんっ……うんっ……」

　そうは言っても、自分のほうがずっと頼りきりだ。せめて、今後はしのぶの親友として恥ずかしくないよう、頼りにしてもらえるような、そんな自分でありたいと思う美月だった。




　そうやってひとしきり泣いて、顔を洗って戻ってきた美月のグラスに、しのぶは新しく日本酒を注ぎながら眉を寄せる。

「で、あと下ろすとしたら、滉一の分だな」

「うん。できたらでいいんだけど……」

　滉一に振られてからまともな会話はまったくしていない。今さら自分が話したいと言って、聞いてもらえるのかと不安になったが、

「バーッカ、もっと図々しくなれ！　美月には十分、その権利があるっつーの！」

　しのぶは、バシッと美月の肩を叩く。

「ただまぁ、滉一、嘘がつけねぇからな。美月が戻ってること含めて、翠子にバレたらコトだな……」

「だよね……結婚するんだし、変な波風立てるのは悪いよね」

　もし自分が滉一と会ったことが翠子やその周辺に知られたら……。

　想像するとゾッとする。

　八年間、ずっと好きで好きでたまらなかった元恋人だ。振られた直後は恨めしく思ったのも事実だが、かつて心から愛した人を苦しめたくはない。

　だがしのぶは少し考えた後、ぐいっと日本酒をあおるように飲み干し、

「まあ、私に任せろ。滉一ひとりくらい、ペロッと拉ら致ちってやっから」

　ペロリと舌なめずりをして、物騒なことを言い放った。

「しのぶちゃん、拉致はちょっと……」

「まぁまぁ」

（大丈夫……なのかな？）

　行動力もバイタリティーも人一倍あるしのぶの言葉に若干不安を覚えつつも、美月は自信満々な親友の横顔を見上げた。




　美月の自宅は閑静な住宅街にある二階建ての一軒家だ。

　翌朝、美月を自宅まで送ったしのぶは、「とりあえずまた連絡するわ」と言って帰っていった。美月が明日の昼の便で東京に戻る予定なので、それまでになんとかしてくれるということだった。

（滉一君……会えるかな。会えたらいいけど……）

「ただいま～」

　そんなことを考えながら、鍵かぎを開け、玄関に入る。

「ワンワンワンワン！」

　廊下の奥から、チャリチャリと爪音を鳴らしながら、ミニチュアダックスのハトムギが走ってきた。

「ハトムギ～！」

　ワシャワシャと顔や体を撫で回していると、

「あ、おかえり～」

　美月の母がエプロン姿で顔を覗かせた。

「ただいま」

　靴を脱いでそのままダイニングキッチンへと入ると、父と姉が食卓についていた。

　美月の父は公務員で、母は専業主婦、姉は自宅の離れでネイルサロンを開業している。家族の仲は良好だ。

「しのぶは帰ったの？」

「うん、仕事があるんだって」

　姉の言葉にうなずきながら、なんとなく空腹を覚えて、美月はお椀を取り、自分でお味噌汁をよそう。

「ご飯食べる？」

「ううん、お味噌汁だけでいい」

　四人テーブルの、姉の隣が美月の指定席だ。手を洗い、いつものように腰を下ろすと、帰ってきたんだと唐突に懐かしくなった。

「面会に行けるのはいつ？」

「十一時からよ。一緒に行きましょ」

「舞まいちゃんは？」

「午前は予約入ってるから、夕方にでも行くわ」

　姉の舞は、父親似で華やかなタイプの美人だ。三年前、いきなり勤めていた会社を辞めてネイル学校に通い始めた時は家族全員驚いたが、今はネイリストとしてそれなりにうまくいっているようだ。

「ところで美月」

「うん？」

　お母さんのお揚げのお味噌汁は美味しいなぁ、とぼんやりしていたら、隣の舞が箸を置く。そしてひどく真面目な表情で問いかけた。

「あんた、玉の輿に乗るって本当？」

「ゲホッ……！」

　思わずむせ返ってしまった。

「なっ、なっ、なんでそういうことにっ……！」

　ゲホゲホとせき込みながら、母親が慌てて差し出した水を飲み干す。

　美月は口元をペーパータオルで拭い、箸を置いた。

「舞ちゃん、誰から聞いたの、それ」

「あんたの同級生のお客さんから。ってかさ、帰ってきてたんなら顔くらい出しなさいよ」

「……仕事で来てたから帰る暇もなかったの。あと、玉の輿とかそういうのは忘れて……」

　確かに狭い街だが、美月の噂が家族にまで伝わったのは、姉のネイリストという仕事柄だろう。ＫＯＴＡＫＡの副社長との噂がまさか巡り巡って家族の耳に入るとは思わなかったが、本気に取られるのは困る。

「忘れてって言われてもね。大人なんだからほっとけってのもわかるけど、滉一の後じゃん。だからみんな気にかけてんのよ」

「それはそうかもしれないけど……」

　まさか朝からそんなことを聞かれると思っていなかった美月は、テーブルの向こうの両親の顔を見つめる。

　おしゃべりな母親はまだしも、普段無口でほとんどしゃべらない父親までどこかそわそわしている。新聞の表面を見つめるだけで、まったく字を追っていない。ちなみに食後のお茶を飲みながら新聞を読むのは父の習慣だが、テーブルの上のお茶は手が付けられないまま置かれており、すっかり冷めているようだ。

（これは……最初から舞ちゃんが代表して聞くってことで打ち合わせしてるな）

　美月ははぁ、とため息をついた。

「はぁじゃないよ、美月。どうなの、本気なの」

「……うん」

　やけっぱちになっているわけでもない。自分が本気なのは確かだ。だからうなずいた。

「美月。いくらなんでもＫＯＴＡＫＡの副社長なんて身分違いにもほどがあるよ。最初はよくてもさ、すぐにいろんなことが違いすぎるって、思うよ。うまくいくわけないじゃない」

「舞ちゃん……」

　舞の言うことはもっともだった。

　生まれ育った環境が違うのは、すれ違いを生む原因になって当然だ。

　実際美月は、雪成と一緒にいたこのわずかな間でも、雪成やその親友であるハジメの周辺のゴージャスな環境には驚かされてばかりだったし、雪成に甘えているだけの自分がここにいていいのかと劣等感を刺激されることもあったのだ。

「美月、舞は意地悪で言ってるんじゃないのよ」

　うつむく美月に、母が助け舟を出す。

「そんな、世界が違う人と一緒にいても、結局傷つくのは美月だから、心配してるのよ」

「……うん」

　なにも言わないが父も同じ気持ちなのだろう。心配そうに新聞から顔を上げ、美月を見つめていた。

「その……こうやって心配してくれるのは、私が……滉一君のことで、たくさん心配かけたせいだよね。それは謝る。ごめん」

　美月の言葉に、家族が一瞬ホッとした表情を浮かべる。

「でも、私は大丈夫だから」

　顔を上げ、美月はきっぱりと言い放った。

「美月……」

「玉の輿うんぬんはとりあえずいったん置いといてほしいんだけど……どうなっても、滉一君の時みたいにはならないよ。だから心配しないでほしいんだ」

　どうなっても心配しないで……。

　自分で言っておいてなんだが、美月の胸はきつく締めつけられる。だがその痛みもあって当然のものなのだと、受け入れるしかない。

　雪成には菜穂がいる。仕事だって続けられるかわからない。東京に戻ったら美月の居場所はないかもしれない。なにより、美月自身、結婚した雪成を一番近くで見つめるのはあまりにもつらすぎるとわかっている。

　想像すればするほど、いいことはなにもないような気がしてくる。だがそれでも美月は、〝傷つくから〟という理由で、自分の心を変えるつもりは微塵もなかった。

（全部、私の責任で、私の意志だから……）

「美月……」

　舞はなにか言いたそうに口を開いたが、結局「わかった」とうなずいた。

「舞……」

　両親が、話が違うと言わんばかりに顔を見合わせる。

「しょうがないじゃん。美月が大丈夫だって言うんだから。一度心に決めたら頑として譲らないからね。上京の時だってそうだったでしょ。全員の反対を押し切って行っちゃったんだからさ。お父さん、お母さん、心配するのはヤメヤメ。いざとなったらうちに帰ってきたらいいって、どんと構えてればいいのよ。家族なんだから。ほら、美月が生きてるだけで丸儲けよ～」

　あっけらかんとした表情の舞は、肩をすくめて、お味噌汁のお椀を口元に運ぶ。

「……そうね。いつでも帰ってきたらいいんだからね」

　舞の発言に、母がうなずいた。父も渋い顔をしたが、なんとか飲み込もうとしているのは表情でわかった。

　生きているだけでいいとは甘やかされたものだが、滉一と別れた後の憔しょう悴すいぶりを近くで見ていた家族にとっては、冗談ではないのだ。

　家族の愛情をヒシヒシと感じながら、美月も改めてお味噌汁のお椀を持ち上げた。

「お母さん、やっぱりご飯も食べる」

「はいはい、ちょっと待ってね～」

　母は笑ってテーブルから立ち上がる。

「ワンワンワン！」

「ハトムギ、後で散歩に行こうか。ね、お父さん」

「うん？　ああ、そうだな」

　父は新聞をたたみながら窓の外に目をやった。

「お父さん、最近太ってきたからなー。歩かなきゃヤバイよ。メタボだよ」

「そ、そうか？」

　森田家の食卓が笑いに包まれる。

　窓の外はくっきりと晴れ渡っていた。東京とは違う、見上げなくてもどこまでも青い空だった。




　腕時計の針は午後一時を指していた。美月は祖母が入院している市立病院の屋上のベンチに、ひとりで座ってぼんやりと空を眺めていた。

（おばあちゃん、私の顔を見て喜んでくれたし、呂ろ律れつもまわってたし、しゃんとしてたし、想像より元気そうでよかった……）

　一時間前に見舞いを終えて、家族はすでに帰宅している。美月がひとりで残ったのは、しのぶから連絡があったからだ。

【市立病院に連れていくから、屋上で時間潰してろ】

　まさか滉一との再会の場所が病院になるとは思わなかったが、しのぶ曰く〝木を隠すのなら森の中〟らしい。確かに街で一番大きな病院なのだから、もし万が一他人に見られたとしても、なんとでも言い訳できる。

（私、どこかでこっそり会うことしか考えられなかった。でも逆に、そういうところでふたりきりだと、誰かに見られた場合、逃げ道がないもんね……）

　さすがしのぶちゃんだと感心していると、「美月！」と、しのぶの声がした。振り返ると屋上の出入り口のドアの前で、しのぶが笑顔で手を振っている。そして彼女の後ろには、神妙な面持ちの滉一が立っていた。

（本当に来てくれたんだ……）

　美月もベンチから立ち上がって手を振った。

「ここいいだろ。見晴らしいいし、風もよく吹くしさ。前、バイクで事故って入院した時に、ここでいっつも時間潰してたんだ」

「そういえば、そんなこともあったね」

　しのぶが交通事故にあったのは大学生の頃だ。美月は当時のことを思い出して、身震いした。

「私より美月のほうがめっちゃ泣いて動揺してたよな」

「肋骨に鎖骨、足の骨まで折ってるのに、ケロッとしてるしのぶちゃんが変なんだよっ！」

　美月は思わずしのぶの腕のあたりをバシッと叩いていた。

「あー、はいはい。ごめんごめん」

「全然悪いと思ってないし……」

　事故の後も相変わらずしのぶはバイクに乗っている。自分に止める権利はないのだが心配なことは変わらない。

「美月……」

　そんなやりとりを見て、しのぶの背後に立っていた滉一が一歩前に出た。

　シンプルなボタンダウンのシャツにデニムという姿は懐かしく、美月の心を一瞬だけざわつかせたが、それ以上の感情は起こらなかった。

「滉一君……ちょっと瘦せた？」

　幾分か頰のあたりが細くなったような気がして問うと、

「仕事忙しくてさ」

　滉一がその頰のあたりを撫でる。

「美月、こんなクソ男の心配なんかしてやんなくていいぜ」

　しのぶは笑って滉一の肩に腕を回すが、

「なんか懐かしいな、こういうの」

　ポツリとつぶやく滉一の言葉に、顔色を変えた。

「はぁ？　なに懐かしがってんだよ。こういうの、自分で手放したんだろ。自分の意思だろ。バカかお前は」

「……まぁ、そうだけど」

　しのぶの正論にまったく言い返せない滉一に、美月は慌てて声をかけた。

「無理言ってごめんね、今日、ここに来るの大丈夫だった？」

「ああ。実は親父が入院してるんだ。だからちょくちょく来てるから大丈夫だ」

「えっ！」

「はっ!?」

　滉一の父とは当然、面識がある。美月だけでなく、しのぶも驚いたように目を見開いた。

「親父さんどっか悪いのかよ。聞いてねぇぞ」

「去年末からちょっと腎臓の数値が悪くてさ。入退院繰り返してるんだ」

「マジかよ……」

「全然知らなかった……」

　眉を寄せるしのぶと美月に滉一は苦笑した。

「いや、そんな今すぐどうこうなるとか、深刻じゃないから。悪いな、なんか……」

　そして滉一は美月を見つめた。

「話したいって言ってくれてありがとな。俺、もう二度と美月に会えないって思ってたよ」

「滉一君……」

　美月も、こんなふうに滉一から〝ありがとう〟と言われる日が来るとは想像していなかった。それでも心は苦しくならなかった。ようやく自分の心が理性に追いついたということなのかもしれない。

　滉一と向き合う美月の様子を見守っていたしのぶに、美月は〝大丈夫〟だという意味を込めてうなずいた。

「――じゃあ私はあっちでダラッとしてるから」

　しのぶは肩をぐるりと回しながら、美月と滉一のそばを離れていく。

「……隣、座っていいか」

「うん」

　ベンチは出入り口から死角になっており、建物の陰にある。美月の隣に、拳ふたつ分ほどの距離を開けて、滉一も腰を下ろした。

「滉一君、結婚はいつなの？」

「……来月婚約して、式は秋かな」

「そっか。おめでとう」

　自分でも驚くほど冷静に祝福する言葉が出た。

「さすがにお式には出られないけど、心から滉一君に幸せになってほしいって思ってるよ」

「美月……」

　美月の嘘偽りない祝福の言葉に、隣の滉一は、膝の上で堅く拳を握った。

「……ごめんな」

「ううん……」

　心変わりを責めても仕方ないのだ。やっとそう思えるようになった。

「でも……本当は、あんな言い方するつもりなかったんだ」

「……え？」

『ずっと前から、お前に愛情はなかった』

　〝あんな言い方〟というのは、もちろん滉一が美月を振った時のセリフだろう。だが、滉一の〝そんなつもりはなかった〟という発言はひっかかった。滉一のあの言葉によって、美月はすっかり自分に自信をなくしてしまったのだから。

「どういうこと……どんなつもり、だったの？」

　想像していなかった展開に声が震える。

「言い訳するつもりじゃない……いや、言い訳にしかならないけど……美月に嫌われたくなくて、あんな言い方しか、できなかった……」

　そして滉一はベンチから立ち上がると美月に深々と頭を下げた。

「ごめん。去年、秋頃……浮気した」

「……っ……そう……うん」

　いきなりの告白に美月は息をのんだが、翠子の存在からして、それは想像の範囲内だ。だが滉一は溜め込んでいたものを一気に吐き出すかのように、言葉を続けた。

「相手は……東京から戻ってきたばかりの翠子だった。街でいきなり声かけられて、そのまま飲みに行って……流れでなんとなく……。美月に不満があったわけじゃない。このままいつか美月と結婚するんだろうなぁって思ってた。だけど、その日、仕事でちょっと失敗して……翠子に昔、好きだったなんて言われて……今思えばバカみたいだけど、自信を取り戻したかったんだ……。もちろん酔いが覚めてからヤバイと思ったけど、美月と別れる気なんてさらさらなかった。だけど十二月に入って翠子から連絡あって〝妊娠した〟って言われて、目の前が真っ暗になった。自業自得なんだけど、美月に知られたら嫌われると思った……」

（私に嫌われると思った……？）

　滉一の告白に頭がクラクラする。

「だから、私のこと、振ったの？　ずっと前から愛情がなかったなんて、言ったの？」

　そんなことで自分は傷ついて、いっそ消えてなくなりたいとさえ思っていたのか……。

「……軽蔑されるくらいなら、俺からさよならしたほうがよかった。美月に好かれたままでいたかった……」

　美月は言葉がない。おまけに翠子の妊娠である。

（加藤さんに赤ちゃんが……？）

　だが先日会った翠子は、相変わらずほっそりして高いヒールを履いていなかっただろうか。

「赤ちゃん……生まれるの？」

「……いや。美月と別れた後、問いつめたら嘘だって言われたよ」

「…………」

　まるで熱砂の嵐の中に巻き込まれたような気がした。美月の心から轟ごう々ごうと竜巻のような感情が吹き出し、美月自身をさらい、すり潰し、揉みくちゃにする。

「そんな……」

　目の縁から、涙が盛り上がった。

「……美月っ」

　切なげに眉を寄せ、手を伸ばしてくる滉一の手を、

「触らないでっ……」

　美月は拒絶し、逃げるようにベンチから立ち上がった。

「私が泣いてるのは、滉一君のことを今でも好きだからじゃないっ……！　バカにしないでっ……！」

　そしてバッグからハンカチを取り出して涙を拭いた。

「自分の涙くらい自分で拭けるわっ……」

（そうだ。もう甘えない。自分のことは自分で決着をつけるんだ）

　滉一に振られたあの夜、美月はなにも言えなかった。ただ、心変わりされるような自分が悪いのだと、自分を責めた。そして立ち直る前にまた傷ついて、とっさに〝優しくしてやる、慰めてやる〟と差し伸べられた手にすがり、結果的にこんな遠回りをしているのだ。

「……っ、私、好きな人がいる」

　美月はしゃくりあげながら、それでも目に力を込めて、滉一を見上げた。

「美月……」

　滉一は気圧されたように唇を噛む。

「死にたかったけど、死ななかった。死なずに生きて、そして恋をした。だから何度傷ついたっていい。そのたびに立ち直って、時間がかかっても、後ずさっても、回り道しても、前に一歩、進めたらいい……！」

　唐突に、脳裏に雪成の横顔が浮かんだ。副社長室で煙草をくわえ、慌ててガラスの小皿を持って駆け寄る美月を見て、目を細める雪成の顔だ。

　彼の、ほんの一瞬だけ見せるいたずらっ子のような顔が好きだった。

　彼に小さな世話を焼いて構われるのが楽しかった。

　だから本当は、ちゃんと傷ついて、自分で失恋を消化してから、新しい気持ちで、雪成に恋をするべきだったのだ。結果的には同じだったかもしれないけれど、ずっとそのほうが自分らしくいられただろうと、美月は思う。

　だから美月は、叫んでいた。

「でもっ……でもっ、どうして、ちゃんと、私に、本当のこと言ってくれなかったのっ……!?」

　手を振り上げて、滉一の胸を叩く。

「滉一君の、バカッ……！」

　トスン、トスンと何度か彼の胸を叩く。

　今さら文句を言っても、彼を殴っても、仕方ない。そんなことはわかっている。けれどこれは、きっと美月にも、滉一にも必要な儀式だったのかもしれない。

「バカッ……ううっ……ううーっ……」

　美月は滉一のシャツをつかんだまま、ずるずるとその場に崩れ落ちる。

「美月っ……ごめんっ……ごめん、本当に、ごめん！」

　滉一は目にうっすらと涙を浮かべて、美月の体を抱き起こした。

「……そんなに、あの人が……好きなのか」

「そうよ。好きよ……先がない片思いだけど……」

　美月はスン、と鼻を鳴らして唇を噛みしめる。

　散々泣いて喚いて、それからふたりはまたベンチに並んで腰を下ろしていた。

「……片思いって……あれで？」

　嘘だろ、と滉一は目を細めつつ、「新しいの使えよ」と、自分のハンカチを美月に手渡す。

「返せないよ……」

「使ったら捨てていいから」

「じゃあもらう……」

　美月は滉一のハンカチで涙を拭き、そしてはぁ、とため息をついた。

　そんな美月を見て、滉一は言葉を選びながらポツリとつぶやく。

「あのさ……俺が言えた口じゃないかもしれないけど、美月は最悪の事態を先回りして考えて、答えを出してしまうところがあるだろ？」

「……それは、よく、言われるけど……」

　基本、自己評価が低く、後ろ向きな性格をしている。それは周囲からよく指摘を受け、自分でもわかっていた。わかってはいるが、だからどうしたら生きやすくなるのかなんて想像もつかないまま、気がつけばこんなことになっている。

「そうだ。覚えてるか、あー、そうだ、俺が告白した時にさ……『なにかの罰ゲーム？　そういうの体育会系の男子の中で流行ってるって聞いたけど……よくないと思う』って……真面目な顔して言うから。俺、膝から崩れ落ちたよな」

　ハハ、と滉一は笑う。

「……そう、だったね」

　つられて美月も笑っていた。

　滉一は校内で人気のある男子だった。男子とほとんど会話をしない美月は、挨拶くらいしか滉一と言葉を交わしたことがなかった。だから告白された時はからかわれたとしか思わなかったのだ。

「信じてもらうのにひと月かかった。毎朝美月の家まで迎えに行って、夜は毎晩電話した」

「……それでも、私は滉一君が意地になってるんだって思ってた」

　美月の言葉に、滉一は微笑む。

「頑固だよなぁ、美月は」

「そんなこと……あるかもしれないけど……」

「もう少し、信じてもいいと思う。男は美月が思うよりずっと単純だからさ……って、イテッ！」

　気がついたら美月は滉一の腕のあたりをグーで殴っていた。

「ごめん、なんだかちょっとムカッとして」

「……だな。信じてとか俺のセリフじゃなかったわ。マジでごめん」

　それからふたりの視線が重なる。お互いの表情がふっと緩む。

（この感覚……懐かしいな。でももう滉一君とこんなふうに目を合わせることはないんだな）

　滉一に未練があるわけではないけれど、彼と過ごした八年間の思い出は、やはりこれからも美月の中で生き続けるのだろう。

「じゃあ俺、行くよ」

「加藤さんと仲よくね」

「ありがとう」

　滉一はくるりと背中を向けて歩き出す。美月はその背中を途中まで見送ったが、目をそらして空を見上げた。

　それは負け惜しみでも意地でもなく、美月の中できっぱりと滉一への決別ができた瞬間だった。

「……美月」

　そして滉一と入れ違いにしのぶが姿を現し、隣に腰を下ろした。

「すっきりしたか？」

「うん」

　美月はうなずく。

「滉一君、秋には結婚するんだって」

「へー、モノ好きだな。私が男ならあんな女絶対無理」

「好きなんだよ。きっかけがなんであれ……」

　美人で気が強くて、実家が裕福で。少し苦手なタイプだと思ったけれど、それはあくまでも彼女の一面で。滉一しか知らない彼女の魅力がきっとあるのだ。

　思えば自分は、八年前からずっと、滉一に甘えたきりだった。もちろん滉一がそれを望んだのもあるけれど、いざという時に、滉一が弱みを見せられない存在になっていたのかもしれない。

「きっかけがなんであれ……か。そうかもしれないな」

　しのぶは唇を尖らせながら、なにかわかったように、ウンウンとうなずいた。










失恋秘書と御曹司、正直になる




　それから美月は、病院のトイレでじゃぶじゃぶと顔を洗い、すっぴんでエントランスへと向かった。

　しのぶは客先に行かなければいけないということだったので、その場で別れる。

（このまま帰ろうかなぁ……いやでも、泣いたのが丸わかりのこの顔で家に帰るのはちょっとなぁ……。変に心配かけちゃいそうだし）

　どこかで時間を潰してから帰ろうかと考えたところで、

「あれっ、みっちゃん！」

　軽薄な呼びかけに足が止まった。

「あっ、山邑さんっ!?」

　周囲を見回せば、軽やかな足取りでハジメが近づいてくる。一瞬、雪成が一緒ではないかと心臓が縮んだが、彼ひとりのようだ。ホッとしつつハジメに向き合った。

「山邑さん、どこかお体の具合でも悪いんですか？」

　いたって健康そうではあるが、この男に限ってはつらい顔が想像できない。

「いやいや、ここに商工会議所の会頭さん入院してるから、そのお見舞いにね」

「ああ……！」

　ハジメの言葉に、美月も大きくうなずいた。

「堤つつみさんですよね」

「そうそう。よく知ってるね」

「私、この近くの税理士事務所で働いていたので、先生のおつかいでよく商工会議所に行ってたんですよ」

「へーっ、そうなんだ！　じゃあ絶対、俺たちどこかですれ違ってるよ」

　ハジメは快活に笑いながら、美月の肩を抱き、出入りする人の邪魔にならないよう横に移動する。

「この後の予定は？」

「とっ、特に……」

　至近距離でハジメの顔が近づいてきて、心臓が跳ねる。さすがにすっぴんは恥ずかしいのだが、ハジメはさらにうつむく美月の顔を覗き込んできた。

「じゃあお見舞いは十五分で切り上げてくるから、俺とお茶でもしない？」

「あ、はい……わかりました。じゃあそこで待ってますね」

　あまりにもスマートに肩を抱かれて誘われて、拒む暇もなかった。

「やったっ……！」

　ハジメはガッツポーズをしてから、

「約束だよ。気が変わったとかなしだからね。戻ってきてみっちゃんいなかったら、俺泣いちゃうよ？」

　真面目な表情を作った。つくづく愉快な男だ。

「はい、ちゃんと待ってます」

　美月は笑ってうなずいた。




　約束通り、ハジメは十五分で戻ってきた。そして駐車場に停めていた赤いＧＴ‐Ｒの助手席に美月を乗せ、「うちでいいよね」と、山邑リゾートへと向かった。

　リゾートは土曜日ということもあってか、人が多い。楽しそうな恋人や家族連れの客たちを横目で見ながら、ハジメの後をついて本館の二階へと向かう。

　通されたのはハジメが普段仕事で使っている執務室らしく、二十畳以上ありそうな広い部屋に、大きなエグゼクティブデスクと応接セットが置いてあった。

　ハジメは窓を開け放つと、デスクの上の電話で「なにか冷たいものをふたつお願い」と頼み、それから美月と向かい合ってソファに腰を下ろした。

「山邑さん、乗り物が本当にお好きなんですね」

　車の運転がまず楽しそうだし、クルーザーまで所有している。だから、そう思い問いかけると、ハジメは「そうだね。自分で思い通りに動かせるものは好きかな」とうなずいた。

「みっちゃん免許は？」

「持ってないです」

「えっ、そうなんだ。持ってないと困らない？」

「私自身は特に困ったって思ったことはないです」

「なるほど。さては周囲の男子がいくらでも車出してくれるんだな。まぁ俺だってみっちゃんに呼ばれたら飛んでいくけども」

　相変わらず心にもないことをペラペラと話すハジメだが、美月はそんなハジメの軽口を不愉快には思わない。サービス精神のある人だなぁと感心するだけだ。

　間もなくして従業員の女性が、銀色のトレイにアイスティをふたつのせて持ってきた。

「わぁ、綺麗ですね！」

　琥こ珀はく色のアイスティに、カラフルなフルーツと南国の花が飾られている。目にも美しい飲み物だ。

　美月はウキウキしながらストローをくわえる。

「いただきます……あ、美味しい。水分足りなかったんだなぁって、今気づきました」

「水分、足りなかった？」

「はい。すっぴんだし、バレてると思いますが、たくさん泣いちゃって……」

　なんでもお見通しのハジメに今さら取り繕っても仕方ないが、恥ずかしさをごまかすように、えへへと笑う。

　考えてみれば泣くだけ泣いてそれっきりだったのだ。喉はカラカラだ。そのまま一気に半分ほど飲み干してしまった。

「……みっちゃんさぁ、それ〝無自覚〟だよね？」

　そんな美月を見て、ハジメは苦笑する。

「え？」

「普段はクールビューティぽいのに、急に子供みたいに笑ってかわいくなるの、わざとじゃないよね？」

「ええっ……？」

　クールビューティだのなんだの、単語の意味は置いておくとしても、お世辞を超えたなにかを感じて、美月の頰が赤く染まった。思わず持っていたグラスをテーブルの上に置いてうつむいてしまう。

「なんの意味もないってわかってても、ドキドキしちゃうな……構いたくなる。いけない子だね」

　ハジメは声を抑え、体を乗り出すようにして美月の顔を覗き込む。

「――ところでユキと話した？」

「えっ!?　雪成さんとは……その……」

　ハジメのこういうところに、美月はドキリとする。自分の魅力をよくわかっていて、いったん油断させて切り込んでくる。ごまかせなくなってしまう。

『ユキと話し合うように』

　菜穂の屋敷から帰る直前に、ハジメにそう言われたことは当然覚えていた。だが結局、美月の思う通りにことは進まなかったのだ。

「話そうと、思ったんですけど……」

　しゅん、と声が小さくなる美月だが、

「思ったんですけど？」

　ハジメは追及の手を緩めない。

　仕方なく、美月は正直に、腹の底に澱おりのように溜まっているモヤモヤしたものを、吐き出した。

「――ムカついて」

「……え？」

　美月の口から〝ムカついた〟という単語が出たことに驚いたのか、ハジメが目をパチパチさせる。

「ごめんなさい……。でも秘密主義な雪成さんに腹が立って……。今思えば、雪成さん、なにをしていたか隠していた時のことを、話すつもりだったのかもしれないんです。金曜日に、私とちゃんと話がしたいって言ってくれたんです……。でも私は今さら話すことなんかないって、帰ってきちゃって」

　改めて言葉にすると恥ずかしくてたまらなくなる。自分にもっと大人としての余裕があればよかったのだ。

　呆れられるかと思ったが、ハジメはクスリと笑った。

「……へぇ。やるじゃん」

「やりませんよ。子供っぽいですよね。自分でもわかってるんですけど」

「なんでもハイハイ受け入れれば万事うまくいくってもんでもないよ。どう考えても堅物なユキが悪いんだし……そもそもみっちゃんが爆発するってよっぽどでしょ」

　そしてハジメはソファの背もたれに体を預け、腕と足を組む。

「まぁねぇ……。なんとなく、俺の想像の範囲内で言えることはあるけど……俺がユキの気持ちを勝手に代弁したり、あいつの周囲の状況を君に説明するのは、なんか違うと思うし」

「はい、大丈夫です。自分の気持ちの決着くらい、自分でつけないと……。それでなくても、山邑さんや周囲の人に、いつも助けられてばかりなので」

　ハジメの言うことはもっともだし、美月も代弁してもらうつもりはなかった。

　自分の言葉で、雪成の気持ちを確かめたいと思う。

（でももう、遅いかもしれない……）

　いつものマイナス思考が美月を落ち込ませるが、ふと、滉一の『美月は最悪の事態を先回りして考えて、答えを出してしまうところがある』という言葉を思い出して、プルプルと首を振った。

（確かにもう少し、物事をシンプルに、悪いふうに考えずに受け入れられたら……とは思うけど）

「……ねぇ」

「はい？」

　顔を上げると同時に、ハジメがポケットから出したスマホをなにやら操作しながら、さらっと口にした。

「もういっそ、俺にしたら？」

（モウイッソオレニシタラ……？）

　一瞬、なにを言われたのかわからずポカンとする美月だが、ハジメは持っていたスマホをテーブルの上に置き、首をかしげてにっこりと微笑んだ。

「俺、結構お買い得物件だと思うんだけど」

「……ええっ!?」

　そこでようやく、なにを言われたのか理解した美月は、驚きすぎてソファから飛び上がるように立ち上がってしまった。

「俺、秘密もないし、隠しごともしないし、女性関係で揉めたこともないし、家はそこそこ裕福だけど、両親共々リベラルで、一度だって跡取りがどうのなんて言われたことないし、結婚も急かされてないし」

「あっ、あのっ……？」

　冗談だ。いつもの冗談に決まっている。だが美月がそう認識していても、ハジメからは美月にいつものように流させる気配が感じられない。サッと立ち上がって、後ずさろうとする美月の肩に両手を置いて顔を近づけてきた。

「背も高いし、顔もいいし、声もいいし。性癖はいたってノーマルだけど、望まれればわりと柔軟に対応できるし」

「望まれれば柔軟に対応っ……!?」

「ちなみにどういうのが好みかな？」

　にこりと笑うハジメに、美月はクラクラとめまいを覚える。

「って、いや、好みとか、そういうんじゃなくて、あのっ……」

　これまで散々戯ざれ言ごとばかり言ってきたハジメだ。これもなにかの冗談と思いたかったが、ハジメは一向にこの冗談をやめようとしない。

（山邑さん、急にどうしちゃったの！）

　美月は肩をつかまれたまま、アワアワしながら後ずさる。気がつけば壁際まで追いつめられていた。ハジメは美月の肩から壁に手を移動させると、間髪入れずに足の間に膝を入れ、完全に美月を腕の中に閉じ込める。

「乙女の夢、壁ドンだね」

　低めの声でささやかれて、美月の顔は真っ赤になった。

　軽薄なノリについ普段は忘れがちになるのだが、ハジメはかなりのイケメン美男子なのだ。たとえそういうふうに見ていなかったとしても、こうやって迫られれば、美月を怯ませるほどの魅力は十分すぎるほどある。

「あ、あの、山邑さんっ……」

「なぁに？」

「ちっ、ちか、近すぎますよ!?」

「そうだねぇ。みっちゃんが逃げるからさぁ……仕方ないよね」

（のらりくらりのくせして、強引だわ……！）

　美月は涙目になりながら、ハジメを見上げる。

「確かに、山邑さんは、すごく素敵な人ですけど、でも、だっ、ダメですっ！」

「なんで？」

　ハジメは、美月の髪を指で梳き、頰を撫でる。まるで猫でもかわいがるかのように、スリスリと。

「俺、素敵なんでしょ。男なんてみんな一緒だよ。ユキに元カレの代わりができたんなら、俺でもいいじゃない」

　ハジメの言葉に、美月はハッとして叫んでいた。

「代わりっ……代わりじゃダメなんです！　私、誰の代わりでもなく、雪成さんが好きなんですっ！　だからごめんなさい、たとえ雪成さんに振られても、山邑さんを代わりにはできないし、遊び相手にもなれませんっ!!」

　その次の瞬間、

「いつ俺がお前を振った！」

　空気が震えるほどの大きな声が部屋に響いた。

「……遅いよ」

　真顔になったハジメがゆっくりと手を離し、足を引き、入り口を振り返る。

「え……？」

　美月はハジメの視線を追い、呆然とした。

　なぜかそこに、スーツ姿の雪成が立っていた。手にはスマホを持っていて、どこから走ってきたのか、髪は乱れ、肩で息をしている。

（幻聴……アンド、幻覚……）

　力が抜け、美月はそのままずるずると壁を背にして床に座り込んでしまった。

「なかなか来ないから、危うくノリでチューするところだったよ……ふぅ……」

　ハジメがわざとらしく額の汗を手の甲で拭う仕草をすると、幻覚であるはずの雪成が、苦虫を噛み潰したような不機嫌な顔でズカズカとふたりに近づいてきた。

「ハジメ、なんなんだ、お前はっ！」

「なんなんだって……それはこっちのセリフだし。てか、感謝されてもいいくらいだけどー？　ね、みっちゃん。ほら、立って」

　ハジメはクスッと笑って、床にぺたりと座り込んだ美月に手を差し出す。

「触るな！」

　その手を血相を変えた雪成が叩くように払い、美月を抱き起こした。そのままギュッと抱きしめられて余計に混乱したが、雪成の腕の強さや、彼がよく使う爽やかな香水の香りに、美月はようやくこれは現実かもしれないと思い始めた。

（幻覚じゃないの……？）

「あ、あの、えっ、本物……ですか？」

　我ながらバカな問いかけだとは思った。だが聞かずにはいられなかったのだ。

「……本物だ」

　雪成は真面目に答えると、それから美月の手をつかんで、問答無用で執務室から出ていこうとする。その背中にハジメが間髪入れずに叫ぶ。

「貸しひとつだからね！」

「わかってる！」

「ふふっ。ならいいけど」

　雪成の登場含めて、実際に起こっているこの現実についていけない美月だが、ハジメだけはこうなることがわかっていたかのようだった。

（でも、どうして、なんで？）

　執務室を出て、階段を駆け下り、そのまま離れのヴィラへと向かう。ふたりの関係のすべての始まりである、あのヴィラだった。

　カードキーで部屋の中に入ると、床にはスーツケースとその中身らしい荷物が散らかっていた。テーブルの上には仕事で使うパソコンや資料が置いてある。

「雪成さん、あの、出張で来られたんですか？」

　手をつかまれたまま、美月が問いかけると、「そうだ」と、ひと言。

　ふわふわと浮き足立っていた心が、沈みそうになる。

（そっか……やっぱり仕事で来たんだ……）

　彼がハジメの執務室に姿を現した時、美月は雪成が自分を迎えに来てくれたのだと思ってしまった。

（だけどそんなはずないよね。そんなことする理由もないし）

　しゅんとうつむく美月だが、

「……お前は何度俺に、職権乱用させれば気が済むんだ？」

　頭上から、雪成のため息交じりの声が響いた。

「……え？」

（職権乱用？）

　おそるおそる顔を上げると同時に、美月の後頭部と腰に雪成の手が回り、体がぐっと近づいた。

「……好きだ」

「え……」

「好きだ。ずっと、ずっと好きだった。どうしてもお前を手に入れたかった……どうしてもっ……！」

　燃えるような熱い瞳で雪成は美月を見つめ、そして目を丸くする美月の答えを待たずに、強引に口づける。

　唇から巡る。血が、情熱が、全身を巡る。

　地球が自分を中心に回っているはずもないのに、なぜかそんな気がした。

　その瞬間、美月の心は声にならない声をあげていた。

　この人が好きだと、叫んで、暴れて。理性もなにもかも、宇宙の果てに飛んで、ただ目の前のこの男が欲しくて、たまらなくなった。

　唇が離れて、それでも視線は絡み合ったまま。

「……あなたが、好き」

　結局、美月の唇からこぼれたのは、シンプルな言葉、それだけで。

　けれどその言葉に、美月の萎縮した心は様々な重圧から解き放たれる。

（私に雪成さんを責める権利なんてなかった。私だって、自分の気持ちに向き合わなかった。好きだって本当はわかってたはずなのに、目をそらし続けていた。拒まれるのが怖くて。なんだかんだと理由をつけて、逃げていたんだ）

　澄んだ目から涙が溢れ、頰を伝い落ちる。

「他の誰のことも見ないで、私だけを見て……」

（どうなってもいい。たくさん傷ついてもいい。それでもこの思いを伝えたい……）

　両手を雪成の頰に置き、背伸びをしながら口づけたその瞬間。炎のような目をした男は、雷に打たれたように全身を震わせ、強く美月を抱きしめた。

「今回ばかりは、優しくしてもらえるなんて、思うなよ……！」

　ベッドに行く暇もなく、そのままソファにもつれるように倒れ込んだ。




　濁流ですべてを飲み込むような激しさで、雪成は美月を抱いた。終わりの見えない快楽に溺れながら、息をしたくて水面に顔を出しても、キスで塞がれる。そんな時間だった。

「……美月」

　名前を呼ばれて、美月はゆっくりと目を開ける。どうや軽く気を失っていたらしい。

　背中がひんやりと冷たい。

　気がつけば、ふたりはソファから床の上に落ちていた。

「大丈夫か」

　心配そうに自分を見下ろす雪成も裸の肩や胸は上下し、呼吸を速くしていた。その乱れた様子もなんとも色っぽく男らしく、美月はこの人と体を重ねたのだと急に恥ずかしくなった。

「あの……お水……を……」

「わかった」

　雪成は立ち上がりながら床に落ちていた自分のワイシャツを美月の体にかける。そして自分はバスローブを羽織り、部屋の冷蔵庫からペットボトルの水を取り出して、シャツを着てソファの上に移動した美月に、蓋を開けて差し出した。

「ありがとうございます……はぁ……美味しいです……」

　冷たい水が喉を通り過ぎていく感覚に、美月は生き返ったと言わんばかりに、息を吐く。隣に腰を下ろした雪成も水をあおるように飲んだ。

「あれこれと、なかなか積極的だったな。お前にああいう一面があるとは、思わなかったよ」

「なっ……」

　雪成のからかうような口調に、美月の頭に血が上る。

「あんなことしたの、生まれて初めてですっ！」

「へえ……？　それはよかった」

　雪成は嬉しそうに笑い、寸暇を惜しむようにキスをする。

「……ん、ゆ、雪成、さんっ……」

　絡み合う舌にまた頭がぼうっとしてくる。

「――がっつきすぎか？」

　唇を外した雪成は、今度は美月の額にキスをし、上半身を抱き寄せた。

「……美月、好きだ」

　低い声で雪成がささやく。

「……っ……」

　その言葉が嬉しくて、美月は雪成の背中に腕を回した。

「私も好きです……嬉しいです……だから本当に、嬉しいです……幸せです」

　美月の目からポロポロと涙がこぼれる。

「やっとわかった。いくら心の中でお前を好きだと思っても、聞いてもらわなければただの独り言で……お前の心をつかむことなんて、できないってことに」

　雪成は美月の頰の涙を指でそっと拭い、まぶたにキスをする。そして決意したように、口を開いた。

「……俺の話を聞いてくれるか？」

　漆黒の瞳はまっすぐに、美月を見つめている。

（なにを言われてもいい……。ちゃんと現実を受け止める）

「はい」

　美月はしっかりとうなずいた。










御曹司、片思いに身を焦がす




　雪成が美月の存在を知ったのは、去年の夏の初めのこと。山邑リゾートの新館オープンに伴う出張で、鳴門に来ていた時だった。

（よく降るな……。そういえば梅雨入りしたばかりだったか）

　商工会議所に呼ばれて地元企業の会合に参加した雪成は、周囲の送るという誘いをすべて断り、ハジメの迎えを待っていた。

（彼らがこの時間からまっすぐ帰してくれるはずがないからな……）

　雪成もかなりイケる口ではあるが、ここの人たちは際限がない。付き合うのも一苦労である。

　そうやって、会議所のエントランスからどんよりとした空を眺めていると、背後から軽やかな声がした。

「傘をお持ちじゃないんですか？」

　振り返ると、地味な事務員服を着た若い女性が立っていた。

「ああ、ええ……」

　身長は平均よりも少し高く、地味な装いでも隠せない、しっとりした雰囲気の美人だった。落ち着いた艶やかな髪と肌が美しい。

（ハジメが好きそうなタイプだな……）

　失礼なことこの上ないが、雪成はそんなことを思いながら、うなずいた。

　すると女性はバッグから紺色の折り畳み傘を取り出し、雪成に差し出す。

「よかったらこれ使ってください」

「え？」

　にっこりと笑う邪気のない顔には、なんの裏も感じられなかった。

　おそらく雪成がどこの誰かも知らないのだろう。土砂降りの雨をぼんやり眺めている男がいたから、純粋に困っているのだと思ったに違いない。

「……ありがとう」

　つい、その親切にあてられて折り畳み傘を受け取ってしまったが、ハッと気づいた。

「君の傘は？」

「私は大丈夫です。車で迎えが来たから。傘はいつでもいいので、ここの誰かに預けておいてください」

「あっ、君……！」

　そして彼女は、雪成の次の言葉を待たず、エントランスから外へと駆け出していく。

　数メートル先には営業車らしい車が停まっていて、紡績会社の名前が書いてある。彼女は助手席に乗り込むと、運転席の男と笑顔で言葉をかわし始めた。

　男が女の髪に触れ、頰に触れ、ハンカチで水滴を拭う。

（恋人……同士なんだな）

　女のほうはくすぐったそうに身をよじりながら微笑んでいる。その目は優しく穏やかで信頼に満ちている。

　雪成は純粋に、そんな目で見てもらえる相手の男を羨ましいと思った。




　迎えに来たハジメが借りているマンションで飲みながら、酒のつまみ程度に〝傘を貸してくれた女〟の話をすると、ハジメはひどくおもしろがって、すぐに営業車に書かれていた紡績会社の名前をスマホで調べ始めた。

「あー、地元優良企業だね。いいねぇ、社内恋愛かな」

「かもな」

「傘を持っていけば会えるかも。俺も見たい」

「会ってどうするんだよ。人の女じゃないか」

「でもいつか別れるかもしれないじゃん」

　ハジメは目に力を込めてグラスをカウンターの上に置く。

　そう言われて、雪成は彼女のことを考えた。

「……俺があの男なら別れない」

「まぁね……見ず知らずの男が困ってると思って傘を差し出すなんてね。しかもそれ、ＫＯＴＡＫＡ御曹司のユキとまた会いたいとかいうセコイ作戦じゃなくて、通りすがりの美人の親切なんだろ？　その上、笑顔に邪気がないしっとり系とか。サイコーじゃん……俺が付き合いたい。マジで」

　そしてハジメは、「俺がモテないのはずっとひとりでいるユキのせい。みんなまずユキを狙うから、俺なんか二の次なんだ」などと言いがかりをつけ始め、散々絡んだあげく、ソファで寝てしまった。

（ずっとひとり……か）

　寝室から毛布を持ってきて、ハジメの上にかける。

　確かにニューヨークに行くという菜穂と別れてから、三年の間、特定の女性ときちんとした形で付き合うことはしていない。当然、周囲はおもしろ半分に『お前ならよりどりみどりなんだから、適当に遊べばいい』などとあれこれ言うが、雪成はとてもそんな気にはなれなかった。

　結局、自分は、己の気持ちを他人にさらけ出すことが、苦手なのだ。それは同時に、他人から向けられる好意も、あまり信じていないということを意味する。

　それは雪成が子供の頃から変わらない。たとえそのことをどれだけ責められても、自分は生き方や考え方を変えられないとしか思わない。

（なのに、彼女は、すべてをさらけ出すような顔をしていたな……）

　車の中で水滴を拭かれていた彼女は、完全に無防備だった。自分に向けられる好意を素直に受け止めて、幸せだと顔に書いてあった。

（怖くならないのだろうか……。だが、あんなふうに他人を信じられるなんて、羨ましい）

　その日から彼女の顔が、頭から離れなくなった。




　それから雪成は、半年の間に二回、あの街で〝彼女〟に会った。会ったというのは正確ではないが、とりあえず〝会った〟と、雪成は認識することにしている。

　二度目は秋の気配が漂い始めた頃だった。

　借りた傘はまだ返していなかった。彼女の言う通り、商工会議所に預ければいいのだが、それでは繋がりがなくなってしまう。直接返すのであれば、その分彼女と向き合う時間ができる。

　どうしても彼女の目を見て話がしたい。もし彼女に会えたら、傘のお礼を言い、そして押しつけがましくない態度で自分の名刺を渡し、お礼と称して食事にでも誘えたらと、考えていた。

（彼女には決まった男がいる。だがハジメの言うように、別れる可能性もゼロじゃない。期待するわけではないが……いや、期待してるな）

　だがそんな雪成の期待はあっけなく消えてしまう。商工会議所で会議を終え、取引先に向かった雪成が、一階ロビーのソファで担当者を待っていた時のこと――。

「もう少し時間かかるかもしれないですね……」

　本社の副社長であり営業本部長である雪成を緊張した様子で見つめるのは、ＫＯＴＡＫＡの現地営業所の若い男性社員だった。

「私は構わないよ。むしろまだかかりそうだし、君は車の中で休んでくるといい。正直言って、その顔、ひどいよ。寝不足なんだろう？」

「はい、実は……ちょっと張り切りすぎまして」

「やっぱりな」

　疲れ顔の営業部員を、雪成は笑って車に戻らせる。呼ばれたら携帯で呼び出すことにした。

　それから、あと三十分はかかりそうだと恐縮しながら伝えに来た取引先の女性社員に「大丈夫ですよ」と告げる。直後に、その女性社員の後ろを、事務員服姿の女性が通り過ぎ、ふと、なにかに気づいたように立ち止まった。その気配に顔を上げた雪成の全身に緊張が走る。

（……彼女だ！）

　待ちに待った、傘を貸してくれた彼女との再会だった。

（あの紡績会社じゃない、ここの社員だったのか？　いや、そんなことはどうでもいい。早く声をかけなくては……）

　だが、雪成の胸は高鳴り、呼吸がうまくできなくなる。

「あら、森田さん」

　雪成のそばに立っていた女性社員は「失礼します」と軽く会釈して、なんと彼女のもとに駆け寄ってしまった。

「こんにちは」

　〝森田さん〟と呼ばれた彼女は、腕にしっかりと封筒を抱えたまま、女性社員に会釈する。その背後にいる雪成のことは、まったく視界に入っていないようだった。

（この後呼び止めればいいだけだ）

　そう自分に言い聞かせて、彼女を見つめる。

　なぜか梅雨の頃に出会った時よりも、さらに輝いて見えた。

（なぜだろう……。思い出は美化されるものなのに、今、目の前の彼女のほうが、あの時の彼女よりもずっと魅力的に見える……）

「先日は美味しいお菓子をありがとうございました」

　高すぎず、低すぎず、聞くだけで心が落ち着いてくる、優しい声だった。穏やかな口調は、あの時と変わっていない。

「うちの部長、森田さんのファンだから、わざわざ自分で持っていったのよ。なにか変なことされなかった？」

　一瞬、彼女がセクハラでもされているのかと雪成はヒヤッとしたが、そうではないらしい。

「娘さんが私の中学のひとつ後輩で、顔見知りなんですよ。だから娘のような、マスコット的な扱いです。お菓子とか食べさせたがったりするんです」

（なんだ……そうなのか）

　雪成はホッと胸を撫で下ろす。

　確かに、彼女には人を和ませるような不思議な魅力がある。

「アハハッ、完全にお父さん目線ね。まぁ森田さんは長く付き合ってる彼氏がいるしね……で、彼と結婚するの？」

「いずれは……はい」

　その瞬間、雪成は呼吸を忘れた。頭の上にぴしゃりと雷が落ち、彼から言葉を奪ってしまった。

　だが目の前のふたりは、そんなことにはまったく気づかず、和やかに会話を続けた。

「高校生の時から付き合ってるんでしょう、ピュアだわ～」

「ピュアとかそんなんじゃ……ただ、彼以外には考えられないっていうか……あー、もう恥ずかしいですね。汗かいてきました」

　彼女が笑うと、ふっくらとした頰がピンク色に染まる。

「先生が最近血液検査で引っかかってしまって、お菓子が当分禁止になっちゃったんですよ。だからお菓子を食べるのは主に私の仕事です」

　そして彼女は、自分のすべすべした頰を手のひらで撫で柔らかく微笑むと、丁寧に頭を下げ立ち去ってしまった。

（結婚……するのか）

　正直に言うと、雪成はかなりショックを受けていた。ショックを受けたが、どうしようもなかった。別れるかもしれないと、勝手に望んだ自分がどう考えても悪いのだ。

　それにいくら気になる女性だとしても、人妻を口説くのは流儀に反する。

（残念だが、〝森田さん〟のことは忘れるしかないな……）

　雪成はそうやって何度も自分に言い聞かせ、自分を納得させるしかなかった。

　だがその後の、三度目の出会いが、雪成の心を変えてしまった。

　いけないと思っても抗えない。

　そんな恋に、雪成は落ちてしまったのだ。




　きっかけは年明けの一月中旬のことだった。もちろん場所は鳴門だ。

　飛行機の最終便でこの地に降り立った時、当然雪成は〝森田さん〟のことを考えたが、彼女は彼女らしく、幸せになっているに違いないと思うくらいだった。

　ハジメとは東京で会い、彼のマンションの鍵を預かっている。さっそくタクシーでマンションに向かい、エントランスでエレベーターを待っていると、ひとりの女が降りてきた。

「だから彼、森田さんとは別れてくれたんだって」

　彼女はラフな部屋着姿である。おそらくマンションの住人で、目の前にあるコンビニに向かっているところなのだろう。携帯電話で早口で誰かと話をしている。

（森田さん……？）

　森田という名前は珍しくはないが、雪成はなんとなく気になって、くるりと踵きびすを返し、彼女の後ろをついて歩く。女は電話に夢中で雪成に気づいていないようだ。

「いや、ほんとよ。間違いないもん。まぁ、確かに色々別れさせるために策を練った感じはあるけどさ……。そのくらい誰でもやるでしょ。それに私、コウのことずっと好きだったし、純愛だし。森田さんと別れたのは彼の意志よ。ぶっちゃけ、八年も付き合ってマンネリだったんだと思うよ」

　そしてそのまま、一緒にコンビニに入る。女はカゴを持ち、ファッション雑誌やペットボトルを入れ、レジカウンターに並ぶ。相変わらず電話をしながらだ。

「……えっ、嘘っ……まさか死んだりしない、よね……そんなの、困る……。だってコウ、優しいから同情して戻っちゃうかもしれないじゃん」

　女は少し困ったようにそんなことを口にした。

「あの子、どこで働いてたんだっけ。あー……福ふく田だ税ぜい理り士し事じ務む所しょ……。ん、わかった。お兄ちゃんに頼んで様子見に行ってもらうわ」

　唐突に女は携帯を切り、支払いを済ませてコンビニを出る。

　一方雪成は、女の後を追う気になれず、久しぶりに煙草とライターを買って、コンビニの外で唇にくわえた。

「……福田税理士事務所……か」

　口に出すと、現実味が増す。

（そういえば〝森田さん〟は〝先生〟と口にしていたな……。士業の先生なら、つじつまが合う）

　だがまさか、と思った。そもそも彼女が不幸になる未来を、雪成は一度も想像していなかったのだ。けれど世の中には理不尽な現実はいくらでもあり、正直者がバカを見るなんてことは別に珍しくもない。

（……とりあえず確かめてみよう。すべてはそれからだ）

　そして雪成はその夜、ＫＯＴＡＫＡで使っている興信所に〝個人的な理由で〟と調査を依頼した。自分でもどうかと思うが、確かめずにはいられなかった。




　森田美月。二十五歳。大学卒業後に福田税理士事務所に入社。真面目で取引先の評判もいい。学生時代から長く付き合っていた恋人、三浦滉一と別れたばかり……。

　雪成は本社の副社長室で、東京に戻ってすぐ送られてきた報告書を読み終え、ため息をついた。

　やはり彼女は、恋人と別れてしまったのだ。〝彼しかいない〟と微笑んでいた彼女のことを思うと、どれほど傷ついているだろうと心配になる。

　だが、こんなことを知って、いったい自分はどうしたいのだろう。彼女のことを調べさせる前から、そして今も、雪成はずっとそのことを自問していた。

（まるでストーカーだな……いや、ストーカーそのものだろう……最低すぎるぞ……）

　テーブルの上に置いていたスマホがメッセージを知らせる。手にとってみれば、ニューヨークにいる菜穂からだ。

【会いたい。すごーく会いたい】

「……いったいなにを考えているんだか」

　雪成はまた何度目かのため息をつく。

　菜穂とはすでに終わっているが、幼馴染としての関係まで切れたわけではない。そもそも菜穂は自由人でわがままなお姫様だ。別れてからも何度かふたりで食事もしているし、仲間内の集まりでも顔を合わせる。

　といっても雪成としては、今、菜穂のわがままにまともに付き合う気はなかった。

【忙しい。ハジメに遊んでもらえ】

　適当に返事をしたせいで長文のメッセージが返ってきたが、それに返事はしなかった。そしてまた報告書をじっと眺める。

（俺は、どうしたいんだ……）

　彼女を自分のものにする？

　だが、自分とあの男はなにもかも違いすぎて、好きになってもらえる自信がない。あの男の代わりにはなれない。

　だったら、どうしたら……。

　どうしたら……。




「だから……それから、とりあえず誰にも奪われたくないから、そばに置こうと決めた」

　美月を一方的に知っていたらしい雪成ははっきりそう言って、目を丸くして話を聞いている美月に、頭を下げた。

「すまなかった」

「えっ、いや、あの……」

　美月は美月で、たった今雪成から話してもらったことを事実と受け止めるには理解の許容範囲を超えていて、呆然とするしかない。

「あの……私がここに採用、された、のは……？」

「…………」

　雪成は美月の問いに苦虫を噛み潰したような表情になる。

「……興信所に調べさせて、春、東京に出たことを知った」

「はい」

「だから、ありとあらゆるところに募集をかけた」

「……え？」

「職安から派遣会社、ありとあらゆるところにだ」

「……それは、その……」

「甚はなはだしい、職権乱用だっ！」

　雪成はそう叫ぶと、片手で顔を覆ってしまった。見れば耳が真っ赤だ。

（もしかして……恥ずかしがってる……？）

　だが確かめないわけにはいかなかった。

「あの……私が応募してくる可能性にかけたということでしょうか……」

「そうだ」

「ですが、私が応募してくる確率なんて、ものすごく低かったのでは……？」

　確かに東京に行ったらすぐに働こうと決めて職安にも通ったが、ＫＯＴＡＫＡを受けようと思ったのもたまたまだ。誰かに言われて受けたわけではない。それこそ美月が応募してくるのは、干し草の中から針を探し出すほどの確率だったはずだ。

「わかってる。だからお前が応募してこなければ、違ったやり方で近づくつもりだった」

「違ったやり方って……」

「たとえば俺の通勤方法を変えるとか、美月の近所に引っ越すとか……」

（ええーっ……うちの近所って、庶民的なアパートやマンションしかないんだけど……）

「頼むから引くな。俺が一番自分に引いてるんだからな！」

　雪成はやけっぱちのようにうめく。だが美月は引くというよりも、純粋に心底驚いていた。

　自分がＫＯＴＡＫＡに採用されたのは〝運がよかった〟からだと、信じきっていた。今、雪成本人から、彼が奇跡のような可能性を信じて自分を求めていたということを聞かされてもまだ信じられないのだ。

（そんなに私のことを……？）

　呆然としている美月を見て、雪成はいよいよ観念したようにうなり声をあげる。

「だから……俺はお前が思ってる以上に用意周到で、そして独占欲の強い、最悪な男なんだ！」

　雪成は顔を上げ、美月の体を抱き寄せた。

「こんなみっともないことをするくらい、俺はお前が好きなんだ！」

「あの、ちなみに、三回目っていつですか……？」

　抱きしめられたまま、美月は問いかける。

　一度目が傘を貸した時。言われて思い出したが、確かにそんなことをしたような気がする。

　そして二度目が、税理士事務所のおつかいで出かけた時。これもなんとなく、そういえばそんなことがあったなぁ、という程度のことである。

　だが三度目のことを雪成は言わなかった。その三度目がいつなのか。ここまで話してくれたのだから、どうしても聞きたかった。

「……言わなきゃダメなのか。今、意図的に話さなかったの、わかってただろ」

「聞きたいです」

　すると雪成は、「もうこれ以上軽蔑されたり呆れられることもないと思いたいが……どうだろうな」と深いため息をつく。

　端整な顔から苦悩が伝わってくる。よっぽど話したくないらしい。

　だが無言で見つめてくる美月に押されたのか、しぶしぶといった感じで口を開いた。

「美月のことを調べさせた後すぐ、もう一度仕事にかこつけて、あの街に行ったんだ……。だから三度目は……美月が働いていた、福田税理士事務所……だ」

「えっ!?」

　想像もしていなかった雪成の答えに、美月は死ぬほど驚いた。

「じ、事務所に来たんですかっ!?」

「行ったよ……行った。別に俺が顔を出す必要もなかったが、現地の取引先と一緒に行った。だけど美月は俺なんか微塵も認識してなかった。お茶を出してくれたがな。ふっくらしていた頰もすごく瘦せていて……俺も当然声なんかかけられなくて……。そしてあの時に思ったんだ。俺は美月がやっぱり好きで……美月には絶対に笑ってほしい……あの笑顔を取り戻せるなら、なんでもしようってな……」

　雪成は観念したように美月の腰に腕を回す。

「あーもう、自分で言うのもなんだが、こんな自分に死ぬほど引いてるよ。完全にストーカーだからな……」

　雪成は美月の肩に顔を埋める。

「美月。惚れてるお前にこんなことを話すくらいなら、死んだほうがマシだって心底思ってるのだけは、わかれ。いいな？」

「えっ、あの……ご、ごめんな、さい？」

　なぜか謝らされてしまった。

（もしかしたら、私の頰をプニプニしてたのって……安心してくれてたってこと？）

　頰が餅だとからかわれるたび真剣に腹を立てていた美月だが、雪成は美月が回復したことが嬉しかったのだろうか。

（こんなこと言ったら怒られるかもしれないけど……かわいい人だな）

　それから、美月はよしよしと雪成の頭を撫でる。

「……もっと撫でろよ」

　嫌がられるかと思ったが、そうでもなかった。

「はい」

　しばらく撫でられた後、さらに雪成はどこか開き直ったようにつぶやいた。

「こんな俺でも、好きだって言ってくれ」

　次々と繰り出されるかわいい要望に美月は笑って、雪成の前髪をかき上げると、

「そんな雪成さんが、好きですよ」

　その額にキスをした。

　無性に愛おしさが募る。美月は一瞬泣きたくなるくらい幸せな気持ちになったが、なんとか抑えて、雪成を見つめた。

「私、雪成さんのことなんにも知らないんです。もっと、聞いてもいいですか。私に、あなたのこと教えてもらえますか？」

　例えば家族のこと……。どんなふうに生まれ、育ってきたのか。好きなもの、嫌いなもの。今まで知ろうとしなかったたくさんのこと。

　美月は、菜穂に嫉妬するよりもずっと、彼がどんな人生を送ってきたのか、知りたくなっていた。




　それから雪成は美月に問われるがまま、ポツポツと自分の話をした。

　小さい頃から、優しいと言われるが、少し冷めた子供だったということ。なんでもそつなくこなしたが、人や物に執着したり関心を持つことがなかったこと。周りの男女のように、本気で好きな相手は見つけられないと思っていたこと。学生時代、菜穂に告白されて付き合ったが、結局別れることになり、自分の不甲斐なさを申し訳なく思ったこと。そしてそんな自分を変えたいと思っても、どうにもならなかったこと。

　それはやがて雪成にとって大きなコンプレックスになり、いざ美月のことを好きになっても、自分に自信が持てず、拒絶されることを恐れて本心をさらけ出す勇気が持てなかったことなど……。

　雪成は言葉を選びながら、美月に説明した。

（そうだったんだ……）

　美月は雪成の横顔を眺めながら、首を振った。

「私にとって、雪成さんは完璧な大人の男性でしたよ。いつも余裕があって」

「……お前に関して俺は終始臆病だったよ」

　雪成はクスリと困ったように笑い、テーブルの上のスマホを引き寄せ、美月に一通のメッセージを見せる。

「菜穂に、美月に話すと許可を取ってきた。これは彼女のプライベートなことだから……事前に話せなくて悪かった」

「いいんですか？」

「ああ」

　美月はゴクリと息をのみ、それからおそるおそる雪成のスマホの画面を覗き込んだ。




【ずっとうるさくつきまとってごめん。

　でも入院に手術まで付き合ってくれてありがとう。

　おかげ様で経過は良好です。

　これで多少、性格に見合った強い心臓になってくれたらいいんだけどね。

　手術の不安から、ユキにはたくさん迷惑をかけました。

　よりを戻してって、しつこくしてごめん。

　それでも友人として励ましてくれて、ユキには感謝しかありません。

　やっぱりユキは弱いものを見捨てられない人なんだなって思ったよ。

　彼女のことごめんね。

　落ち着いたらちゃんと謝る。

　ユキからもゴメンって伝えてほしい。

　わたしもこれから自分の力で頑張ってみせるから。

　ごめんね】




　それは今日の昼に、菜穂から雪成に宛てたメッセージだった。

「手術……入院？　あの……雪成さんが私用って言ってたのは、このことなんですか？」

　雪成は小さくうなずいた。

「この半年くらい、菜穂からよりを戻してくれって言われてた。いつものわがままだろうと相手にしなかったが、あいつはちょっと性格にエキセントリックなところがあるからな。ハジメ主催のクルージングも、面倒に巻き込まれる気がして行きたくなかったんだ。でも本当は、心臓の手術をするために帰国したんだって……菜穂本人から船の上で聞いて、驚いた」

（船の上……）

　美月の胸がチリッと焦げる。思わず責める口調になった。

「……キス」

「え？」

「船の上でキスしてたの、見ました」

　思えばあそこから美月の気持ちは急降下で転がり落ちたのだ。

「……不意打ちで」

「…………」

「すまん」

　雪成は、ここまで自分の心をさらけ出してくれたのだ。不意打ちだという彼の言葉を疑っているわけではない。ただ、菜穂との過去に嫉妬なんかしていられないと思っても、やはりこれはこれ、それはそれ。キスしているところを思い出し、平常心ではいられなくなるのも当然だろう。

「本当に、すまない」

　雪成は唇を尖らせる美月の頰を撫で、それから優しくキスをする。

「俺が逆の立場だったら、めちゃくちゃ嫉妬してお前を傷つけるのに……。菜穂のことを聞かれたら、俺が欠陥のある人間なのだとバレるような気がして……怖くなった。隠したかった。すまなかった」

　まじめに謝罪の言葉を口にする雪成に、美月は不思議な気持ちになる。

（欠陥って……菜穂さんとうまくいかずに別れたことは、全部自分のせいだって思ってるってこと？）

　人と人の関係は当事者同士で築き上げるものだ。恋人同士に限らず、関係が破綻したとしても、どちらか一方が百パーセント悪いとは言い切れない部分はあるだろう。

（私だってそうだわ……滉一君とのこと……私が普段から彼に甘えてばかりだったから……滉一君は弱音を吐けなかった）

　そして雪成は美月の手をギュッと包むように握りしめる。

「その……船の上で手術が怖いから俺に付き添ってほしいって言われて。考えさせてくれって答えた。だが結局あいつの屋敷で、菜穂の家族にも頭を下げられて、断りきれなくなった」

「……じゃあ、結婚は？」

「結婚？」

　雪成はなんのことだと言わんばかりに眉を寄せる。まったく思いつかないようだ。

（どういうこと？）

　美月は慌てて口を開く。

「あの……社長にお付き合いして料亭に行った時に……社長が、雪成さんが結婚するとかなんとか……上機嫌で周囲にお話しになったみたいで。だから私、菜穂さんと、よりが戻って、結婚するんだって……思って」

　もちろん今はそんなふうに疑ってはいないが、あの時の自分は、それで深く傷つき、話し合いの場を持とうとした雪成から逃げてきたのだ。

　雪成は黒髪をグシャグシャとかき回す。

「それは……あー、まいったな……そんなことまで耳に入ってたのか」

「な……なんですか！　もうここまで言ったんだから洗いざらい話してくださいっ！」

（もう嫌だ、絶対嫌だ、後からあれこれ聞かされるなんて、これっきりにしてくれなきゃ嫌だっ！）

　美月はバシバシと雪成の膝を手のひらで叩く。

　こうなると折れるのは当然雪成だ。またため息をつく。

「だからな……うちの両親は、俺が菜穂の入院に付き添うと聞いて、よりが戻ったと勘違いしたんだ。そして結婚するのかとかなんとか言い出して……菜穂には友人として付き合うだけで、今はいずれ結婚したいと思って付き合っている女性がいると、話したんだ。たぶんそのことだろう」

「結婚したい女性が……」

　意味もなく雪成の言葉を繰り返す美月を見て、雪成は肩をすくめた。

「お前だろ」

「……え？」

「だからお前以外に誰がいるんだ」

　雪成の口調は冗談めかしていたが、その顔は優しく瞳は慈しみに満ちていた。嘘はどこにも感じられない。

　だが美月は当然慌てる。好かれていると思っていなかったので、当然彼との結婚など想像したこともなかった。

「えっ、ええっ、わっ、私!?」

　あまりの慌てように雪成はふっと笑い、美月の頰を撫でて引き寄せる。

「驚かせるつもりはない。今すぐでなくてもいい。美月が完全に俺を信じられるようになってからでいいから……結婚してくれ」

　そして優しく触れる唇は、美月の心に小さな希望の灯を灯ともす。

（雪成さんのこと……完全に信じられるようになるまでなんて……もうとっくに……そうなのに。信じてるのに）

　だが、キスをする間くらい、黙っていてもいいだろう。

　美月は内心そんなことを思いながら、笑い、それからゆっくりと目を閉じた。










御曹司の親友、奮闘する




「俺のおかげだよね、ほんと」

　ハジメはスマホを手の中で弄もてあそびながら、執務室から新館ヴィラのある方向に目をやった。

　美月をわざとらしく口説いたのは、新館で美月にどう話したものかとウジウジ悩んでいた親友を、無理やりここに連れてくるためだった。こっそりとスマホから雪成に電話をかけ、ハンズフリーの通話状態にして、自分の声を聞かせたのだ。

「いや、でも……飛んでこなかったら、マジでキスしてたかな……？　あー……たぶんしてたな。みっちゃんかわいかったし……。やべ、こんなことバレたらユキに殺される……」

　ひとり芝居風にブツブツとつぶやくハジメであるが、その頰は喜びで緩んでおり、心から雪成と美月を祝福している。

　常々ハジメは、雪成の友人として彼を誇りに思っていたが、同時に〝優しすぎるし真面目すぎるんだよな〟とも心配していた。学生時代に菜穂と付き合うと聞いた時も、〝菜穂のことを、まったく女として見てないのにすげぇな〟と感心したくらいである。

　身を投げ出すように乞こわれれば、受け入れてしまうのだ。そのくせそんな自分に後悔のし通しで、神経をすり減らしている。優しさも時には罪だなと、当時は苦笑せずにはいられなかった。

　だが、そんな親友が生まれて初めて、自分から強く望んだ相手が美月だ。

　人は自分にないものを求めるという。

　本来の美月は、笑顔がかわいい普通の女の子だった。自分もこんなふうに笑えたらいいなと思えるような笑みを浮かべる。

　きっと雪成はそんな、感情を素直に表に出す美月に、惹かれたのだろう。

「幸せになれよ～ってか、俺も幸せになりたいわ……」

　窓を開け、見上げなくてもどこまでも広く青い空と海を見つめ、ハジメははぁ、とため息をついた。
















番外編










御曹司と恋人の甘い生活




　東京に戻って、美月と雪成はとにかくふたりだけの時間を持つように心がけようと話をした。たくさん会話をして、互いに理解を深めようということになった。

　だが、これまでずっと素直になれなかった分、美月はかなり照れがあった。しかも普段は上司と部下である。なかなかオンとオフの切り替えが難しいのだ。

（だけど、雪成さんにはそんな感覚はないみたい……）

「あの、雪成さん、座っていただいていいですよ。すぐに用意して持っていきますから」

　美月は、親鳥について歩くひな鳥のように、キッチンを行ったり来たりと自分の後ろを歩く雪成を振り返った。

「ひとりで座りたくない」

「……え？」

「離れたくない」

　そして雪成は手を伸ばして、美月の手から料理がのったお盆を受け取ると、そのまま上半身を折るようにして美月に口づける。

「……ん、んん……？」

　柔らかく温かい舌が、口の中に滑り込んでくる。

「美月……」

　かすかにかすれた色気のある声で名前を呼ばれると、美月の頰にピリッと電流が流れる。もはやこれは条件反射のようなものだ。理性だけが反対をするが、雪成に触れられ名前を呼ばれることに、心と体が喜んでいる。

　気がつけば、雪成は持っていたお盆をキッチンテーブルの上にのせている。当然その手は、美月の背中や腰を這い始めた。

（こ……これはいけないパターン……！　ご飯が食べられなくなってしまう！）

　雪成は基本付き合いの外食ばかりである。マメに健康診断は受けているが、やはり心配になる。だから今日は美月なりに一生懸命、雪成のためにあれこれと考えながら作った夕食なのである。温かいものは温かいうちに食べてもらいたい。

　美月は慌てて、雪成の胸を押し返した。

「だっ、ダメです」

「どうして。愛してるのに……」

　愛しているという言葉に、心臓が跳ね上がる。ドキドキしながら見上げると、雪成の漆黒の目と視線が交わった。

「愛してるよ、美月……」

　そう言う雪成は本当に幸せそうで、美月は結局強く出られなくなってしまう。

　そんな美月の態度に、雪成はいよいよ情熱をたぎらせる。

「美月が欲しい」

　雪成の手が美月のスカートの中に滑り込む。

「あっ……」

　美月は目を閉じながら、彼の手から与えられる素敵な誘惑に、膝を折るしかなかったのである。




「夕食が、完全に冷めました」

　ベッドの中の美月がつぶやくと同時に、美月を抱きしめていた雪成は、しまったという顔をした。

「せっかく作ったのに……」

　なんとなく、恨みごとっぽく口にすると、

「あー……すまない……」

　雪成はさらに申し訳なさそうに眉を下げ、美月を抱きしめる腕に力を込める。

「その、久しぶりに一緒に過ごせる時間だったから、その、嬉しくて……つい、なによりも先に、美月をいただこうと……」

　確かに雪成は出張で関西に行っていて、顔を合わせるのは三日ぶりだったのだが、三日で久しぶりと言われるのもなんだか照れてしまう。

（まぁ、温め直せばいいんだけどね……）

　変に拗ねるのはやめようと、美月は雪成の顎先に口づける。

「私はおやつじゃないですよ」

「当然だ。おやつはなくとも生きられるが、美月なしで生きられない」

　真顔だ。

　思わぬ雪成の直球ストレートな求愛に、美月の頰が赤くなった。

「……赤くなった」

　雪成はふっと笑って、美月の額にお返しのキスをする。

「そりゃ普通、なりますよ……ドキドキします」

　ずっと上司としてそばにいた雪成は、確かにたまに軽口を言うような人だとわかっていたのだが、こと恋愛に関しては積極的な素振りを一切見せなかったので、なんだか美月はそわそわしてしまうのだ。

「そうか。これから先もずっと、俺にドキドキしてくれよ」

　そして雪成は美月の顔の横に手をついて体を起こすと、ニヤリと笑い、目を細める。

　なんだか嫌な予感に、ゴクリと息をのむ。

「……まさか」

「そのまさかだ。食い足りない」

「えっ、あ、あの、んん……っ！」

　お預けした記憶など一度もないのに、もっとよこせという雪成は、かなり腹ペコのようだった。




「みっちゃん、いつ俺の手の届かないところに行く予定なの？」

「えっ!?」

　手の届かないところとはなんなのか。

　副社長室に入ってすぐ、ハジメが真面目な顔をして謎の問いかけを発する。

　当然意味がわからない美月は首をかしげた。

「……あの、山邑様。いったいなんのことでしょうか」

　時間は夕方の五時である。雪成は外出したきりだがハジメとの面会の予定が入っているので、そろそろ戻ってくるはずだった。

　ハジメはどっかりと応接ソファに座り、美月が置いたお茶をグビッと飲み干した。

「だから、人妻だよ、ひーとーづーまー」

「……人妻。人妻!?　はぁっ!?」

　驚きすぎて美月は素に戻ってしまった。

　それはもちろん、いずれそうなったらいいなと思っている美月だが、〝結婚〟は今のところまだ現実味がない問題だ。

「そ、そんなの、まったくなにも決まってないですよ！」

「えっ、そうなの？」

　ハジメは「おかしいなぁ」と首をひねる。

「ユキは俺が主催するパーティに、基本的に来ない派なんだよね。なぜかってそれは女の人にモテて面倒くさいからなんだけど、みっちゃんと付き合いだしたら、彼女同伴だから気兼ねなく来れるじゃん。だから来週の屋形船花火観覧に誘ったんだけど、あっさり断られちゃってさ。きっとこれはユキの実家に帰ってどうのとか、そんなやつなのかなと」

「いえ、そういうのは特に……」

「なんだ……じゃあみっちゃんからもユキ誘ってみてよ。屋形船から見る花火は綺麗だよ」

「はぁ……」

　美月は曖昧にうなずきながら、首をひねる。

（来週の花火大会……。雪成さん、なにか用事があるのかな？　私は特に週末の予定を聞かれてないから、どうしようかなとは思ってたけど……。もしお休みなら、私のことなんか気にしなくていいから、休んでほしいな）

　なにしろ雪成はＫＯＴＡＫＡの後継で忙しい男だ。ひと月に、完全なオフなど数えるほどしかない。だから美月は、基本的に、雪成が休める時には休養を取ってほしいと思っているのだ。

　それから間もなくして、雪成が足早に副社長室に戻ってきた。やはり取引先に足止めされていたらしい。

「ハジメ、待たせて悪かったな」

「いや、いいよ。別に。彼女に話し相手になってもらってたしね」

「ああ……」

　雪成の漆黒の瞳がお盆を持ったままの美月を捉える。その目には奥底に濡れたような色気があって、なにか言いたそうに見えて、美月はドキリとしてしまう。

「では、失礼します」

（雪成さん自覚ないのかな……。あんな目で見られたら仕事にならないから困る……って、私が自意識過剰なだけだけど……）

　オンとオフをしっかり切り分けないと、自分はここにはいられない。

　美月は気を引きしめ、一礼して副社長室を出た。




　秘書室で入力作業をしていると、スマホがメッセージの着信を知らせる。メッセージを確認したら、なんとしのぶだった。

【東京なう。目がチカチカするなう】

「……ええっ!?」

　幸い他の秘書たちは皆退勤している。すでに定時を回り、美月も帰っていいと言われていたのだが、仕事も溜まっているので、なんとなく雪成とハジメの打ち合わせが終わるのを待っているような状況だった。

　慌てて電話をかけると、《美月～！》と陽気な返事が返ってきた。

「しのぶちゃん、東京に来てるの？」

　すると親友の声と、雑踏の声が、スマホの向こうから聞こえてきた。

《ああ、来てるよ。実は親父が食中毒になってさ、急きゅう遽きょ代理であちこち回ってたんだよ。てか、電気多すぎねぇ？》

「まぁそうだね、日が落ちてもどこも明るいけど……」

　美月は壁にかかっている時計を見上げる。時刻は夜の八時に近づいていた。

「しのぶちゃん、まだ仕事？」

《いや、これで終わりだけど。美月は？　会えるんだったら、会いたいんだけど。飯でも食わねぇ？》

　聞けばしのぶは六本木にいるという。

「私は職場だけど、すぐに行けるよ。私も会いたいし！」

《ん、じゃあまた後で。ついたら適当に電話してくれ》

　しのぶとは近いうちに東京で会おうと言っていたが、こんな急に実現するとは思わなかった。美月は急いで身支度を整え、退勤することにした。




「美月！」

　呼ばれた声に振り返ると、向こうからジャケット姿のしのぶが駆け寄ってくるのが見えた。

「しのぶちゃん！」

　一瞬人の目も忘れて、きゃーっと喜んで駆け寄ると、そのままいつものようにハグをされる。

「元気だったか？」

「元気だったよー、しのぶちゃん、スーツになるとまたカッコいいね。ほんと宝塚の人みたいだよ」

　ほっそりした体と長い手足を黒のジャケットとパンツに包んだしのぶは、相変わらず人目を引いた。別に男装しているわけではないのだが、妙な色気があるのだ。夜の六本木は人通りも多く、しのぶがチラチラと行き交う女性に見られているのも当然だった。

「とりあえずめっちゃくちゃ腹減ったから、なにか食おうぜ」

「うん。でもどうしよっか」

　美月が周囲を見渡すと、商業施設に併設された店が多く目に入る。しのぶも辺りを見回した。

「あそこに入るか？」

　しのぶが指さしたのは、オープンカフェになっているイタリアンだった。

「でもすごく高いよ、ああいうところ」

　だいぶ慣れたとはいえ、東京のおしゃれな店は、とんでもなく値が張る。場所によっては、コーヒーが千円するところもある。美月も上京した当初は驚いたものだ。

「いいよ、別に。親父の金だし。迷惑料ということにすりゃあいい」

　しのぶはクスクス笑って美月の手を取ると、目の前にあったイタリアンカフェへと向かった。

　白ワインを飲みながらお互いの近況を話し、カルパッチョや生ハムをつまむ。

　しのぶは都内で行われた日本酒の品評会と懇親会に参加していたらしい。

「どうだった？」

「……そうだなぁ。まあこれからは国内消費以上に、海外にどうやって売るかって、みんな考えてたな。消費動向を見りゃ当然だけど」

「しのぶちゃんの出番じゃない」

　しのぶは見た目はパンクだが、根がお嬢様なので留学経験もあり英語もペラペラである。

「確かに、今後はそういう仕事が増えそうだ」

　そしてしのぶは、魚介にフォークを突き刺して、口の中に放り込む。モグモグと咀そ嚼しゃくしたが、表情はいまいちだった。

「山邑リゾートのレベルの高さがよくわかるな」

「それは仕方ないよ」

　もちろん美味しくないわけではないのだが、やはり海の幸を売りにしているところとは如実に差がある。

「まぁなぁ……」

　モグモグしながら、しのぶはふと思い出したように美月に尋ねる。

「てか、あの軽薄で軟派な山邑の御曹司は、お前にちょっかい出してねぇだろうな？」

　しのぶの端正な顔には〝そんなことになったらあいつを三枚におろす〟と書いてある。

「ないよ、ないない。ほんと、なんだかんだ言って、山邑さんは雪成さんとの関係をとても大事にしてるから、私なんか最初っから対象外にしてるよ。今日だって、いつ人妻になるんだーってからかってきたくらいだし」

　美月は笑い話のつもりで話したのだが、それを聞いてしのぶは持っていたフォークを置いて、真面目な表情を作った。

「いや……私もそれは思ってた」

「えっ!?」

「だってさほら、地元の同窓会のあれから、もっぱらの噂だからな」

「あー……」

「派手にやったからな、小鷹さん」

　しのぶは苦笑して、頰杖をついた。

「でもあのおかげで、美月をかわいそうだとか言うヤツはいなくなったし、滉一だって、悪く言われなくなったぜ」

「そう、なの？」

「お前が幸せになったからだろうな」

　しのぶの言葉に美月はハッと胸をつかれるような思いがした。

（そっか……私、自分のことばっかりだったけど、そうなんだよね……。私が幸せになれば、滉一君たちが悪く言われることもないんだ）

　滉一と病院の屋上で話した記憶が、走馬灯のように美月の脳裏に蘇る。

　自分の浮気を告白した滉一に、確かにあの時はショックを受けたが、今はどうだろう。ほとんど思い出すことはなくなっていた。

「だったらよかった。滉一君にも加藤さんにも、幸せになってほしいもん」

　するとしのぶが大げさに顔をしかめ、フォークを握りしめた。

「おい、美月。お前は天使か。私なら死ぬまで恨んで呪うぞ」

「アハハッ、そんな大げさな」

　そもそもしのぶはめそめそと引きずる自分と違って、さっぱり竹を割ったような性格をしている。自分を励ますつもりでこんなことを言ってくれているのだ。

（しのぶちゃんがいてくれてよかった……）

　美月はじんわりと胸を熱くしながら、久しぶりのしのぶとの時間を楽しんだ。




　しのぶと別れた後、美月はタクシーに乗って雪成と住むマンションへと戻る。

　マンションも六本木の中心にあって、十分歩ける範囲なのだが、雪成は『危ない』と、ひとり歩きを許さなかった。

　マンションのドアを開けて、「ただいま帰りました」と声をかけると、ちょうどシャワーを浴びたばかりらしい雪成が、髪をタオルで拭きながら姿を現した。

「おかえり」

「はい、ただいま……です」

　いつも自分がおかえりと言う立場なので、なんだかこのやりとりがくすぐったく感じる。

（これって家族みたい……だな）

「楽しかったようだな」

　ニコニコと笑う美月を見て、雪成は嬉しそうに目を細める。

「はい」

　うなずくと同時に、美月の体が抱き寄せられた。

　雪成の体はとても温かい。背中に腕を回し、身体をぴったりとくっつけて目を閉じると、大きな船に乗り、波に揺られているような気になる。

「そういえば、山邑さんに、花火を観ようって誘われました」

「美月ひとりをか？　あいつは油断も隙もないな……当然ダメだぞ」

　雪成は美月の背中をゆっくりと撫でる。

　どうやら美月ひとりが誘われたと勘違いしたらしい。

「そんなわけないじゃないですか。雪成さんと一緒にですよ」

　クスクス笑いながら美月が顔を上げると、雪成は「ああ」と目を細める。

「そういえば誘われていたな……。だが、あいつの主催するパーティなんか、これから先いくらでもふたりで付き合わされるさ。今年はいいだろ」

　そして美月の顎先を持ち上げて、今度は額にキスをした。

「ということは、なにか予定があるんですか？」

　純粋な美月の問いに、雪成は一瞬臆したように息を詰まらせたが、観念してうなずいた。

「うちに……実家に来ないか」

（実家……雪成さんの、実家!?）

「そ、それって……」

　いつもはまったく気にしていなかったが、今日に限ってハジメとしのぶにあれこれ言われたので意識してしまう。

　美月がゴクリと息をのむと、雪成は正面から美月を見つめ、美月の手を口元に寄せる。その瞳は熱っぽく、多くは語らずともなにか決意を秘めているような気がした。




　雪成の実家は純然たる日本家屋の古いお屋敷で、彼の両親が住んでいる。だが今日は、ふたりとも留守にしているそうで、留守を預かっているという何人かの使用人がニコニコしながら美月を迎えてくれた。

「留守だって聞いてましたけど、ずっと緊張してて……やっぱりお留守なんですね」

　美月がホッと胸を撫で下ろすと、隣の雪成はなんだか複雑そうな顔をする。

「緊張するのか？」

「しますよ。いずれ雪成さんのご両親に挨拶できたらって思ってましたけど、ただＫＯＴＡＫＡで働いている身としては、ちょっと複雑というか……ごめんなさい、なんだか自分でもうまく言えなくて」

　美月はふふっと笑いながら、雪成が幼い頃過ごしていた母屋の二階の部屋の中を見回した。

「本当に素敵なお屋敷ですね」

　昔ながらの和室と、昭和初期に改装されたというモダンな洋室がまるで映画のセットのようだ。

　美月は胸を弾ませながらに窓辺に立ち、手入れの行き届いた庭を見下ろした。

（ここで雪成さんは小さい頃を過ごしたんだ……。どんな子供だったのかなぁ）

「あ、あのな、みつ……」

「そうだ、雪成さん！」

　なにかを言いかけた雪成と、美月が振り返るのが同時だった。

「あ、ごめんなさい。なんですか？」

　雪成の言葉を遮ってしまったことを詫びると、「いや、美月から」と譲られてしまった。悪かったなと思いながら口を開く。

「えっと、じゃあお願いがあるんですけど……アルバムとかあったら見せてほしいです」

「アルバム？」

「はい、雪成さんの子供の頃が見てみたいんです」

（絶対かわいいよね……！）

　想像するだけで頰が緩むが、雪成はあまり乗り気ではないようだ。

「俺の写真……なぁ。そんなもの本当に見たいのか？」

「見たいですよ！　当然じゃないですか」

　怪訝そうな顔をされる意味がわからない。自分が知らない頃の恋人がどんなだったか、知りたいに決まっている。美月はかなり食い気味で雪成に迫った。

「まぁ、たぶんどっかにあるとは思うんだが……探してみるか」

　雪成はうーんとうなりながら、胸元からスマホを取り出し、「知ってそうな人間に聞いてみる。ここで待っていてくれ」と部屋を出ていった。

（あるかなぁ……あるといいな）

　美月はなにげなく洋室のベッドに腰を下ろす。

（あ、このベッドカバー手作りだ。もしかして雪成さんのお母さんが作ったのかな？　だとしたらかなりの大作なのでは……）

　社長のことは当然知っているが、雪成の母のことは知らない。今日はたまたま会えなかったが、このまま付き合っていれば、きっといつか会うことになるはずだ。

（雪成さんをあんな素敵な人に育てたお母さんだもの。全然心配はしてないけど……でも向こうからしたら、私ってどうなのかなぁ）

　自分で言うのもなんだが、ごくごく普通の公務員の家庭で生まれ育った、普通の、平凡な女である。

「小鷹家に相応しくないって言われたらどうしよう……」

　当然そんなことを考えてしまう。

（でも私は、雪成さんと一緒にいるためなら、どんな努力でもする……。してみせる）

　メソメソと泣いて落ち込む美月はもうここにはいない。

　雪成の生まれ育ったこの屋敷で、美月は決意を新たにするのだった。




「美月さん、お茶をお持ちしましたよ～」

　それからしばらくして、ふっくらした体型の和服姿の年配の女性が、お盆にお茶と、雪成が買ってきたお菓子をのせて姿を現した。

　彼女はミネコさんといって、雪成と美月を迎えてくれた人物だ。雪成が生まれた頃から小鷹家で働いており、家事のいっさいがっさいを取り仕切っているという。

「ありがとうございます」

　ベッドから立ち上がり、部屋の中央に置いてあるテーブルについた。

「ぼっちゃまはどこに行ったんです？」

　部屋の中を見回して、首をかしげるミネコに、「私が子供の頃のアルバムを見たいと言ったら、探しに行ってくれたんです」と説明する。

「あら、アルバム？　だったらここにありますよ」

　ミネコはニコニコと笑って、壁一面にある本棚から三冊ほどアルバムを取り出し、丸いテーブルの上にドサッと置いた。

「二カ月に一冊のペースで写真がありますよ」

「ということはこの三冊で半年分ですか？」

　美月は目を丸くした。

　美月自身は、圧倒的に写真の数が姉より少ない。二番目あるあると言ってもいいだろう。

「奥様がカメラが趣味でいらっしゃるんですよ」

「へぇ、そうだったんですね。ということはこの写真のカメラマンはお母様なんですね」

　いったいどんな写真だろうと、美月はワクワクしながらページをめくった。

「ああっ、かわいいっ！」

　アルバムには、思わず悲鳴をあげたくなるような写真がたくさん貼ってあった。

「目が真っ黒～髪がふわふわしてる～！　顔が綺麗～！」

　赤ちゃんの雪成は、赤ちゃんの頃からちゃんと雪成だった。すでに顔の造形が端正で、そのまますくすくと大きくなったのがよくわかる美形なのだ。

　オムツモデルもびっくりのかわいさに、美月は卒倒しそうになった。

「こんなにかわいい赤ちゃんが存在するんですか、すごいです！」

「でしょう！　ぼっちゃまはね、小学校高学年になるまで、ずっと女の子に間違えられるくらいかわいらしかったんですよ～！」

「でしょうねぇ、ほんと天使みたいですっ！」

　美月の言葉に、ミネコははしゃぎながらウンウンとうなずき、美月の隣に腰を下ろした。こうなると客もへったくれもない。ふたりともただの〝雪成ファン〟だ。

「これはお食い初めの写真よ、旦那様が張り切ってねぇ、御身内や友人方をここに百人集めて、飲めや歌えの大騒ぎ」

「お食い初めで？」

　百人集めるほうも集めるほうだが、集まるという事実がすごい。

　美月は目を丸くした。

「子供は七つまで神様のものっていうでしょう。まぁ、昔は今みたいに医学が発達してなかったから、そう思わないとやっていけなかったんでしょうけど。一日一日を無事迎えられたことに感謝しないといけないって、ご夫婦でいつも言われてましたよ」

　そしてミネコは写真の中で笑っている雪成を目を細めて見つめる。

「小さかったぼっちゃまが今はあんなに大きくなって、私も、それだけでありがたいと思いますよ」

「ミネコさん……」

（うちの家族も同じことを言ってたわ。私が生きているだけでいいって……）

　血が繋がっていてもいなくても、家族というのはなんとありがたいものだろう。

（私も雪成さんとそんなふうになれたらいいな）

　美月は目を潤ませながら、うなずいた。

　ミネコと入れ違いに雪成が姿を現したのは、それから五分程度経ってからのことだった。手にはアルバムを持っている。離れの押入れにあったらしい。美月がアルバムを見ているのに気づいて、ふっと表情を和らげた。

「こっちが小学生の頃のダイジェスト版のアルバムだ」

「わ、見せてください」

　ミネコに聞いて、小学生の雪成にとんでもなく期待値が高まっている。

　嬉々として美月が駆け寄ると、雪成はベッドに腰を下ろし、「一緒に見よう」と両腕を広げた。

「はい」

　美月は雪成の腕の中にすっぽりと後ろから抱きしめられる形で、自分の膝にアルバムを広げる。さっそくかわいらしい写真に目が留まった。

「えっ、これ雪成さんですか？　お姉さんじゃなくて？」

　小学校の入学式なのだろう。名門私立の制服に身を包んだ、ランドセル姿の可憐な美少女が、はにかみながら屋敷の前にひとりで立っている。

「俺はひとりっ子だ」

　雪成は苦笑して、トントンと写真の上に指をのせる。

「男にしては髪が少し長いだろう。これは母の趣味だ。ずっと女の子が欲しかったらしい」

「すごい美少女ですよ。確かにかわいらしい格好をさせたくなります」

　もともと彫りの深い顔立ちなので、まるでハーフかクオーターのようだ。

「でもこの歳までだな。たぶん冬には短くなってたよ」

「男の子はかわいいって言われても嬉しくないですもんね」

　そして次のページをめくると、今度の写真はどこか屋外で、白いブラウスに紺の半ズボン姿の雪成が、真面目な顔で茶を点てている。

「これは野の点だてですか？」

「ああ。うちの庭だな。亡くなった祖母が師範だったから、友達がみんなうちに習いに来てて、季節ごとになんだかんだと集まってたよ。最初はみんな真面目にやってるけど、男はすぐにそわそわして、探検ごっことか始めるしな」

　雪成は思い出したようにクスッと笑う。

「ハジメなんか、かくれんぼの最中に蔵に閉じ込められて、誘拐騒ぎにもなったことがある」

「それはそれは……」

　ページをめくると、ハジメ以外にも見慣れた顔があった。菜穂である。だが菜穂を見ても、もう胸はざわつかない。昔、恋人同士だった時期があったとしても、それ以前に、彼女は雪成の大事な幼馴染のひとりなのだと思えるようになった。今はただ、彼女が元気になってくれたらと願うばかりだ。

「美月……」

「大丈夫ですよ。こういう時期を経て、大人になったんだなぁって思うと、やっぱり私は雪成さんの過去も全部、今と同じように大事にしたいと思います」

「俺を……信じてくれるのか？」

　美月の体の前に回る腕に、力がこもるのがわかる。

「信じさせてくれたのは、雪成さんです。たくさん好きって言ってもらえて、愛してもらえて、雪成さんが私に自信をくれたんです」

　それは美月の心からの言葉だった。

「美月……俺は、君がどうしても欲しくて、欲しくて……なのに直接好きだと言う勇気も持てなくて……外堀を埋めるようなことばかりして、囲い込んで、強引に俺のものにしたような……まぁ、そんな負い目がある」

　彼はまだそんなことを考えていたのか。突然の雪成の告白に、美月は驚いて身じろぎする。

　そんなことはないと言いたくて、振り返ろうとすると、雪成は腕に力を込めてそれを制し、言葉を続けた。

「……だけど俺は、たぶんずっとこうだ。美月に愛されたくて、美月に俺を見てもらうためなら、微笑みかけてもらうためなら、なんだってする。これから先も、ずっと」

　雪成は抱きしめていた腕を片方ほどき、ゴソゴソと動かした後、スッと、美月の前に小さなビロードの小箱を差し出して蓋を開けた。

　美月にはそれが一瞬、光のかけらのように見えた。目が慣れると、大粒のローズカットのダイヤのリングが、チラチラと太陽の光を反射して輝いているのがわかった。

「……えっ？　あの、これ、は？」

　美月は突然のことに言葉が出なくなる。

「十九世紀後半に作られた、アンティークリングだ。小鷹家の当主の妻に代々引き継がれている。母から預かっていたんだが、出番がないまま、うちにしまい込んでた」

　そこまで言って、雪成は美月の肩にそっと手を回し、自分のほうを向かせる。

「――森田美月さん。俺と結婚してください」

　雪成の漆黒の瞳が激しく熱を帯びる。その魂を震わせるような光は、まっすぐに美月に向けられていて、こんな目で見てもらえる自分はなんて幸せな女なのだろうと、熱い塊のようなものが腹の底からこみ上げてくる。

「っ……」

　美月の目から、ポロポロと涙が溢れ、こぼれ落ちる。さらに嗚お咽えつが漏れそうになるのを、両手で押さえた。

「み、美月……？」

　突然泣き出した美月に慌てた雪成は、オロオロしながら美月の顔を覗き込む。

「すまない、急すぎたか？　実は実家に呼んだのは、これをここで渡したくて……で、断られなければ、その後両親に会わせたくて……その、相変わらず外堀を埋めるやり方で、申し訳ないんだが……。俺は割と気の長いほうなんだが、美月に関しては我慢がきかないんだ。すまない」

「ちがっ……」

　真面目に謝る雪成に、美月は首を振って、手の甲で頰の涙を拭う。

「だって、いつかそうなれたらって、思ってたけど、びっくりして、私、こんなに幸せなのに、まだ、幸せになっていいのかなってっ……」

　すると雪成は、うつむく美月の頰に両手をのせ、上を向かせた。

「なに言ってるんだ。俺は全然幸せにし足りない……」

　雪成の唇が「愛してる」とささやきながら美月のまぶたの端に溜まった涙を拭う。

「返事を聞かせてもらえるだろうか」

　雪成の問いかけに、美月は精いっぱいの微笑みを浮かべた。

「……はい。私も、雪成さんを幸せにしたいです。一緒に幸せになりたいです……！」

　その瞬間、目の前で、パアッと笑顔になる愛しい男を見上げながら、美月は心に誓った。

　結婚はゴールじゃない、新しいスタート。

　楽しいことばかりじゃないだろう。

　でも彼が好きだと言ってくれるから、これからも私は彼に笑いかけよう。
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朝から晩まで四六時中、御曹司は妻に恋をしている




　プロポーズから一年後。雪成と美月の結婚式が終わり、名実共にふたりが夫婦になってから迎えた、初めての夏。

　ＫＯＴＡＫＡ本社の副社長室の窓から落ちる夕日に頰を照らされて、雪成はふと腕時計に目線を落としていた。時計の針はちょうど午後七時を指している。

　にょきにょきと天に向かってはえているような高さの違う、たくさんのビジネスビルの頭上に広がる、濃紺から淡いピンク、オレンジへのグラデーションが美しい。

（そういえば、美月が秘書として働いていた頃、東京は、ここから見る夕日が一番好きだと言っていたな……）

　ある日、他愛もない会話の中で、美月は〝この景色が自分の理想の東京で、雪成さんだ〟と、口にしたことがある。

　その時は彼女の言っている意味がよくわからなかったが、以前美月の両親に挨拶に行った折、彼女の生まれ故郷の豊かな自然と広い空、海を見て、その風景に美月を重ねたことを思い出すと、彼女の言いたいこともわかるような気がした。

　愛する人を生み育てた故郷の空気は、やはり特別に感じるものかもしれない。

　雪成が彼女に想いを告げる勇気を持てなかった昔。面倒な会議の後、ここで窓の外を眺めながら煙草に火をつけると、美月が顔色を変えて灰皿を持って駆け寄ってくる姿を見るのが好きだった。美月はいつもはきちんと礼儀正しくしているのに、その時は少し素が出て、表情が変わるのだ。

『灰が落ちて絨毯が焦げたら大変じゃないですか。もう……』

　唇を尖らせながら雪成をいさめる、少しお姉さんぶったような口調や態度が、かわいくて、雪成自身はポーカーフェイスを気取っていたが、実のところは地団太を踏みたいくらい愛おしくてたまらなかった。それを見たいばっかりに、わざと灰皿を自分で用意しなかったくらいだ。

　だが雪成が美月との婚約を発表してからしばらくして、美月は約一年務めた秘書を辞めた。それから新しく秘書は採用していない。そもそも〝副社長秘書〟という役職も、こっそりと彼女のために用意したようなものなので、今となってはまったく必要がない。

　ただ、父の秘書をしてくれている寺前には『森田さんを副社長に取られて、私の癒しがなくなりました』と、ちくりと言われたので、素直に謝らざるを得なかったのは、ここだけの話だ。

（今頃、俺の帰りを待ってくれているんだろうか）

　こうやって美月のことを考えるのも、雪成にとって幸せな時間だった。

　すると突然、

「あれ、この後、なにか約束でもあるの？」

　副社長室の中央に置いてあるソファから、のんびりした声が響いて、ハッとした。

（しまった……）

　一瞬、物思いにふけってしまったことを恥じて、振り返る。優雅な様子で紅茶のカップを持ったハジメが、意味深な微笑みを浮かべ、雪成を見つめていた。

　ハジメがここに来たのは、再来年の夏、北ほっ海かい道どうに新しく展開する山邑リゾートの打ち合わせのためで決して遊びに来たわけではないのだが、オンでもオフでも、雪成の前であってもどこであっても、この男の態度は基本的に変わらない。

（失敗したな……）

　雪成は内心舌打ちしながら、首を振った。

「すまなかった」

　いくら仕事の話は終わっていたとはいえ、客の前で気を緩めた自分が悪い。

　なにしろこの山邑始という男は、普段はお調子者の道化を気取っているが、恐ろしく勘が鋭い。子供の頃は、人の心が読めるのではないかと本気で疑っていたくらいだ。

　すると案の定、ハジメはニヤッと唇の端を持ち上げ、悪巧み顔になった。

「あ、わかった。早く家に帰って新妻の顔を見たいって思ってるんだろ」

　さらにニヤニヤしながらそんなことを口にし、図星をつかれた雪成は苦虫を噛み潰したような表情になってしまった。

「違う」

　違わないが違うと言うしかない。だが相手のほうがずっと上うわ手てだ。

「いいじゃん、幼馴染の俺に照れなくても」

「だから……クソッ」

　雪成はさらに眉間の皺を深くし、それから長いため息をついた。これでは、自白したも同然だろう。

　落ち着いた後に、かつて雪成が傘を借りた女性が美月だったということを聞かせてから、ずっとこの調子だった。ハジメならどこかで気がついていたのではと思わないでもないが、察するのと打ち明けられるのとは大きな隔たりがあるのだろう。

「まぁまぁ、照れるなよ。俺に内緒であれこれ画策するくらい、ずっと恋焦がれてた彼女だもんね。やっと一緒になれたんだから、当然だよ、うんうん」

　ハジメは紅茶のカップをローテーブルの上に置き、それから窓辺に立っている雪成にパチンとウインクをしてよこした。完全にからかわれている。

「お前たまに本気でムカつくな」

　内緒にしていた負い目もあるが、このまま一生からかわれると思うと若干腹が立つ。負け惜しみだとわかっていても、そんな憎まれ口がついて出た。

　だが憎まれ口などこの男にはのれんに腕押しだ。

「あはは！　ユキにそんなこと言われるとちょっとホッとするなぁ」

「なんだそれは……」

「んー、だから、俺もまだちゃんと人をムカつかせることができるんだなと」

　そう言うハジメはふふっと笑ってソファから立ち上がった。

「じゃあ、またね」

　特に説明する気はないようだが、彼とは長い付き合いだからわからないでもない。ハジメはあまりにも人の感情を先読みしすぎて、たまに他人から恐れられ、避けられることもあるのだ。

「――お前と付き合う女性は大変だな」

　少しばかりの意地悪で、ドアに向かうハジメの背中にそう言い放つと、

「俺もそう思うよ。紅茶ご馳走様」

　どこまで本気かわからないような飄々とした笑みを浮かべたまま、副社長室を出ていった。

「……ったく」

　雪成は眉間に皺を寄せながら、エグゼクティブチェアに腰を下ろす。

　だがたとえ一生ハジメにからかわれたとしても、美月と一緒にいられる人生の素晴らしさは色あせることはない。ふと、美月の笑顔が脳裏に浮かんだ。

「美月……」

　たった今反省したばかりなのに、家でひとりで待っている美月のことを思うと、飛んで帰りたくなった。




　夜の九時過ぎ。マンションのドアを開けると同時に、待ち構えていた美月が雪成の腕の中に飛び込んでくる。

「おかえりなさい！」

「ただいま」

　いつものように抱きついてくる美月を軽く抱きしめ返し、それから顎先をすくうように持ち上げ、唇の表面に軽くキスを落とす。

　愛する妻の唇はふわふわと柔らかく、自分を見上げるこげ茶色の瞳はウルウルと潤んでいて、それだけで雪成は愛おしくてたまらない気持ちになる。

　しかも彼女が身に着けているのは、薄手のコットンのワンピースだ。抱き合うとそのまま素肌の美月を想像せずにはいられない。一気に欲望が頭をもたげる。

　本当ならこのまま深く口づけながら抱き上げベッドに運び、愛し合いたいところだが、以前何度かそれをやって、『せっかくの夕食が冷めました！』と本気で怒られてからは、自重している。雪成にとって美月に疎まれることほど怖いことはない。

「先にお風呂にしますか？　それとも食事？」

「先に美月がいい」

　とっさにそう答えたが、美月は冗談と思ったのか、「もう」と少し怒った顔をする。

「美月にそういう顔をされると懐かしくなるよ」

「懐かしがらないでください」

「はいはい……」

　そして唇を尖らせた美月の唇にもう一度軽くキスをした。すでにキッチンの方向からいい匂いが漂ってきている。

「そうだな。食事にしようか。ペコペコなんだ」

　今日は昼食を食べる暇がなかったので、急激に空腹が刺激される。美月はいつも雪成のために栄養バランスを考えた食事を用意してくれているのだ。あれこれと手作りするのは大変な手間だろうと思うし、大事に食べようという気になる。

「じゃあ着替えてきてください。温めてきますから」

「ああ、わかった」

　言われた通り、クローゼットルームでルームウェアに着替えてダイニングに向かうと、美月がテーブルに雪成の分の夕食を並べていた。

「なにか運ぶものは？」

「ううん、大丈夫」

　美月がゆっくりと首を振ると、綺麗な髪がさらさらと揺れる。

（ああ、綺麗だな……）

　雪成は思わず目を奪われていた。

　披露宴を終えてから、美月は長かった髪を鎖骨のあたりでバッサリと切りそろえた。雪成は美月の髪が長かろうが短かろうがどちらでも好きだし、そんなことで彼女の価値は変わらないと思っていた。だが切ったら切ったで新鮮で、いちいち見るたびに愛しさが増し、そのたびに言葉を失ってしまうので困る。

「あのですね、今日はしのぶちゃんが送ってくれた地酒をいただこうと思って。お酒に合うメニューをしのぶちゃんに教えてもらったんです」

　雪成がテーブルにつくと、美月は熱心に今晩のメニューを説明し始める。

　また、その様子をかわいいなと思いながらウンウンとうなずいた。




　食事を終えて、美月が淹れたお茶を飲みながらその日あったことをお互いに話す。雪成はハジメ絡みでまた出張が増えそうだと報告し、美月は今日のお稽古の話をした。

　老舗企業の副社長の妻という立場から、今はお茶やお花、英会話などのお稽古ごとに忙しいのだ。そして雪成の母が、不慣れな美月をサポートしている。

「なにかつらいことはないか？　嫌ならいつやめたっていいんだぞ」

　正直言って、雪成はそういったいわゆる上流階級の付き合いというのが苦手で、それを美月に負担させるのも正直気が進まなかった。気を使っているのではないかと何度も問いただしたが、むしろ美月はチャレンジしてみたいと言って、雪成を驚かせた。

「ううん、全然。お義母さんもゆっくりでいいって言ってくださるし、もともと日本の伝統文化に興味はあったから、勉強自体が楽しいです」

　美月はニコニコしながらうなずいた。

「そうか」

　雪成としては、若干押しの強い母に美月がまいってしまわないか心配だったが、父曰く、『母さんは、かわいい妹分ができたと思っているようだよ。時々お前の嫁だって忘れて、ふたりで旅行に行こうなんて誘ってるぞ』とのことなので、それなりにうまくやっているらしい。

　ただ、いくら母と打ち解けているとしても、習いごとばかりでは息が詰まってしまうだろう。美月を悩ませたくない。雪成はそれが心配だった。

　だが最近は、以前美月の故郷の同窓会に参加した時に再会した〝トモちゃん〟という女性と交流があるらしい。来週会う約束をしたということなので、それを聞いてホッとした。

「トモちゃんは地元でお金を貯めて、それから上京して、小さなカフェで働いてるんです。いつか美味しいお酒と一品料理を出すお店を持つのが夢なんですって」

　美月はニコニコと笑いながら、お茶を飲みつつ、テーブルの上で両手で頰を挟むようにして肘をく。

「そういうの、いいなぁって思います」

　美月のどこかうっとりとした乙女のような仕草に、雪成はまたかわいいな、と思いながらも、唐突に、不安が押し寄せてきた。

「――そういうのって？」

　箸を止め問いかけると、美月は微笑みを浮かべたまま、まっすぐに雪成を見つめ返す。

「夢を実現するために努力することです。素晴らしいですよね」

　そう答える美月に他意はなさそうだが、こと美月に関しては若干自分に自信がなくなる雪成はどうしても後ろ向きになってしまう。

（もしかして美月は結婚を早まったと思っているのでは……俺には話していない夢があって、それを俺との結婚で諦めたような事実があるのでは？）

　そう思うと胸の奥がひやりと冷たくなった。

　まだ他の男と付き合っていた頃の美月に一目惚れをして、諦めきれず、使えるものはなんでも使って、自分のそばに置いた。元カレとの再会で弱った彼女に付け込んで、自分のものにした。結果、美月も自分を愛してくれたという奇跡があったからよかったものの、いくら自分に自信がなかったとはいえ、強引で卑劣な行為だったと、今でも思う。だから思いが通じ合った時、なにがなんでも美月を幸せにしなければいけないと心に誓ったのだ。

　彼女が笑ってくれるならなんでもする。絶対に泣かせない。美月の幸せを自分の残りの人生の最優先事項にする。

　そう本気で思ってはいるのだが、もし美月が結婚を早まったと後悔していたとしても、時間は巻き戻せないし、当然だが彼女と別れるという選択肢も選ぶことはできない。それだけは絶対に無理だ。

（ではいったいどうしたら……）

　思わず眉間に皺が寄ってしまった。

「……さん、雪成さん？」

「はっ？」

　驚いて顔を上げると、美月が不思議そうに首をかしげている。

「ああ……すまない。少し考えごとをしていて」

　慌てて笑顔を作ったが、美月は椅子から立ち上がるとテーブルを回り込んで雪成の前に立ち、顔を覗き込んできた。

「大丈夫ですか？　最近遅かったから、少し疲れてるんじゃないですか」

　そして美月の柔らかい指先がそっと額に触れ、それからこめかみ、頰の上を滑っていく。そのまま手のひらが雪成の頰に添えられた。

「お仕事が大変なのはわかりますけど……」

　心配してくれている美月の優しさに胸がいっぱいになったが、話を聞いていなかった雪成は深く反省し、美月の手の甲に自分の手を重ねる。

「ありがとう。でも大丈夫だ。定期的にドクターにも診てもらってるしな」

　寝具という人々の健康を守るものを商売道具にしている以上、社員の健康は当然として、上に立つ者の健康志向も強い。

「そういえば、来週、山邑さんと一緒に北海道なんですよね」

「ああ。一週間ほど帰れないから、その間どうする？　なんなら実家に帰ったらどうだ」

「大丈夫ですよ」

「だがご両親やおばあ様も、美月の顔を見たいだろう。それに清水さんも」

　以前、しのぶのことを男性と思い込み、激しく嫉妬した経験があるが、今は美月にとってどれだけ大事な親友なのか、理解しているつもりだ。

　だが美月はそんな雪成を、クスクスと笑いながら首を振る。

「もうっ、そんなこと言ってつい先月も帰らせてもらいましたよ。頻繁に帰ると、逆に心配されてしまいます」

「そうか……」

　雪成からしたら、ただ単に美月に寂しい思いをさせたくないその一点に限るのだが、結局美月はそれをやんわりと断ってしまった。

「留守が多くて申し訳ないな」

「雪成さんは責任ある立場なんですから、わかってます」

「そんなふうに甘やかすなよ。もっとわがまま言ってくれていいんだぞ」

　雪成は焦れたように熱っぽくささやいた。

　こういう時、そんなことはあり得ないと思いつつも、美月が『もっと私のそばにいて、離れないで、ひとりにしないで』と言ってくれたなら、どれほど自分は舞い上がるだろうと考えないでもない。だが現実の美月は嫌な顔ひとつせず、雪成の言うことを理解し、受け入れてくれるのだ。

　雪成は本当はもっと、美月にわがままを言ってもらいたい。自分が彼女を振り回した自覚があるからこそ、その分、何倍も振り回されていいと本気で思っているのに、当の本人がそういう性格をしていないので彼女を満足させているのか不安になってしまう。

（それでなくとも俺は言葉足らずなところがあるからな……）

　雪成は箸を置き、それから美月の手を包み込むようにして握り直すと、きょとんとした表情の妻を見上げた。

「美月、頼みがあるんだが」

「え？」

　突然すぎる雪成の申し出に、いったいなにを言われるのかと、美月の目が大きく見開かれた。




　時刻はもうすぐ夜の十一時になろうとしていた。

　つい先ほどまで地元の業者や議員とともに高級クラブで酒を飲んでいたのだが、『明日も早いので』と断り、出張先の北海道旭あさひ川かわ市内のホテルのバーカウンターで、ハジメとふたりで飲み直している。ちなみにハジメはマティーニ、雪成はバーボンだ。

「――で、なんて言ったの」

「美月の望みをなんでも叶えるから考えておくこと」

「なんでも？」

　ハジメが目をぱちくりさせる。

「ああ、なんでも。といっても美月だって時間が必要だろうから、俺が東京に帰るまでに考えてもらうことにした」

「ふぅん……」

　切れ長の目を細めながら、長い指でカクテルグラスを弄ぶ。

「でもみっちゃんのことだから、お前に休んでほしいのが望みとか、言っちゃうんじゃないの？」

「ああ。それはもちろん考えたさ」

　親友が妻の性格を知り尽くしているのには微妙に腹が立つが、確かにハジメの言う通りだった。だから雪成はそういうことを願わないよう念を押した。

「俺じゃなくて、美月が自主的に楽しめることでと念を押した」

「ふむ……なるほど。なら一生懸命考えるかな？」

　ハジメはクスクスと笑い、それからからかうように左隣に座っている雪成の顔を覗き込む。

「みっちゃんだったらなにを望むかなぁ。無難にお前と旅行に行きたいとかそんなんじゃないの」

「それでは困る。もっと無理難題を言ってほしい」

「あはっ！」

　ハジメは楽しそうに背中を仰け反らせて、「俺にプロデュースさせてくれたら無理難題のオンパレードをしてあげるのになぁ～！」と恐ろしいことを口にした。

　確かにこの男なら、美月に悪魔のような入れ知恵ができるに違いない。きっと雪成が想像できないような提案をしてくるだろう。物心ついた時から知っているが、ハジメはやると決めたらとことんやる男なのだ。

「お前……美月に連絡するなよ」

　自分から話しておいてなんだが、そこは強く言っておかねばならない。

　雪成は真面目に釘を刺した。

「しないって……したいけど。そこはわきまえてますよ。その代わりになにしたかちゃんと報告してくれよ」

「ああ、わかった」

　雪成はうなずきながら、上着の内ポケットからスマホを取り出し、美月から届いたおやすみなさいメールを見て思わず目を細めた。

　今日もつつがなく、美月の一日が終わったのだと思うとホッとしたのだが――ハッと気づいて顔を上げると、ハジメが無言でニヤニヤしている。

（本当に目ざとい男だな……）

「こっちを見るな」

　呆れながら、肩をすくめる。

「だってほんと珍しいもの見れるし……てか、見るなっていくらなんでもひどーい」

「ひどくない」

「ちぇっ。自分ばっかり幸せになりやがって……」

　わざとらしく唇を尖らせるハジメに軽くため息をつきはしたが、雪成は出張から帰った後、愛する美月にどんなおねだりをしてもらえるか、想像するだけで楽しくてたまらなくなった。

（ああ、早く帰りたい……美月にわがままを言われたい）




　そして迎えた約束の日――。

　雪成は腕時計に目を落とし、少し急ぎ足で約束の場所へと向かっていた。

　現在、約束の九時の、十五分前だ。駅の改札を出たキオスクのそばで待ち合わせたのだが、日曜日ということもあって、かなり人の行き来が多かった。

（さて、美月は？っと……）

「あ……美月！」

　五メートルほど離れた柱の前に立つ妻の姿を発見した雪成が声をかけると、美月はハッとしたように顔を上げた。

「雪成さん！」

　近づいてくる雪成に気づいた美月は、手を振りながらキラキラと輝くような笑顔で駆け寄ってきた。

「悪い、遅くなった」

「ううん、全然。まだ約束の時間の前ですもん」

「まぁ、そうだが……待たせたことには変わらないだろう。すまなかった」

　雪成は真面目に謝ったのだが、美月はなぜか首を振って、「こういうのも醍だい醐ご味みだと思います」と照れたように笑う。

「醍醐味？」

「はいっ」

　それから美月は、デニムに白のＶネックのカットソー、そしてベージュの七分袖のテーラードジャケットを羽織った雪成の姿を見て、うっとりとしたように頰を染める。

「雪成さん、素敵ですね……」

「素敵もなにも、今朝見ただろう」

　すると美月は不満たっぷりにぷうっと頰を膨らませる。まるで頰袋にひまわりの種を詰め込んだハムスターだ。本人は怒っているつもりかもしれないが、かわいくて仕方ない。

「見たけど、ここで立ってまだかなーって待ってる時に、近づいてくる雪成さんを見たら、ドキドキしたんです」

　そういう美月は、白い膝丈のフレアスカートに、薄いブルーのフレンチスリーブのブラウス姿で、手にはカゴバッグを持っている。髪は緩く巻いた後に編み込んでいるから、真っ白なうなじが新鮮で、よく似合っていた。そして左手の薬指には、シンプルな結婚指輪と一緒に、普段は大事にしまい込んでいる婚約指輪が輝いている。

「いつもかわいいが今日は特別かわいいな、美月」

「えっ、あ、ありがとうございますっ……」

　ふとこぼれた雪成の言葉に真剣に照れながら、美月はそっと雪成の腕に手をかけた。どうやら機嫌は直ったらしい。

「こうやって待ち合わせしてデートするの、憧れだったので……気合いが入ってしまいました。嬉しいです」

　うつむきながらそう言う美月の頰はバラ色に染まり、本当に嬉しそうだ。

「そう、か……」

　駅で待ち合わせをするために、準備も特に必要のない雪成がマンションを先に出て、構内のコーヒーショップで待っていた甲斐があったようだ。

　雪成はニコニコと上機嫌で腕を組む美月に、なんだかくすぐったいような、不思議な気持ちになりながら、繁華街の中にあるシネマコンプレックスへと歩き始めた。

「楽しみです。すごく！」

「そうだな」

　力強いくらいの美月の笑顔は本物だ。それを見ると雪成の胸はほんわかと温かくなった。

　そう、なんと美月のおねだりは〝雪成とデートがしたい〟だった。それもいわゆる普通のカップルがするようなデートを、雪成としてみたいというのである。

　出張から帰ってそれを聞いた時は本気で脱力したが、言われてみれば雪成と美月はまず体の関係から入って、その後すぐに同棲し結婚まで決めてしまった。正式に婚約した後、そして新婚の現在でも、やれクルーザーで舟遊びをしたり、海外セレブが出席するようなパーティに参加したり、全国各地の有名避暑地や高級温泉宿に宿泊したりと、そういったことは数えきれないほど経験しているが、ふたりでは映画一本観に行ったことがなかった。

　もちろん雪成だって映画くらい見たことはあるが、映画配給会社の御曹司が友人グループにいたせいで、外で見る場合でも映画館は仲間内で貸し切りが普通だった。だから今日も映画館のスクリーンを貸し切るつもりだったが、美月に断られたのだ。

　というわけで、わざわざ混雑しているシネマコンプレックスへと向かっているのだが――。

（混んだ映画館に、駅での待ち合わせ……ハジメが聞いたら、無駄の多さに腹を抱えて笑い転げそうだな……いや、その無駄こそが愛おしいとも言えるのかもしれない）

　とりあえず美月が上機嫌なことだけで、すべてが報われると思う雪成だった。




　映画館のロビーの入り口にある専用の機械で、事前に予約したチケットを発券し、甘いポップコーンと飲み物、それにパンフレットを買った。

　美月が選んだのは、古い映画のデジタルリマスター版らしい。だからなのか、日曜日の午前中といってもシートは十分の一ほどしか埋まっておらず、雪成たち含めて二十人もいなかった。

「雪成さん、こっちです！」

　美月が先導して、はしゃいだ様子で後ろから三分の一くらいのところにあるカップルシートに腰を下ろす。

　早めに着いたのでまだ中は明るい。雪成の右隣に座った美月は、さっそく買ったパンフレットを広げ、真剣に眺め始めた。その横顔を見て、ついちょっかいを出したくなった雪成は、指を伸ばして美月の頰に触れ、そのまま耳の後ろをすうっとなぞる。

「ひゃっ……！」

　別に官能的な指先ではない。だが小さく悲鳴をあげた美月は、無言で抗議の視線を向けてきた。邪魔しないでと顔に書いてあるが、どうしても構いたくて仕方ない。

「悪い。触りたくなった」

　そう言うと、美月はさらに頰を膨らませる。

「もうっ……」

「ほら、餅になってるぞ」

　からかうようにささやいて頰をつまんだ。

　唇と同じくらい、美月は耳が弱かった。彼女を抱いている時、ことさら声を抑えて耳元で愛してるとささやくと、声だけでブルブルと震える。そんな時雪成は美月を愛しすぎてこのまま彼女と溶け合ってしまいたいとしばしば思う。

　とにかく雪成にとって美月に触れるのは日常のことで、当然の権利なのだが、美月は仕方ないと言わんばかりにため息をつき、雪成の手に指をしっかり絡めると膝の上に乗せた。

「いたずら防止です」

　真面目に言う美月がかわいくて、雪成の頰は自然に緩んだ。

　彼女の左手の指には、結婚指輪と婚約指輪が輝いている。

　その一瞬、雪成は改めて、美月が自分のものであることを神に感謝せずにはいられない。




　映画は十五年ほど前に流行したという海外の恋愛映画だった。美月はひどく感動していて、映画を観終わってカフェに移動した後も、ここがよかった、あそこがよかったと、熱心に語っていたが、残念ながら雪成には他人の恋愛を我がことのように楽しむ才能がないので、ただひたすら美月の顔を眺めながら、相槌を打っていた。

　映画の最中に涙ぐんでしまったらしい瞳はキラキラと輝いていて、まるで磨き上げられた宝石のようだった。興奮した頰は薔薇色で、唇は淡いピンク色だ。

　こんなにかわいくて愛らしくて、素直で、優しい、素晴らしい女性が自分のものだと思うと、雪成はやはり幸せのあまり息が止まりそうになる。

「――雪成さん」

「ん？」

　突然、美月が真面目な表情で、顔を近づけてくる。カフェの丸いテーブルは狭いので、そうするとキスができる距離になるのだが、もしかしてねだられているのだろうか。雪成はワクワクしながら美月に顔を寄せた。

「キスしたくなったのか」

「ちっ、違いますっ……またそんなからかって……」

「からかってなんかいないんだがな」

「もうっ……」

　からかわれていると思い込んでいる美月は顔を真っ赤にして首を振った後、しばらくテーブルの上でもじもじと指を絡ませて、それからゆっくりと言葉を選びながら口を開いた。

「あの……今日は私のわがままに付き合ってくださって、ありがとうございました……。映画も、こういう女の子が入るようなカフェも……本当に嬉しかったです。でも……ちょっと雪成さんは恥ずかしいですよね？」

　確かに美月が選んだカフェは女性客でいっぱいで、店内の装飾もピンクを基調にしたかわいらしいものだ。店員にはうさぎの耳がついていたし、目の前に運ばれてきたケーキは、色とりどりのマカロンとカラフルなクリームでデコレーションされていた。

　あまりにもスイートな雰囲気は確かに強烈だ。昔の雪成なら当然近寄ることもしないだろうが、美月が行きたい場所に自分が行かないという選択肢はない。もちろん、恥ずかしいなど微塵も思わない。

「いや、全然気にならない。美月が気に入ったのならまた来よう」

　雪成の言葉に、パーッと美月の顔が輝く。

「本当に？」

　その笑顔を見るだけで、雪成はとろけそうなくらい幸せな気分になる。

「もともとこういうことが好きなんだろう？」

「あ、はい。上京する前は結構……。でも雪成さんはつまらないかなって。でももし雪成さんが嫌じゃなかったら、またデートしたいです。水族館とか……って、子供っぽいかな……」

「いや……そんなことはない。美月が喜ぶことは俺も嬉しい。今度の休みに水族館に行こう」

「あ……ありがとうございます。楽しみです」

　そして美月はまた恥ずかしそうにうつむいてしまった。

　こんな学生のようなデートは雪成にとって初体験だ。むしろ新たな妻の愛らしい一面を発見できる素晴らしい機会といえよう。だが一方で、美月がはしゃげばはしゃぐほど雪成の胸にうっすらと黒い感情が渦巻き始めていた。

　どうしても考えずにはいられない。

（もしかしたら……あいつと行っていたのか。そういうことをしたかったということは、あいつを懐かしんでいたのか……？）

　脳裏に、美月の最初の恋人の姿が浮かぶ。彼は、美月と八年も付き合っていたのだ。彼女の初めての恋人で、その人生に大きな影響を与えた男だ。

（美月は今でもあいつのことを……いい思い出と一緒に思い出すことがあるのか!?）

　雪成の胸の奥はカッと火をつけられたように、熱く燃え始める。

　ひとりの大人の男として、彼女の夫として、おいそれと口に出せないほど、雪成はこの瞬間、美月の過去に激しく嫉妬してしまっていた。

「――美月」

　思わず名前を呼ぶと、不思議そうに顔を上げる妻と視線が合う。まるで雪成の焦りなど想像すらしていないあどけない表情だ。

　その顔を見て、雪成は怒りを必死で飲み込んだ。

（そうだ。今の男は俺だ。そして最後の男だ。これから何十年も彼女を愛し続けるのは俺だけだ）

　叫びたい衝動にかられたが、嫉妬で美月を傷つけるのは愚かなことだ。それよりも口にしなければならないことがある。

「美月……」

　雪成は理性を総動員しなんとか椅子から立ち上がると、美月の耳元に顔を寄せ、とびっきり甘く、低い声でささやいた。

「今すぐお前を抱きたい。めちゃくちゃにしたい……愛して、愛して、食べてしまいたいよ」

　触れてもいないのにびくりと震える美月の体に、急激に熱が上がるのを雪成は感じていた。




　すぐ近くにあったシティホテルのジュニアスイートにチェックインし、まず雪成はシャワールームに直行した。本当はシャワーなど浴びている暇はないと思うくらい美月に飢えていたのだが、『汗をかいているから絶対に嫌ですっ！』と美月が怒るので、服を脱がせ、シャワーを浴びながら抱いた。

　普段から、昼間明るいところで抱き合うのは恥ずかしいと言う美月だが、雪成の手練手管に次第にとろけるように理性を失っていくのも、いつもの流れだ。

「ん……あ、あっ……」

　タイルに手をつき、後ろから雪成に突き上げられ、喉を震わせながら嬌きょう声せいを噛み殺す美月の真っ白い背中は、次第に雪成がつけたキスマークで赤くぽつぽつと染まり始める。

「美月……」

（お前の夢は、なんだ？　お前の考える未来には、ずっと俺がいていいのか？）

　それから濡れた体のままベッドに倒れ込み、今度は正面から抱いた。

　いつもなら散々焦らして、恥ずかしがり屋の美月におねだりさせるのが常なのだが、最近は月の半分近くを出張で留守にしているので、圧倒的美月不足だった雪成は、問答無用で美月を自分のものにした。彼女の体を文字通り貪むさぼった。

「雪成さんっ……好き、好きっ……」

　美月が震えながら雪成の首の後ろに手を回し、しがみつく。

「俺も愛してる……これからもずっと、愛してるっ……」

　その間、雪成はひたすら幸せだった。美月を愛していると実感できて、それを堂々と受け止めてもらえるのだ。

　何度も美月が喜ぶところをかわいがって、愛しているとささやき、体だけでなくその心まで、貫きたいと希こいねがう。

「みつき……」

　それから何度目かの果てに、かすれた声で名前を呼ぶと、くしゃくしゃのシーツの上で、美月がはぁはぁと息をあげながら、無言で雪成を見上げてきた。

　少し非難の色はあるが、濡れた瞳で雪成を見つめる美月は、壮絶に色っぽかった。本気で怒っているわけでないのは見ればわかる。

「俺は、お前が好きで好きでたまらないんだ……だからつい……こうなる」

　つい言い訳じみた言葉をささやくと、美月はふっと微笑む。

「もう……雪成さんのスイッチ、全然わからないです……」

　とりあえずベッドの上で水を口移しで飲ませ、人心地ついた後、雪成は、自分の腕の中で目を閉じ、背中に腕を回して額を裸の胸に押しつける美月の髪を撫で始める。

　綺麗に編み込んでいた髪はすっかりほどけてしまっていたが、指を通っていく美月の髪の手触りは心地よい。まるで極上の絹糸のようだ。

　そうやって夢中で何度か撫でているうちに、美月はうとうとし始め、そのまま眠りに落ちてしまった。

「それにしても――スイッチか」

　美月の想像上では、雪成にスイッチがあって、それがパチリとオンになれば、まったく我慢のきかなくなる男とでも思われているのだろうか。

　だがよくよく考えてみると、自分は美月がそばにいない時でもしょっちゅう美月のことを考えている。出張先でひとりで眠ると、夢に美月が出てくることもあるくらいだ。となると、美月を思うスイッチは、雪成の中で常に入りっぱなしなのではないだろうか。

「まぁ、さすがにそんなことを言っては引かれるか……」

　雪成はクスッと笑って息を吐くと、美月を起さないようにベッドから離れ、タオルで美月の体を清める。

　雪成が発する言葉も、愛も欲望もなにもかも、受け止め、応え、癒してくれる女性だ。そうやって世話をしていると、なぜか次第に敬けい虔けんな気持ちになる。死ぬほど愛されたいと思うが、愛していることがとても幸せなことだと実感する。

（これほど愛せる女性に巡り合えたことは、本当に奇跡だな）

　また無性に愛おしくなって、ほっそりした肩の先にキスを落とし、猫がじゃれるように軽く歯を立てた。

「ん……」

　美月がかすかに声をあげて身じろぎする。

　美しい体には雪成が愛した痕跡があちこちに残っていて、今さらではあるが、なんだか悪いことをしたような気がしてきた。

　結婚してから避妊はしていない。雪成は、ふたりの間に子供ができてもできなくても、どちらでもいいと思ってはいるが、美月は結婚前からずっと、子供が欲しいと思っているようだ。

　もし娘ができたら自分はきっと美月に笑われるくらい過保護になるだろうし、息子なら美月の奪い合いになるかもしれない。想像するだけで、胸が熱くなる。

　と同時に、美月に出会う前の自分に『お前は、将来妻が好きすぎて若干おかしいくらいだぞ』と話したとしても、過去の自分はとてもその言葉を信じることはできないだろうと思う。だがこれは事実だ。そしてこの先も続いていく日常だ。

（彼女の夢がなんであれ、そして彼女の思う未来に俺がいようがいまいが、構わない。俺がそばにいられるよう努力すればいいだけだな……）

　そう思うと、少し胸の重みが軽くなったような気がした。我ながら重すぎる愛情ではないかと思うが、美月に恋をするまで、自分は人として淡白すぎるのではないか、きちんと他人と向き合えないのではないかと、不安がっていたのが嘘のようだった。

「ありがとう、美月」

　雪成はクスッと笑って、優しく美月のこめかみにキスを落とし、それから自分も幸せな気持ちで目を閉じる。

（この結末をハジメに話すと、また嫌な顔をされそうだな……）

　そう、思いながら――妻を愛しすぎている御曹司は、腕の中に妻がいるのに妻の夢を見たいと願うのだった。
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あとがき




　ずっと眠りの浅い人生だった。赤ちゃんの頃から小さな物音で目覚めては、延々と夜泣きして両親を困らせていたらしい。大人になっても、わりと最近まで家鳴りで目を覚ますレベルで寝つきが悪かった。（さすがに夜泣きはしないけれど）

　だが次第に無理が出来なくなった。ベッドの中で二時間、三時間と起きていると、それはそれで疲れる。睡眠時間と健康は密接なつながりがあるのだ。いつまでも眠れないと諦めていては、今後の寿命に関わると思い始め、そういう日々の中で、寝具のことを勉強し始めた。

　そしてたどり着いたのがこの寝具メーカー御曹司と、その秘書のラブストーリーである。いやマジです。本当だよ！

　実際いろいろ考えていた寝具や睡眠シーンはただのうんちくになってしまい、自分の中でお蔵入りになってしまった。メモは残してあるので、いつかどこかで使えたらと思う。

　そして私は睡眠の秋を迎えるにあたって、某高級高反発マットレスを買い、念願の安眠を手に入れた。マットレス六万円……。身分不相応な値段だとずっと悩んでいたが、清水の舞台から飛び降りるつもりで買った。

　届くまで一週間ほどかかったが、待った甲斐があった。びっくりするくらい毎日寝つきがよくなってしまった。横たわると十分程度でおねむである。子供の頃から眠りが浅かったのは何だったのか。不思議で仕方ないがこれが現代の科学と技術の恩恵というものなのかもしれない。

　もし不眠や腰痛、肩こり、肌荒れに悩む読者様がいたら、ぜひデパートでいろんなメーカーの寝具で寝比べてみるといいと思う。

　安眠で健康を手に入れた私の創作意欲は右肩上がりだ。書くしかない。
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